
第 16節私部城東の調査

第1項 2012 -2次調査

(1)地点と調査に至る経過

本調査地は、通称四郭の南東に位置し、出郭と

みられる光通寺からみると北東にあたる。字市の

範囲内に位置する。現在は北北西から南南東に軸

を持つ町割りに沿って住宅地が並ぶ。城域が東へ

張り出した標高が高い地点に位置する。
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従来の縄張り研究において馬部隆弘氏により、

四郭に付属する外耕形虎口の可能性が指摘された

(馬部 2009)。また、百々)11より南方へ堀が延長

する可能性も想定されるなど、私部城の東端を確

定する上で重要な地点であった。

宅地開発に先立ち調査を実施したところ、現地

表下数十cmで、地山層の上層に、瓦器椀片を含む層

の堆積が認められた。遺構破壊が及ぶ範囲は敷地

の一部だ、ったが、城域確定のため、原因者と協議

の上、本発掘調査を実施した。

第 1調査区は当初調査地南半に南北約 9m、東

西約 36mで設定し、その後北東に拡張したが、遺

構密度が高く、調査期間が不足したため、 第2・

3調査区は規模を限定し東西方向に設定し、第1

調査区で確認、された南北方向の溝等の延長を確認

した。この中で、中世段階の区画溝の延長は確認

できていなかったため、補足的に第4・5調査区

を設定した。

工事に伴い擁壁設置がされる範囲については立

会調査を実施した。
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第3章私部城跡の発掘調査

(2 )層序(第 280"-' 285図)

(a)現代表土~近世堆積層

調査区の主要断面図を第 280図から第 285図に

示した。現代表土は調査地東半では宅地化した整

地土、調査地西半では耕作土層である。第1調査

区北壁(第 283図)第 12層まで、同拡張北壁(第

285図)第 10層まで、第2調査区北壁(第 281図)

第9層まで、第3調査区北壁(第 282図)第9層

までが対応する。第1調査区南・東壁では大半が

同層である。

表土直下では近世以後の堆積層が堆積し、下面

は地盤層が大きく削平されていた。また、達磨窯

など近世以後の瓦生産関連遺構(第1調査区南壁

第 1"-'6層)・土取り穴・廃棄土坑などの可能性

がある巨大な土坑なども検出された。

(b)近世初頭~中世末遺構埋土・整地土

近世遺構の著しい改変・堆積層の下面で、幅広

い時代の遺構埋土が残存していた。 同層は、近世

の撹乱層に切られるが、後述の 14"-' 15世紀頃を

中心とした遺構埋土上に堆積する。出土遺物は

中世遺物を含むほか、 37溝中に 17世紀頃の古銭

が含まれる他は近世以後の遺物を含まず、中世の

終わりから近世の初め頃までに埋没したものとみ

られる。第 1調査区北壁第 13"-' 16層まで、第2

調査区北壁第 11"-' 12層まで、第3調査区北壁第

10"-' 16層までが対応する。第 1調査区南壁第7

~ 9 層にあたる。

遺構の方位軸が確認できるものでは、 37溝な

ど南北の正方位に軸をとるものが多い。これは本

調査地内では特殊なものである。

(c) 中世遺構埋土

近世初め頃までの層により整地された層の下面

で検出された。複数段階に区分される。遺構の中

で確認することとしたい。

区画溝 (10溝)とピット群屋敷地を区画する

とみられる推定 20m四方以上の区画溝およびピッ

ト群が検出された。出土遺物から 14~ 16世紀頃

と時期幅は長い。確認できる遺構の方位軸は北北

西から南南東に傾く。

不定方向の溝・ピット群 10溝に切られる遺

構群である。この段階でもピット群は認められる

が、その合間に認められる溝はおおむね北北西か

ら南南東にのびるが形態が一定しない。

(d)弥生時代遺構埋土

主に調査地北東の第 1調査区拡張区で弥生時代

のピット群、溝が確認された。建物跡として復元

されるものを含み、集落の一部と認められる。遺

物はサヌカイ ト剥片 ・弥生土器小片などをごくわ

ずかに含み、弥生時代中期頃のものと考えられる。

ピット群は深く埋土を残すものも多いが、建物

周溝の埋土は浅いものである。近世の堆積層によ

り上部を大きく削平された可能性が高い。

(e)地山層

明黄褐色の堅固なシノレト・粘土層で、白色礁が

多く混じる。その上面は後世の改変により削平さ

れる。東西方向の傾斜は調査地中央で T.P.27.6m

前後と高く、調査地西端、東端でT.P. 27. 3 ~ 

27.4m前後と低くなる。南北方向の傾斜は小さい。

私部城跡の周辺地の中で、は最高所の一つである。

第 1調査区拡張東壁

ピシト22

1 2.5Y4/4オリープ褐 細砂質シノレト [ピット17]
2 IOYR5/6黄褐礎混シノレト [ピット19]
3 2.5Y3/3オリープ褐 シノレト [ピット19]
4 IOYR5/8黄褐礎混じりシノレト [地盤層]
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10YR5/4にぷい黄禍砂質士
2 10YR4/31こぶい黄禍砂質士(礁含む)
3 10YR6/1灰黄褐砂質士(模含む)
4 10YR6/自明黄褐砂質土
(2.5Y8/2灰黄 シノレ卜を縞状に含む)

。
!
日
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10 10YR4/2灰黄褐 シノレト(炭・土器 ・様含む)
11 10YR4/3にぶい黄禍 シノレト
12 10YR5/4にぶい黄禍 シノレト(礎含む)
13 10YR4/4褐 シノレト
14 10YR5/6黄褐粘質シノレト
15 10YR3/3~音f品 fシノレト
(7.5YR4/3褐 シノレトプロック含む)

11 15 
19 
1r.:4 

5 10YR4/3にぶい黄禍 粘質シノレト

6 10YR5/6黄褐粘質士
7 10YR4/4褐 シノレト
8 2.5Y5/2暗灰黄 シノレト

9 10YR4/4褐 シノレト(炭・土器・穣含む)

5m 

16 lOYR4/6褐 細砂質シノレト
17 10YR4/3にぶい黄褐 粘質シノレト
18 2.5Y5/4オリープ中砂

19 2.5Y4/2暗灰黄 中~細砂質シノレト
20 10YR5/4にぷい黄褐シノレト混じり中砂
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現代捜乱
第3調査区北壁

11 6 7 自 9 

4 

27.4m 

第1調査区

2.5Y6/2灰黄 中砂質シノレト
2 2.5Y6/4にぶい黄 中砂(シノレトプロック含む)
3 2 . 5Y5/4黄褐~2. 5Y4/4オリ}プ褐 穣混じり中砂質シノレト(シノレトプロック含む)
4 2.5Y4/3オリープ褐 中砂質シノレト(シノレトプロック含む)
5 IOYR5/6黄褐礎混じり粗~中砂
6 2.5Y4/4オリープ褐 中~細砂質シノレト(黄褐シノレトプロック含む)
7 2.5Y5/4黄褐 中砂(明黄褐シノレトプロック含む)
8 2.5Y4/4オリープ褐 シノレト混じり中砂
9 10YR4/6褐 礁混じり中砂質シノレト
10 2.5Y5/4黄褐 中砂質シノレト
11 2.5Y4/3オリープ褐 粗砂質シノレト
12 2.5Y7/4浅黄~10YR6/6明黄褐 礁混じりシノレト(プロック土)

。
囚嗣

13 10YR4/6褐 磯混じり中~細砂質、ンノレト(明黄禍シノレトプロック含む)
14 10YR4/4褐 礎混じり中砂質シノレト
15 2.5Y4/3オリープ褐 中砂質シノレト

16 2.5Y4/4オリープ褐 石磯混じり細砂質シノレト
17 2.5Y5/6t者 中砂質シノレト(明黄禍シノレトプロック含む)
18 IOYR5/4にぶい黄褐 中砂質シノレト(黄禍シノレトプロック含む)
19 10YR5/4にぶい黄褐 中砂質シノレト(明黄褐シノレトプロック含む)
20 2.5Y5/3黄禍 礁混じり中~紹砂質シノレト(灰白シノレトプロック含む)
21 2.5Y4/3オリープ褐 礁混じり細砂質、ンノレト

22 10YR4/4褐 軍事混じり中~細砂質γノレト
23 10YR5/4にぶい黄褐 穣混じり中砂質シノレト(プロック士)

24 IOYR4/4褐中~細砂

5m 

21 
25 10YR5/4にぶい黄褐 撲混じり細砂質シノレト(明黄褐シノレトプロック含む)
26 10YR4/4褐礁混じりシノレト(プロック土)

27 lOYR4/6褐礎混じり中~細砂質シノレト
28 2.5Y4/4オリープ褐 細砂質シノレト
29 lOYR5/6黄褐 中砂質シノレト(プロック土)
30 10YR4/4補 擁 ・シノレト混じり中砂
31 2.5Y4/4オリープ褐 中砂質シノレト
32 10YR4/4褐細砂質シノレト
33 IOYR3/3暗褐 細砂質シノレト

34 10YR4/4~4/6褐 中~細砂質シノレト
35 10YR4/6褐 シノレト
36 IOYR4/4褐 細砂質、ンノレト
37 10YR4/4褐細砂質シノレト

38 2. 5Y4/6オリープ褐 シノレト混じり中砂
39 lOYR4/6褐礁 シノレト混じり中砂(1 100) 
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第 1調査区北壁
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1 2.5Y6/4 にぶい赤軍事混 シノレトプロック混 中砂
2 2.5Y5/2 暗灰黄療、石混細砂~中砂 シノレト(瓦片、現代遺物混)
3 10YR7/6 明黄禍 シノレトプロック混細砂~中砂
4 10YR6/6 明黄禍 シノレトブロック混 JOYR8/6 黄燈 中砂
5 10YR6/4 にぷい黄樫 様、シノレトプロック1昆 細砂~中砂
6 JOYR8/2 灰白 様、シノレトプロック混 10YR7/6 明黄褐 中砂
7 JOYR6/4 にぶい黄燈様、石混中砂
8 JOYR6/4 にぶい黄燈 シノレト混 細砂~中砂
9 カクラン。

10 JOYR7/4 にぶい策燈礎混細砂~中砂 シノレト

20171914-114-21515 

11 2. 5Y5/2-4/2 暗灰黄細砂~中砂陶器、ガラス、瓦混 上層からのカクランの可能性あり
12 10YR4/6 褐 シノレトプロック混 中砂質 シノレト
¥3 2.5Y5/4 黄禍 中~粗い砂質シノレト
14-1 2.5Y5/6 黄褐 シノレト混締砂質~中砂質
14-2 IOYR4/6 褐中砂質
15 ¥OYR5/8 黄禍灰白 シノレトブロック混 中砂質
16 2.5Y5/4 黄褐際、シノレト混 中砂質
17 2.5Y4/4 オリープ褐 礁、シノレト混 中砂質
18 10YR4/6 褐際、シノレト混 中砂質~粗砂質
19 10YR6/8 黄褐 シノレトプロック混 JOYR8/4 浅黄燈礁混中砂質~粗砂質
20 10YR4/6 褐 細砂質シノレト (ブロック土)

21 10YR5/6 黄禍細砂質シノレト プロック土
22 JOYR7/4 にぶい黄控 シノレトプロック (1~2cm) 混 10YR6/日 明黄禍 細砂~中砂質シノレト
23 IOYR7/4 にぶい黄燈 際j昆 中砂質 JOYR5/6-5/8 黄禍 シノレトプロック混
24 10YR5/8-5/6 策褐 シノレトプロック土 10YR7/4 にぶい黄極 中砂質含む
25 10YR6/6 明黄褐 中砂質シノレト JOYR8/6 黄褐 ンノレトプロック混
26-2 10YR4/6 褐 シノレトプロック土
26-1 10YR5/4 にぶい黄極 シノレト O 

回
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27.7m 

27.4m 

27.0m 

26-2 
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第 1調査区南壁

第 16節私部城東の調査

第 1調査区拡張北壁

IOYR3/3 暗褐粘質 9 2. 5Y5/3黄褐畷混じり粘質
2 10YR4/2 灰黄褐 軍事混じり粘質 (明褐、灰オリープシノレトプロック含む)
(明黄褐、浅黄シJレトプロック含む 10 2. 5Y3/3暗オリープ褐 楼混じり弱粘質

3 10YR5/4にぷい黄檀 離混じり弱粘質 11 2.5Y4/3オリープ褐 シノレト混じり中砂 [溝 2]
4 7.5YR4/4褐磯混じり弱粘質 12 5Y4/4暗オリープ褐撲・シノレト混じり中砂
5 7. 5YR5/6明褐礁混じり弱粘質 [溝 1]
6 10YR4/4褐 礁混じり弱粘質 13 JOYR5/4にぶい黄褐 "/)レト [ピット17]
7 10YR5/6黄褐 中砂質 14 2.5Y4/4オリープ褐 細砂質シノレト [ピット17]
8 7.5YR5/6明褐様混じり弱粘質 15 JOYR4/6褐礎混じりわレト [ピットワ]

5m 
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2 27. 7m 

斗血
管(近現代)

28 5 9 

27 10YR5/3 にぶい黄償 中砂質シノレト(プロック土)
28 10YR5/6 黄褐中砂質
29 10YR5/4 にぶい黄極 中砂質シノレト
30 10YR7/4 にぶい黄糧 事軽混 中砂質~粗砂質シノレト(瓦、土師器片)
31 IOYR4/3 にぶい黄櫨 シノレト(プロック士)

(1: 100) 
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現代表土

近世波乱
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近世撹乱

10YR4/6褐 中砂~細砂(焼土プロック混)
2 IOYR3/4暗褐色粘質(焼土含む)
3 IOYR3/3暗褐色粘質(石 ・焼土含む)

4 10YR4/6褐粘質(焼土含む)
5 10YR4/3 にぶい黄褐色 (IOYR5/6 黄褐色柑)

6 10YR3/4 暗褐色粘質焼土含む
7 2.5Y4/6オリープ褐 中砂
(JOYR5/8黄禍シノレトプロック含む)

8 10YR4/3にぷい黄糧粘質 (2. 5Y5/3粘質含む)
9 2.5Y4/3オリープ褐 中砂質シノレト
10 2.5Y5/4黄褐 中~細砂質シノレト(ピットワ)
11 2. 5Y5/3~5/4黄褐 細砂質シノレト

第284図 2012-2次第1調査区南壁断面図
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(3 )近世以後の遺構と遺物

遺構全体図は第 298図に示した。次に、各期の

遺構を整理しておきたい。近世以後の遺構は調査

区全面で多量に検出された。多様な遺構が存在す

る。これらのうち、溝や達磨窯の軸は、北北西か

ら南南東をとり、現在の町割りにも踏襲される。

(a)井戸

垂直に掘り込まれた井戸痕跡を調査区東半で6

基確認した。井戸枠は検出されておらず素掘り井

戸とみられる。瓦などの多量の近世遺物のほか、

井戸1では中世瓦も混入していた。また、ピット

32~36 は井戸に伴う建造物の痕跡と考えられる。

④ 

遠慮然1 達磨然2

第2綱査区

Q 三

第 16節私部城東の調査

(b)溝

井戸に接続するものが認められ、関連した導水

施設などの可能性が考えられる。町割り方向のも

のである。

(c)近世以降の達磨窯と関連遺構

調査区西端で達磨窯跡を 2基検出した。

達磨窯跡1は下部構造を良好に残す。地盤層を

掘り込んだ半地下式の構造で、全長 4.8m、幅 2.4m 

である。焼成室の畔は4条、谷が5条である。畔

部は平瓦と粘土を交互に積み重ね、小口面に丸・

平瓦を立てた状態で置いて形成している。窯体の

南西に、調査区外に排水溝が延びる。

形態と規模は、奈良市西笹鉾遺跡瓦窯跡に類似

(1 :250) 
1(加
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第3章私部城跡の発掘調査

する。 18世紀前半と報告されるが、藤原学氏に

よれば近代に近いものとされる(藤原2002)。

達磨窯跡2は焚口の一部のみを検出した。その

廃絶時の埋土が達磨窯 1の焚口を切り こんでお

り、達磨窯1より後に廃絶したとわかる。

出土瓦は桟瓦・丸瓦・平瓦が認められた。詳細

な年代は不詳ながら、近世でも比較的新しい 19

世紀頃のものとみられる。明治の地籍図に記載が

ないため近世の聞に廃絶したものとみられる。

また、 2基の達磨窯の周辺には、瓦片・ 石など

を含む焼土により埋没する土坑 10・11・12・7な

どが付随していた。これら出土遺物と堆積層から

達磨窯の操業に関連する遺構と捉えられる。

交野では近世から近現代まで瓦生産が知られて

いたが(交野市文化財事業団 2012ほか)、瓦窯の

調査例としては初めてのものとなった。

(d)土坑

土取りや廃棄目的の可能性が考えられる多数の

土坑を確認した。また、規模の大きいものは深度

も2m前後となるものがあり、地下式土坑として

機能した可能性もある。

(4 )中世末から近世初頭の遺構

近世遺構により切られ、 16世紀頃までの中世

遺構上に堆積する。落ち込み ・石列 ・溝・ピット

などを確認している。特に、南北の正方位を軸と

するものが多いことが注目される。本調査区地内

では、当該期以外の遺構では、現在および近現代

や、後述する 15世紀前後の私部の集落域の町割

りの軸は北北西から南南東に傾くものである。今

回検出された遺構の軸は私部全体の中でみると珍

しいものであり、私部城域中心部のみにみられる

地割である。出土遺物の年代からも、これらの遺

構が私部城段階に伴っていたものか、私部城廃城

後にその地割の影響を残して形成された遺構であ

る可能性が考えられる。
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(a)落ち込み

調査地北端の擁壁部立会調査で確認した。限定

的な調査であり、幅・深さともに確認できていな

い。少なくとも幅1.5m以上、深さ 1m以上のもの

で、堀状に復元される可能性が高い。その方角は

西南西から東北東にのびる。また調査地西側に切

れ目があり、ここに通路が存在したと考えられる。

埋土の中位から、遺構の埋没に伴って廃棄され

た丸瓦が多く出土した。 出土遺物の一部は本郭出

土瓦と類似するものも含まれる。近世遺物は含ま

ない。おおむね 16世紀代に機能し、埋没したも

のと考えられる。私部城期にも機能していた可能

性が高い。なお、方位軸が後述の区画溝に近いこ

とからは、開削された時期は区画溝と同じく 14

'"'-' 15世紀頃に遡る可能性が考えられる。

(b)第1調査区石列

地盤層由来のブロック土により地固めがなされ

た上に(第283図第 14'"'-'15層、第284図第7層)、

1段の石列が 2列並行して南北方向に置かれる。

西側の石列は西側に、東側の石列は東側に面を揃

えて並べられ、石列の聞は地盤層由来の堅固な盛

土が込められる。 2列一組で機能した遺構で、塀

などの区画の基礎部と考えられる。石列の南半は

近世の撹乱により大きく損なわれる。

中世の溝15の埋土上に形成されており、調査

中は近現代の宅地に伴う遺構と考えていた。しか

しながら、航空写真等で精査すると、近現代の家

屋の位置・方角とずれることから、近現代のもの

である可能性はなくなった。また、近世の撹乱に

より切られることから、近世の中でも古い段階の

ものと推定できる。層序からは中世に遡る可能性

も十分にある。

南北方向の方位軸が私部城中心部に残るもので

あることからは私部城期の遺構、もしくはその地

割が私部集落内で残存していた近世段階の遺構の

可能性が考えられる。



(c)第 1調査区溝 16とピット群

第 1調査区溝 16は石列の東に位置する南北方

向の溝で、幅0.4m、深さ 13~ 16cmである。そ

の周辺にはピット 183~ 185・188・190~ 195・

197が密集する。埋土は類似しており、溝とピッ

トは一連のものと考えられる。柵列・板塀などの

区画施設の痕跡と考えられる。層序から石列や溝

37と併存した可能性がある。

落ち込み

④ 
第 2調査区

宜主

第 16節私部城東の調査

(d)溝:37 

東西にのびる幅広の浅い溝である。西が高く、

緩やかに東へと低く傾斜する。その形態や埋土か

ら池などの可能性は低い。通路の痕跡とみられる。

溝 10を切り、近世の撹乱に切られる関係からお

おむね 16世紀頃から近世前期までの時期幅が考

えられる。溝 16などと関連して機能したものと

考えられる。

(1 :250) 
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(d) その他の溝

第2調査区溝6 石列の西に位置する溝であ

る。土地区画などの痕跡か。埋土上部から瓦片が

一点出土している。

第 1調査区溝 13 南北方向の細い溝である。

第2調査区溝6・7・9 調査区東端で検出さ

れた。溝6は南北にのびるものである。溝7・9

は撹乱により分断されるが、一連のものとみられ、

調査区中ほどまで溝6と並行し、直角に屈曲し、

西へのびる。

(e)小結

南北の正方位軸にもとづき、私部集落内におい

て異質の遺構群である。出土遺物から年代比定は

難しいが、他の遺構との切り合い関係からは、 16

世紀頃から 17世紀頃の時期幅が与えられる。相

前後する時期に正方位軸を取り入れて築城される

私部城と密接に関連する遺構群と考えられる。

( 5 )区画溝と中世遺構

10溝によって L字状の区画が存在し、その内

側にピット、溝などの遺構が集中している。これ

らの主要遺構の軸はすでに現在の私部の町割りに

近いものとなっていることが注目される。区画を

伴うことや、出土遺物の内容からは、 14世紀頃

に始まり、 15世紀頃を中心として、私部の有力

者が所在したことを示す。

(a)溝 10(中世区画溝)

第 1・3・4・5調査区で確認した。上部は近

世以後の整地によって削平される。残存する範囲

の深さ 80~ 90 CID、幅 O.7 ~ 1 IDである。第 l調

査区で検出し、第4調査区でほぼ直角に西に曲

がって延長することを確認した。第5調査区では

さらに西に続くことがわかった。現地形からみる

と当該調査地点の西側に道路が屈曲する箇所が認

第l調査区
位張 附t".，IT

日
第290図 2012 -2次 中世区画溝・関連遺構平面図
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められ、この道路屈曲部付近より西では標高が低

くなる。この地形状況からこの付近に同区画溝の

西端が埋没していると推測する。この場合、東西

長はおよそ 30mになる。

土師器・陶磁器 ・瓦など多くの遺物が出土して

いる。出土遺物と切り合い関係から、開削時期は、
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第3章私部城跡の発掘調査

瓦器椀が残存する 14世紀前半頃まで遡る可能性

がある。最も新しい年代の遺物としては 15世紀

頃までの遺物が含まれる。 14世紀から 15世紀頃

を中心に機能し、おおむね 16世紀代の前半頃ま

でに埋没したものと考えられる。

(b)その他の溝など

溝 15 第 1・3調査区で検出した。幅広く浅

い溝である。底面がほぼ平坦である。ブロック土

混じりであるが、シルト層により埋没しており、

人為的に掘り込まれた池などの痕跡である可能性

がある。出土遺物は含まれず、層序から 10溝と

併行するものとみられる。

溝 6 i茸10の東で検出した。細く浅い溝で、

溝 10とほぼ平行する。同一方向にピット 68・

70・72・121などのピット列が並ぶ。遺物は図化

し得ないほどの細片を含むのみであるが、溝 10

と方向が類似することから関連する区画施設の痕

跡とみられる。

(c)掘立柱建物

溝 10西の掘立柱建物 ピット 128・126・140・

156・130などから復元される。梁行2問、桁行

4聞の東西棟である。桁行 4.8m、梁行 3.8mで平

面積はおよそ 18rrfをはかる。出土遺物は土器等

の細片に限定されるが、層序と切り合い関係、お

よび溝 10と方向が類似することから同時期の遺

構と考えられる。 周辺に他のピットも密集する。

調査区東端の掘立柱建物 ピット 100・102・

103・112・95などから推定復元される。梁行3問、

桁行2間以上の東西棟とみられる。梁行は 3.5m、

桁行2m以上である。

調査区南端の掘立柱建物 ピット 158・163・

164が一列に並ぶ。梁行3聞の南北棟の建物跡の

可能性がある。その場合の梁行は 3.5mである。

柵列の可能性もある。
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(d)小結

区画溝を中心とした建物・溝などの遺構群が検

出された。 14世紀頃に年代を遡りうることから

は、中世の私部集落で勢力をのばした地域の有力

者層の居住地と推定できる。

本調査地点では仏具は認められなかったが、瓦

もわずかながら出土することから、周辺で光通寺

などの寺院や、その関連施設が検出される可能性

も考えられる。こうした規模の区画溝と遺構群に

ついては同時期の私部南遺跡でも未確認であり、

中世の私部において、卓越した内容の遺構・遺物

である。私部城築城以前の私部集落の中心部のー

っと評価できる。

(6 )古代末~中世遺構

ピット・溝のうち、区画溝に切られるものであ

る。推定される建物の方向は北西から南東を軸と

するものが多い。出土遺物中には、平安時代の土

師器片から中世前半の瓦器椀など遺物小片が含ま

れており、 10世紀後葉から 13世紀頃の集落域と

みられる。

(a)掘立柱建物等

溝 10下面のピット群と周辺 ピット 124、122

が列に並ぶとみられる。これと直角の位置にある

ピット 131も関連するものとみられる。ピット

124では、焼けた壁土と瓦器椀片を検出した。瓦

器椀は小片ながら、端部形態や調整から楠葉型

瓦器椀m-3期、 13世紀中頃のものとみられる。
この瓦器椀片からピット 124は 13世紀中頃以降

に埋没したことがわかる。この他の建物跡などの

ピット群についてもおおむねこの前後のものとみ

られる。

溝 14西の掘立柱建物 ピット 144・142・147・

146・196・189・186・182から復元される。瓦器

椀などの小片が含まれるものがある。棟の方向は

北西から南東を軸とし、梁行2問、桁行3間以上
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第3章私部城跡の発掘調査

とみられる。梁行 2.5m、桁行3m以上である。

溝14南西の掘立柱建物 ピット 165・166・

198・159から復元される。棟の方向は北西から

南東を軸とする。撹乱の激しい地点であり不明な

点が多いが、梁行 2.5m、桁行3m以上である。

石列西のピット群 近世以後の撹乱により全容

は不明であるが、ピット群が検出されている。

ピット 176・175・171・169で一列、ピット 170・

168・167で一列、 ピット 172・173で一列になり、

柵列や、建物跡であった可能性が考えられる。い

ずれの軸も正方位からは大きく傾く。

第1調査区西端の掘立柱建物 達磨窯と関連遺

構による撹乱の下層で検出された。ピット 208、

210、204、201、206から復元される。また周辺

に関連する可能性のあるピットが散在する。棟の

方向は北東から南西を軸とし、梁行2問、桁行2

間以上とみられる。梁行 3.5m、桁行 5.5mほどと

なる可能性がある。

(b)溝群

第1調査区溝 14は不定形の溝であるが、おお

むね南南東から北北西へのびるもので第2調査区

溝4に連続する。第2調査区溝2はやや幅が狭く、

第l調査区までのびる。この2条の溝が屈曲して、

第2調査区溝1・2に接続する可能性があるが、

調査範囲が限定されており、確定できなかった。

第2調査区のその他の溝5・8も検出範囲が限定

されるものの、おおむね北西から南東へのびるも

のとみられる。第2調査区溝3は西南西から東北

東にのびる浅い溝である。 他の溝によって切られ

ており中世でも古い段階の遺構と考えられる。い

ずれも溝 10のように形態は整っていないものの

方向が類似している。溝 10の前身となる区画と

して機能した可能性がある。

(c)小結

弥生時代以後、遺構 ・遺物が希薄であった同地

点周辺における人為的な活動の痕跡が認められる
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ようになったのがこの古代末から中世前半の遺構

群と評価できる。この頃に集落域として整備が進

んだものとみられる。

そこで確認された建物方位は、地形に即したも

のとみられる。区画溝形成時ほど整ったものとは

みられない。出土遺物からは、この集落域形成後

に区画溝をともなうものへと変貌する。

(7)弥生時代の遺構

調査地の北半の第1調査区拡張部・第2・3調

査区で弥生時代の弧状の建物周溝跡とピット群、

炉などが検出された。中位段丘上を利用した集落

域である。図化し得たものは少ないが弥生土器の

小片・打製石錬・サヌカイト剥片が出土しており、

弥生時代の中期頃の遺構群とみられる。残存する

周溝から、少なくとも 2基の建物跡が存在したと

考えられる。遺構の切合い関係からは、竪穴建物

1が古く、竪穴建物2が新しい。

(a)竪穴建物 1

近世堆積層を除去した面で検出した。もっとも

西で検出された建物周溝の溝5とそれに伴うピッ

ト・炉跡から復元される。残存地盤の標高が低い

調査区東端では周溝の溝5が削平され、住居の覆

土も遺存していなかった。遺構本来の上部層は後

世の改変により大きく損なわれたことがわかる。

溝5より推定される建物の推定径は約 7mであ

る。竪穴建物内の覆土は削平されており、残存す

る周溝もわずかに埋土を残すものとなっていた。

中心部で確認された炉跡はほぼ削平されてお

り、ごくわずかに焼土が堆積するのみとなってい

た。炉跡の近くから建物外側へとのびる溝2は排

水溝と考えられる。

ピット 53・61・74・79・94などが同建物に伴

う柱穴痕跡と推定される。これらのピットは竪穴

建物2の周溝3により切られることから、竪穴建

物1の廃絶後に、竪穴建物2が建てられたことが
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わかる。他のピットは、竪穴建物 2とも重複し、

いずれの建物に伴うものか判断できなかった。

(b)竪穴建物2

弧を描く周溝の溝3から推定復原される。竪穴

建物 1と同様に、上部は後世の改変により大きく

削平されている。

溝 3より推定復元される建物直径は約 7.3mで

ある。建物の大半は調査範囲外に残る。

同建物の中心方向に向かつてやや屈曲しながら

のびる溝1は排水溝と考えられる。

ピット 22などが同建物に伴うものと判断でき

るが、全体を検出しきれていないこと、竪穴建物

1との重複範囲が大きいことからいずれのピット

が同建物跡に伴うものかは確定できなかった。

(c)その他ピット群・土坑

第1調査区ピット・土坑群 竪穴建物 1・2の

北側を中心として、竪穴建物の遺構埋土と類似す

る埋土のピット・土坑などが密集していた。

特に後世の削平が著しい箇所であり建物跡とし

て復元はできなかったが、相前後する時期の竪穴

建物が存在したものと考えられる。

第2調査区溝・ピット群検出されたピット中

に弥生土器小片が混じるものが認められ、層相も

第1調査区で検出された建物の埋土と類似するこ

とから、弥生時代のものと考えられる。溝4は緩

やかにカーブする形態から竪穴建物の周溝である

可能性が高い。ただ、その周辺は中世の溝により

大きく削平されており、建物跡として復元するに

は至らなかった。

第3調査区溝・土坑群第3調査区でも層相の

類似と、弥生土器小片を含むことから弥生時代遺

構と推定されるピット・土坑が多く検出された。

周溝は検出されておらず復元には至らなかった

が、建物跡が存在したものと推定できる。

以上のように、周囲を低地部に固まれた台地上

の集落域を確認した。
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(8 )出土遺物(第 299"" 307図)

出土遺物の大半は擁壁部で検出された落ち込み

と第 1調査区溝 10で検出された。また、その他

に中世遺構でわずかに小片が検出されている。弥

生時代遺構からは、図化し得ない小片や剥片など

が出土したのみで、あった。

(a)擁壁部堀状落ち込み出土瓦(第 299~ 303図)

調査地北端の堀状の落ち込みからは、本郭や出

郭に次ぐ多量の瓦が出土した。ただし、その種類

は平瓦と丸瓦のみであった。定量瓦が出土してい

ながら軒平瓦や軒丸瓦、道具瓦を伴わないことか

らは、津田城遺跡や勝龍寺城で検出された暗渠に

転用されたものであった可能性も考えられる。

平瓦片の製作技法等は出郭上の 1997-2次調

査区井戸や、本郭上の 1994-2次第 2調査区土

坑出土のものと類似するもので、あった。いずれも

小片のためここでは図版掲載を省略する。

丸瓦については、他調査区に比べて遺存状況が

良好なものが多く検出された。法量からみると私

部城域出土瓦の中でも大ぶりなものから小ぶりな

ものまで多様ものが混在する。その製作技法につ

いては、胴部凹面の糸切り痕跡(コビキ A)や、

吊り紐痕跡などの大枠では共通する点が多いが、

細部の面取り位置などに差が多い。胴部白面調整

についても、縄叩き後、縦方向にナデを施すとい

う点までは共通するが、個体ごとに差が認められ

る。

胎土については荒い礁を多く含み類似したもので

あるが、焼成の程度については大きく異なるもの

が混在している。こうした差異により一括して記

述することが難しいため、形態が判明する主要な

ものをとりあげ、個別に記述する。

294は全長 34.9cm、胴部幅 15.0cmと、私部城

域出土瓦の中で大ぶりな丸瓦である。私部城本郭

採集瓦 (79)と同法量とみてよい。端部面取りは、

胴部凸面狭端縁、玉縁部凸面狭端縁などにも及び、
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第300図 2012-2次擁壁部出土丸瓦2

私部城域出土瓦の中でも丁寧なものである。胴部

凸面の縦方向の調整は、縦方向のナデ、も行ってい

るものとみられるが、仕上げに幅1cm未満のミガ

キに近いナデを細かく施す。他の瓦類と差がある。

;壊焼きにより黒色に近い色調に焼き上がり、わず

かに銀黒色を呈する箇所が認められる。

295は胴部幅 11. 7cm、胴部長 25.3cmである。

推定される全長は 30cmに、満たないものとみられ

る。幅・長さともに私部城域出土丸瓦でも、もっ

とも小ぶりなものである。焼成良好だが、;壊しは

弱く、やや黒味が強くなる程度のものである。胴

部凸面は縦方向に板条工具によるナデを行う。縦

方向のナデを切って、部分的に斜め方向の擦痕が

認められる。縄目叩きの痕跡は認められない。

細部の面取りについては、 294と同じく胴部凸

面狭端などの細部にも行うが、 294に比べると荒

一247-

いものである。

296は胴部片であり、胴部幅 15.5cm、厚さ 2.6

cmから 3.1cm前後の大ぶりなものである。断面は

灰白色を呈し、程度の弱い;標焼きにより外面は薄

い青灰色に焼きあがる。

凸面は板状工具により縦方向にナデを行う。木

製工具のものとみられる木目も認められる。縦方

向のナデ後に工具が当たった痕跡や、斜め方向の

擦痕が部分的に認められる。糸切り痕跡は広端部

よりの位置で横方向に痕跡が残り、コビキ B手法

のように見える箇所もあるが、胴部中位付近で斜

めに変化しておりコビキ A手法によるものであ

る。吊り紐痕跡を切って内叩きが行われる。この

工具痕には目の組い布目が伴っている。布を巻い

た幅 1c皿ほどの棒状の工具によるものと推定でき

る。胴部側縁凹面の面取り幅が、胴部側面の面取
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り幅より大きい箇所が認められ、胴部側縁の端部

はにぶい形状を呈する。

297は胴部幅13.7 cmで、ある。焼成不良のためか、

;壊しが弱く断面 ・外面ともに灰白色を呈するもの

である。胎土に関しては、他の瓦と類似し、礁を

多く含むものである。凸面調整は縦方向に工具に

よるナデを施した後に、部分的に横方向のナデを

施している。 294と同様に細部まで面取りを行う

が荒い。胴部側縁端部の形態はにぶいものである。

298は、胴部片で法量の詳細は不明である。凹

面に工具による内叩きを4回行った痕跡が認めら

れる。吊り紐痕跡を切るものであり、凹面調整の

第 16節私部城東の調査

最終工程で行われた叩きと認められる。その工具

は最大幅0.8cmで、長さは9cm以上のものである。

次の 299の痕跡に比べて角ばったものである。胴

部側縁端部は鋭い形態のものである。焼成良好で

あるが、壊しは弱く、断面と内外面ともに薄い青

灰色を呈する。

299も内町き痕跡を残す丸瓦胴部片である。胴

部側縁端部がにぶい形態をとる。焼成良好である

が嬬しは弱く、断面・内外面ともに青灰色を呈す

る。凹面に工具による内叩きを4箇所認めること

ができる。特に、胴部凹面倒.IJ縁の面取りを切る叩

き痕跡を確認でき、製作工程の中でも最終段階の

297 

O (S=1/3)Ocm  
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ものであることがわかる。工具の幅は最大 0.8cm 

で、全体的に丸みが5齢、ものである。同遺構では、

出土点数に対して内叩き痕跡を伴う破片点数の比

率が高い。

私部城跡 1997-2次で検出された瓦群と特徴

が類似するものから、本郭出土の瓦群と類似する

ものまでが含まれる。また、いずれにも認められ

ない特徴のものも存在した。16世紀頃の中でも

複数時期の瓦が混在するものと考えられるが、私

部城の本郭などと併存する時期に製作・利用され

た一群も含まれる。後述の区画溝付近出土のもの

と比べると新相のものである。擁壁部で検出され

た落ち込みが、私部城と併存したことを裏付ける

資料である。

法量・調整技法ともに多種多様であることから

は、本来は同一建物の瓦ではないものと推定され

る。丸瓦・平瓦のみが検出された点から、周辺の

瓦を集め、暗渠などに転用したものとみられる。

亨，
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(b)溝 10出土遺物(第304~ 306図)

五器椀 300は口縁は内湾し、端部を尖らせ気

味におさめる瓦器椀片である。楠葉型瓦器椀で

ある。 301は内湾する口縁部をもっ瓦器椀片で、

300に比べると厚みがあり、内面に目の細かいミ

ガキ痕跡が認められる。13世紀中葉前後の楠葉

型のものとみられる。301も楠葉型瓦器椀の口縁

部片でおおむね 13世紀頃のものとみられる。

土師器皿 303の胎土は白色系である。その形

態は、いわゆる「ての字」口縁が退化したもので

ある。12世紀前半前葉頃に位置付けられる(千

喜良2002)。

304は黄燈色系の胎土で、口縁部は外側に向

かつて聞き、端部はつまみ上げる。15世紀中葉

から後葉頃のものである(千喜良2002)。

陶器・磁器類 306は天目茶碗の口縁部片であ

る。褐色の粕をかける。瀬戸美濃産のものとみら

れる。

"1 305 

=ア= マ三三Lo
307 

h¥-げ 三ず モミア
309 308 310 
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青磁 311・312は椀口縁部片である。いずれ

も屈曲して外反する。白色の胎土に l凹以下で、施

粕される。

備前陶器 313は播鉢である。備前編年E期に

あたり 13世紀後葉からは世紀初頭頃のものであ

る(伊藤 1995)。内面は使用により著しく摩耗し

ている。播り目は 7本で一単位である。

五質土器 306は深鉢である。口縁部が外反し、

外面に縦方向、内面に横方向のへラミガキを施す。

15世紀頃のものとされる(立石 1995)。

丸瓦 314・315は丸瓦片である。凹面に糸切

り痕跡を残す。 315はにぶい側縁端部形態をとる

ものである。

平五 316 ~ 320は平瓦片である。 316は凹面

側の側縁より1.5 cm付近に屈曲点がある。同様の

位置に屈曲点をもっ破片が数点認められ、凸型台

の形状を反映したものと推定される。凸面は糸切

り痕跡をかすかに残し、縄目叩き痕跡が認められ

る。側縁にパリが認められない。以上の特徴から

工三〉

は、製作工程の最終段階を凸型台上で成形された

ものと推定される。私部城本郭出土瓦には認め

られないものである。 16世紀代のものではなく、

15世紀またはそれ以前の年代のものとみられる。

319は硬質に焼成された平瓦片である。中央部

で厚さ1.9 cm、側縁部で最大 2.2cmと厚さに偏り

がある。その他の調整は 320と類似する。

320は、溝 10の第 1調査区北壁断面下層で出

土した平瓦片である。側縁側で 2.6cm、中軸付近

で2.2cmと厚さに偏りが認められる。凹面は横方

向と斜め方向のナデを施す。凹面側の側縁端部は

丸く収める。凸面はナデを行わず、表面が荒い。

砂粒の剥離痕跡や、粘土粒の付着痕跡、指頭圧痕

が認められる。凸面側の側縁端部から 1cmほどに

縦方向のナデを施し、端部を丸くおさめている。

以上、 13世紀から 15世紀頃の遺物が検出され

た。瓦についても、 16世紀頃の私部城中心域の

ものと異なる特徴のものが多いことから、 この噴

のものとみられる。

314 

315 

10cm 1(8弓1/3)

第305図 2012 -2次第l調査区溝 10出土丸瓦
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(c)遺構出土遺物(第 307図)

ピット 170出土土師器 321は褐色系の胎土で

ある。丸底の底部外面に指頭圧痕が残り、口縁部

外面に横方向のナデを施す。千喜良分類 C類のE

-1期、 10世紀後葉から 11世紀初頭頃のものと

みられる。

溝6出土五質土器 322は口頚部片である。上

部に透かし孔が認められ、風炉などの可能性が考

えられる。詳細な年代は不明だが、中世後半のも

のと推定される。

溝口出土土製品 323は輪状主製品である。

焼成良好で褐色を呈する。窯道具(トチン)の可

能性がある。調査地北端で一部を検出した溝出土

で、周辺で関連した遺物は認められなかった。

ピット 124出土壁土 324の壁の厚さは 5.2cm 

である。内外壁側1.0 cm分ほどは、礁を多量に含

む土で構成される。小舞は腐食して中空になって

いる。この木舞痕跡には、直径1.7 cmほどの半円

状のものと、 V字状のものが認められる。半円状

のものは割竹、 V字状のものが霞などの植物と考

えられる。縦横ともに割竹が用いられており、部

分的に霞など他の部材を用いる。瓦器椀片も共伴

し、中世前半の 13世紀頃の年代を与えられる。

第 1調査区溝9出土銭貨 326は拓本から宝永

通宝と判断できる。裏面の拓本も採取したが、文

字等は判読できなかった。宝永 5年(1708)初鋳

で宝永 6年 (1709) に通用停止している。溝 10

との切り合い部で出土したものである。

井戸 1出土 325は半載菊花唐草文軒平瓦で

ある。交野市内の山岳寺院・岩倉開元寺跡で同

文のものが出土している(交野市文化財事業団

2012)。瓦当貼り付けによるもので、文様から 15

世紀頃のものとみられる。後述の中世区画溝に伴

う瓦群と同時期の資料である。なお、瓦当面を中

心として二次被熱の痕跡が認められる。井戸1は

近世遺物を含む井戸であるが、中世瓦が混入して

いた。井戸の掘削か、埋没時に周辺の遺構から混

入したものとみられる。

254 

(4 )小結

地盤層から構成される平坦面上で幅広い時期の

遺構を確認した。まず、弥生時代の集落域が確認

された円形の竪穴建物痕跡のほか、多量のピット・

溝を検出した。調査区北半に集中しており、台地

上の北端を利用したものと推定される。その北側

には百々}11などが流れる低地部が存在することか

ら、低地部に固まれた環濠集落に近いものであっ

たと推定される。出土遺物は少ないものの、弥生

時代中期頃のものと考えられる。

次に、古代末から中世前半の集落域を検出した。

10世紀後葉から 13世紀頃までの時期幅が考えら

れる。弥生時代以後長らく利用されてこなかった

私部北東部の開発が進展したものと推定される。

14 ~ 15世紀頃の区画溝と遺構群を検出してい

る。当該期には、古代まで私部周辺で中心的な集

落であった私部南遺跡の建物群が途切れており、

それに代わる私部の中心部として機能したものと

考えられる。

同地周辺では、中世遺構でも瓦小片が含まれて

いたほか、近世以降の層中からも中世瓦が一定数

混入している。室町時代に私部で栄えた光通寺に

関わる可能性も考えられる。擁壁部で検出された

堀状の落ち込みもこの段階に掘削されたものとみ

られる。

また、中世後半の遺構を切って、南北の正方位

軸をとる遺構群が確認された。同様の方位軸は私

部集落中で、私部城中心域にのみ認められるもの

である。私部城が機能した段階と相前後する時期

の遺構群である可能性が高い。この場合、私部城

築城の影響がその周辺域まで及んでいたことを示

す遺構群と評価できる。

以上のように、同地周辺は私部城期以前から私

部集落の中心的な位置にあったものとみられる。

その主体としては、第5章で述べられる私部集落

の有力者達が想定される。私部城との関係につい

ては、次項で整理することとしたい。
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第 3章私部城跡の発掘調査

第2項私部城跡東の調査成果

(1)遺構群と私部城域との関係

先に見てきたように、私部城期に先行する集落

域が検出された。また、その地割は現況の私部集

落中心部の地割と類似するものであった。こうし

た成果からは、私部城築城以前に現況の地割の原

型が私部集落内に成立していたことが判明した。

また、 14世紀"-'15世紀頃の区画溝をともなう遺

構群は、私部集落の中でも有数の有力者の居住地

が存在したことをうかがわせるものであった。

こうした中心部が現在残る字の通り、市場とし

て機能したか否かは未確認である。ただし、 2012

-2次調査区の北端で、 トチンとみられる土製品

が一点ながら検出されたことは、今後周辺地で関

連遺構が検出される可能性を示すものである。

-- '吋

23m 百々川 ?(1  :4∞) 

現地表土

( 2)私部城と関連する可能性のある遺構群

同地周辺に私部城中心域に匹敵する標高の地形

が存在することは先行研究においても注目されて

きた。特に、馬部氏は同地周辺に四郭へと連続す

る虎口の存在を指摘している。

発掘調査の結果、私部城期に関連する可能性の

ある遺構群としては、私部城と類似する南北の正

方位軸をとる溝などが検出された。その一方で、

三郭などに認められた顕著な盛土は確認できな

かった。南北軸をとる遺構群から折れを伴う通路

が形成されている可能性が示されるが、周辺に土

塁等を伴った痕跡はないことから、防御施設と速

断することはできない。

ただし、それまで後の山根街道に通じる方位軸

によって形成されてきた集落域に、一時的にせよ

私部城の地割が及んでいたことを示す。

(1 :800) 

平面合成図

2012-2次 s 

ギ宗烹語習吋~遍llii .:?f2伽
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第 309図 私部城東(字市場) 南北断面図

-256-



第 17節私部城南の調査

第 1項 2012 -5次調査

(1)地点と調査に至る経過

私部城の所在する台地の南に、東西に延びる開

析谷がめぐる。今回の調査地点は、この私部城南

の開析谷の中にあたり、現在の交野市役所別館の

西に位置する。この地点に、市役所の第二別館を

建設することとなり、試掘確認調査の機会が得ら

れた。

この開析谷内部については、従来私部城跡の範

囲外としていたために、これまで発掘調査が実施

されてこなかった。このため谷内部の堆積状況や、

堀などの遺構の有無について、これまで確認でき

ていなかった。今回は、こうした課題を解決する

∞
 

R
V
 

第310図 2012-5次調査地点位置図

ために、調査を実施した。

南北約 17m、東西約 2mの調査区を設定し、遺

構の有無を確認しながら掘り下げを行った。

( 2 )基本層序(第 312図)

(a)近現代整地土

現在の地表面は駐車場として利用されており、

アスフアルト舗装されていた。2層以下を切る現

代撹乱も確認できる。

下層の浅黄色の粗砂は、上面を平坦に揃えるも

ので、 O.8m ~ 1. Om堆積する。市役所別館建設前

の学校グラウンドの整地土である。同層中には、

スプリンクラーなどの配水パイプが含まれてい

た。同層の段階の状況は、航空写真や、教育委員

土色一一-----

⑧ 
調査区

ーー

別館

溝 1上端

f樟2

(1 :200) 

ーー

m
 

nu 
-
-

第311図 2012-5次調査区平面図
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第3章私部城跡の発掘調査

会所蔵の風景写真で確認できる。

(b)近世耕作土

青灰色の砂質シルトが水平に堆積する。水田な

どの耕作に伴うものとみられる。第 12層中で近

世瓦片が出土するなど、近世遺物が含まれる。中

世以後から昭和初期の学校建設までの堆積層であ

る。

(c)中世耕作土

近世~近現代層と同様の砂質シルトが水平に堆

積する。瓦器椀片等の中世までの遺物を含むこと

から上層と分けた。同層中には溝などの遺構も確

認できる。

開析谷内部が本格的に利用されるようになるの

が、 この層の段階である。

(d) 中世以前の堆積層

色調は中世耕作土層と類似する青灰色である

が、上層の耕作土とみられる層に比べ、撹枠が少

ないシルト・粘土層である。第 28・29層の下面

N 38 65 8 

で北側が高く、南側が低く傾く堆積状況をみせる。

この傾斜は開析谷の自然地形を反映したものとみ

られる。中世に入るまでは、同谷内部について、

本格的な農地利用はなされていなかったことをう

かがわせる。弥生土器とみられる土器小片を含む。

( 3 )遺構

調査地中央から南よりに位置する中世層中で、

数条の溝を確認している。緑灰色から青灰色のシ

ルトブロック土を埋土としている。

溝1は、13~ 15，20層を埋土とし、残存幅は4.1 

mと広いが、深さは0.2mと浅い。溝2は17層を

埋土とするものである。北側の上端は溝1により

削られる。幅は少なくとも 2.7m以上である。深

さは0.2mほどである。

構 3は23~ 25層を埋土とし、残存幅は2.7m 

と広いが、深さは0.3mと浅い。これらは同時併

存するものではないが、方向は一致しており、や

や場所を変えながら掘り込まれる。いずれも耕作

等にともなう水路とみられる。

東壁 s 7 1 アスフア Jレト

」一之一一一J
3 

8 

司一一 ーーーー一一-..三Lべー一ーー
18 28 

。
|
四

(1100) 

1 現代表土 13 5GY6/1オリープ灰礎混中砂質シノレト
2 10YR8/4浅黄樟粗砂 14 10GY6/1緑灰 シノレトプロック士
3 5GY5/1オリ ーブ灰 極粗砂(上 15 2.5GY7/1明オリ ーブ灰(最大8cmのシノレトプロック含む) シノレト混じり粗砂
5GY6/1オリーブ灰 シノレト混じり 中砂(中 16 10Y4/1灰 細砂質シノレト
7.5GY5/1緑灰 シノレト混じり 中砂(下 17 7.5Y6/3オリープ黄細砂質シノレトプロック土
2.5GY6/1オリープ灰 シノレト混じり 優細砂(綾下 18 7.5Y6/1緑灰 細砂質シノレトプロック土

4 7.5GY4/1P音緑灰 シノレト混じり 粗砂 19 10GY6/1緑灰 組砂質シノレトプロック土
5 2.5GY4/1オリープ灰 粗砂混じりシノレト 20 2.5GY4/1暗オリープ灰 極細噸質シノレト
6 2.5GY3/1s音オリープ灰 シノレト混じり 極細砂 21 5GY5/1オリープ灰撲混 中~組砂質ンノレト
7 2.5GY4/1暗オリープ灰 組砂質シノレト 22 2.5GY3/1暗オリープ灰 細~極細砂質シノレト(磯混じり v)
8 7.5Y5/2-4/2灰オリープ 細砂質シノレト(シノレトプロック混じり) 23 lOGY7/1明緑灰 シノレトプロック士
9 10Y4/1灰礎混粗~中砂質シノレト 24 5GY6/1オリープ灰模混細ゆ質シノレ卜
10 5GY4/1s音オリープ灰 細砂質シノレト 25 7. 5GY7 /1明緑灰 僕混 細砂質シノレト
11 10BG2/l青黒細砂質シノレト 26 5Y4/1灰様混じり 中~細砂質シノレト
12 2.5GY3/1暗オリープ灰 極細砂質シノレト 27 7 . 5GY5/ 1緑灰~5/ 1オリ ープ灰 様混 細砂質シノレト
12-2 10Y4/1灰礎混細砂質シノレト 28 5Y6/1-4/1灰 シノレト混じり 粗~中砂
12-3 5GY4/1~3/1暗オリ ープ灰 中砂質~綿砂質シノレト(礎混じり 29 5Y4/1灰 粗砂質シノレト

30 5Y3/2オリ ープ黒磯混じり 中~細砂質γノレト 杭など有機物含む
31 5Y6/1 ~4/1灰 シノレト混じり 粗~中砂

第312図 2012-5次調査区断面図
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また、調査区より南部における工事時に、井戸

を確認した。木枠を伴うもので、近世から近代頃

のものとみられる。

(4) 出土遺物(第 313図)

出土遺物は、 主に中世の耕作土とみられる堆積

層中から土器片が出土している。

中層にあたる第 12~ 13層では瓦器椀片などが

出土している。327は須恵器片で蓋の端部片とみ

られる。古代のものである。328・329は土師質

土器小片で、椀皿類の口縁部片である。平安時代

頃までのものとみられる。中層までの出土遺物に

は、中世前半までの遺物が認められた。

中~下層の第 27・28層では瓦器椀・土師器皿

が検出された。

334はやや灰色がかった褐色系の胎土のもので

ある。千喜良分類ではk類にあたり、 12世紀後

半前葉頃のものとみられる(千喜良2002)。

330・331は大和型E期ごろの瓦器椀口縁部片

である。12世紀中頃から 13世紀中頃のものとみ

られる。

332は体部片であるが、内外面ともに濃密にミ

三三=コ

/7) ¥ご-1--:<:/327 

一
千五一一言 会ノ331 

三三ラクー メ
「334 

第 17節私部城南の調査

ガキが施されており、 II-1期ごろまで、 12世

紀中頃までにおさまるものとみられる。

333は三角形の高台片をともなう。内面に輪状

のミガキ痕跡が認められ、大和型か楠葉型のもの

と考えられる。12世紀後半頃のものとみられる。

335は傾斜して堆積する第 29層で出土した弥

生土器の端部片である。高杯の脚端部として推定

復元したが、査類などの口縁部である可能性もあ

る。谷部周辺でも弥生時代の水田等の遺構が確認

される可能性が考えられる。

古代後半から中世前半の聞の遺物が混じる層か

ら水平堆積が認められるようになっており、開析

谷内の水田等の利用が始まった時期を示すものと

考えられる。

( 5 )小結

以上のように、私部城域南の開析谷内部の堆積

状況を確認した。調査範囲が限定されているもの

の、次の手がかりが得られた。

開析谷内の利用の経過については、中世前期ま

では、自然地形を残していたものと考えられるよ

うになった。

329 
¥ 三重量 ノ

330 

め
332 
¥ lごg 〆 知

ヨ 、三ゐ

第313図 2012-5次調査区出土遺物
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第3章 私部城跡の発掘調査

中世前期の鎌倉時代頃に、平坦面を形成し、溝

をめぐらすなどの整備がなされ、耕作地として利

用されることとなった。以後は、近現代まで耕作

地として利用されていたものとみられる。私部城

が機能した戦国期頃についても特殊な遺構は確認

されず、水田としての利用がなされていたものと

みられる。

城に関わる明瞭な遺構は確認、されなかったもの

の、この堆積状況が城の防備と密接に関係するも

のと考えられる。次項で、周辺の状況を勘案しな

がら評価することとしたい。

第2項私部城南の調査成果

(1)私部城南の開析谷の現況

私部城南の開析谷の南北幅は約 50'"'-'80mであ

る。その谷筋は現在の無量光寺南付近から始まり、

西に 500mほど延びて、「長砂」と字名がついた天

野)11の旧氾濫原につながる。

現況では市役所の建設と宅地化により不明瞭に

なっているが、昭和初期の測量図や(第 314図)、

航空写真(挿図写真 2)では、私部城の立地する

段Eとの落差が明瞭に認められる。

また、現況で、も谷中央部を水路が通り、近年ま

で無量光寺南付近には池がいくつか存在してい

た。このように水路・池が集中する状況からは、

2012 -5次調査において確認された泥田状の地形

が、開析谷内部一面に広がっていたものと考えら

れる。

(2 )谷内部の道

開析谷内部の西側には、私部街道から派生する

道が谷を横断して通る。また無量光寺の南には山

根街道が谷を横断して北田家住宅方面までのび

る。いずれも利用され始めた年代の詳細について

は不明である。ただし、状況証拠として、 2012-

第314図 私部城跡南の開析谷(昭和 36年大阪府測量図 スケール3000分の1)
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第 17節 私部城南の調査

←私部城跡
N s 

辺且 現地表菌 26m 

現地表面

晶一一一¥許 23m 

¥男蚕型民Lfsf「 一一一一二.."，....プι 一一ー 一一一一一一一一
2伽1 2主導己~こ一一一_.~-"= 中世後半底面推定ライン 2伽

開析谷底面推定ライン

? (1 :400) 

第 315図 私部城南の開析谷 南北断面推定図

2次調査で山根街道の軸と一致する区画溝の年代

が 14世紀頃までに遡ることや、街道の周辺で南

北朝期頃の遺物・遺構が確認されていることから

は、 これらの街道またはその原形となる道の年代

も中世段階に位置づけられる可能性が高いものと

考えられる。

私部街道から開析谷を越え、城側へ入った付近

には、昭和 36年の測量図より、果樹園として利

用されていたことがわかる。その状況は旧交野小

学校の風景写真で確認できるが、 こんもりとし

た高台であったことがわかる (写真図版 3写真

12)。また山根街道から城側に入った付近にも無

量光寺やほかの寺院が立地する高台がある。 こっ

した地形とあわせて、城域に入る道をおさえてい

たものと考えられる。

( 3)私部城機能時の開析谷の状況

2012 -5次調査では、谷内部の堆積状況が確認

された。この結果では、堀などの明瞭な遺構は認

められず、耕作に伴うような浅い溝が確認された

のみであった。近年までの周辺の地形状況と発掘

挿図写真2 私部城南の開析谷 昭和 23年(1948)米軍航空写真(国土地理院)
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第 3章私部城跡の発掘調査

成果をあわせて勘案すると、私部城段階の開析谷

内部は一面には水固または泥田状の地形が広がっ

ていたと推定される。

この地形利用自体は耕作を目的としたものとみ

られるが、開析谷の規模もふまえると、城の防御

を考える際に重要な機能を果たしたことがうかが

える。私部城段階頃の谷内部の泥田状地形の上面

の標高は今回確認されたもので、 T.P.20.5m前後

と推定される。すぐ北側の台地部縁辺との比高が

2mほどは容易にある。私部城中心部との比高は

最大で 7mほどとなる。交野の平野部においてこ

の比高を生み出す泥田状の地形は、城を守る要害

として機能したことは想像に難くない。

(3) ~室町殿日記』の記載の「外堀」

ここまでみてきた城の南の開析谷の位置づけを

探る時に、『室町殿日記』の記載を欠かすことが

できない(佐竹編 1980、馬部氏より教示)。史実

とは異なる記述も認められる史料であり、批判的

にとらえる必要はあるものの、現状で最も戦国期

に近い時期の城跡の状況と、当時の認識の一端を

記した史料として貴重である。

この記述の中では、「後家が城」は、南を大手

として矢倉と四、五十間の外堀により守りを固め

たと記される。現況の開析谷の痕跡の最大幅が、

現市役所付近で南北幅80mほどになることから、

おおむね合致してくるものである。また、 「深さ

はふんりやう水なんなんとして積もりかたし」と

ある。やや誇張をはらんでいるかもしれないが、

深く、水をたたえていた様子はおおむね一致する

ものといられる。ただし、堀の深さを詳細に示す

「底へは九間十問なと堀(ママ)せ候へはさため

て水際まては六七間つつ候はん」との記述に関し

ては数値は一致しない。相当の誇張を含む部分が

あることも確認できる。

「後家が城」の名称が江戸期の枚方市域の文書

に登場することなどもふまえると、『室町殿日記』

-262-

の作者は、少なくとも安土桃山時代から江戸時代

初め頃までに私部城と周辺の状況を確認している

ものとみられる。軍記として記述される際に一定

の誇張もしたものとみられるが、江戸時代初め頃

までの問、廃城されていた私部城南の開析谷内部

で展開されていた泥田状の地形について、堀跡と

認識されていたことがうかがえる。

(4 )まとめ

以上のように、発掘調査と現況の地形観察の結

果、私部城域南の開析谷については、戦国期に平

坦な泥回状の地形を呈しており、水固などの耕作

を行っていたものと考えられる。

この水田面を形成する谷筋は、最大幅80m、長

さ500mほどの規模が推定された。その北側に城

が築かれた際には、自然地形を利用した要害とし

て城の南側を防備する際に重要な機能を果たした

ことは疑いがない。安土桃山時代末期から江戸時

代初め頃に成立した軍記においては、城の南側の

外堀と認識され、記述された。

ただし、私部城築城に伴い地形改変を行った痕

跡は現況で乏しい。郭や堀をめぐらすために著し

い地形改変を行った私部城中心域との差は大き

い、既存の自然地形を水田耕作などに利用されて

いたものを、巧みに城の防備に活用したものと位

置づけられる。
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第 1項私部城以前の遺構の変遷

(1)私部城跡及び下層遺構の概要

各時代の遺構・遺物の分布状況と変遷の概要を

述べた後に、各時期の様相を整理して述べる。ま

た、発掘成果と第4章と第5章の成果との関連に

ついても整理してまとめとしたい。

まず私部城域の遺構・遺物の概要をみておきた

い。後に私部城が築城される台地上で活発に遺跡

形成がなされるようになるのは、弥生時代中期頃

のことである。ここでは、自然地形を利用し、集

落域が形成されていた。

ただし、この集落域は弥生時代後期以後に続か

ず、古墳時代の遺構、遺物はほぼ認められない。

古代については、遺構は不明で、わずかながら

奈良時代頃の瓦などの古代遺物が混入する。私部

城域より南の私部南遺跡では古代の集落域が認め

られることから、これに付随する古代の遺構・遺

物が今後増加する可能性も残る。

中世においては、私部城の盛土下層などから、

おおむね鎌倉時代頃から南北朝期頃および室町時

代頃の中世遺物・遺構が検出されている。これ

は、私部城築城以前から、中世私部の集落域によ

る開発が進展していたことを示すものである。特

に、私部城以前の中世遺物の多くは、私部城の中

心域ではなく、やや離れた字市などで確認されて

いることが重要になる。第5章で文献史の成果か

ら、私部城築城以前より活発に活動していた光通

寺や、その支持勢力の存在について述べられるが、

発掘地調査成果からは、その主体は私部城域の周

辺の私部南部から東部に集中していた可能性が高

い。こうして中世私部の集落域が展開していた台

地の北西端に大きく地形改変を加えることによっ

て私部城が築かれた。

次に各時代の遺構・遺物を整理する。
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( 2 )自然地形と弥生時代の遺構

私部城跡の発掘調査では、多くの自然谷をはじ

めとした自然地形が確認された。私部城はこの自

然地形を巧みに改変して築城され、周辺の谷地形

を防御に利用していたことから、中世末にいたっ

て私部城がいかにして築城されたのかを考える時

に、極めて重要な点である。

また、この自然地形の台地上には、弥生時代中

期頃の集落域が展開していた。

(a) 1966・1969年度地点

三郭の下層にあたる。谷地形に落ち込む弥生時

代包含層が確認されていた。これは弥生時代の谷

地形と考えられる。人為的に形成されたものでは

ないと考えられるが、環濠に近い機能を果たした

ものとみられる。

同堆積層中からは弥生時代の石庖丁等の磨製石

器類のほか、弥生時代中期中頃の土器片が検出さ

れていた。弥生時代の聞に埋没したものとみられ

る。

(b) 1994 -2次調査地点

現在の本郭中央を東西に分断する位置に自然の

谷地形を確認した。この谷は、層序から私部城築

城の直前まで存在した可能性が高いものである。

また、谷地形より東半の高台上で竪穴建物 1基

が検出されていた。出土遺物は少ないが、ピット

中から打製石鯨片が検出されている。おおむね他

の弥生時代竪穴建物と同じく弥生時代中期頃のも

のと位置付けられる。

(c) 2011 -7次調査地点

本郭の西半に位置する。竪穴建物2基が検出さ

れた、そのうち竪穴建物2は一部を検出したのみ

で出土遺物も極めて少なく、おおむね弥生時代中
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期頃と確認できるのみで、あった。

もう 1基の竪穴建物 1では、中心部の炉を検出

したほか、覆土中から打製石器などの製作に用い

られたとみられる敵石、磨製石器の製作に用いら

れた砥石など製作に関わる石器類が認められた。

また磨製石器では石斧、打製石器では石鍛が検出

されたほか、覆土中にサヌカイト剥片が少量なが

ら認められた。

(d) 2012 -2次調査地点

削平により形態が不明瞭になっていたが、竪穴

建物の周溝とピット群を検出した。少なくとも 3

、
9 
;;，;; 凡例

I.~、 -遺構・遺物検出

~? Cコ 水路池
、 〆 /' - ~ut' Eコ これまでの調査地

弐滋 ④~⑤ ボーリング地点
rJ E 数字は調査年度 ・調査次数(翻査区名)
、'3， を示す。
いし 99 -2は1999年度2次調査

'\，~')\ 12-4-3は2012年度第 4 次調査第 3剥査区
~\'" “一一、 100m 
v〆. ;{I: JUUU) 

づ~，I~

ぶ ..ご滋.~;1;~~~r5~~~\、 J

基分の竪穴建物に復元される。出土遺物は土器小

片、サヌカイト剥片がわずかに含まれるのみで

あった。

(e) 2012 -3次調査地点

二郭北西の郭上面で弥生時代の土器片等を含む

ピットがわずかながら検出されている。年代の詳

細は不明ながらこの台地上も弥生時代に利用され

てたことがわかる。

(f)弥生時代遺構のまとめ

以上のように、私部城の下層では、多くの自然

第 316図私部城下層 弥生時代遺構・遺物分布図
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谷が埋没していた。そしてその合間の高台上に竪

穴建物が立ち並び集落域を形成していた。

枚方 ・交野台地上では台地上の谷を環濠の代替

として利用していることが明らかにされている

(荒木・西国 2000)。私部城下層の弥生時代集落

もまたこれと同様の性格のものと考えられる。

なお、台地周辺には多くの自然谷ばかりでなく、

低湿地帯も多く分布していた。こうした地形を利

用して水田が営まれていた可能性は極めて高い。

今後の調査の中で注意する必要がある。

その年代は弥生時代中期を中心にしたものであ

る。相前後する時期に、弥生時代前期後葉の私部

南遺跡の集落形成が開始しており、この後に続く

ものであった。当初交野の低地部に定着した人々

が、台地上へと進出する現象は、北河内一円で認

められていることであり、この私部城下層の弥生

時代集落遺跡も同様のものと考えられる。なお、

弥生時代後期については私部南遺跡で水田域や、

流路に伴うしがらみ遺構は確認されているが集落

域は確認されていない。

またその後の古墳時代においても私部城下層で

は遺構・遺物がほぼ認められない。森遺跡をはじ

めとして上私部遺跡や私部南遺跡が集落・生産域

として利用されるようになるなかで、後に私部城

として利用される段正上は集落域として開発され

ることはなかったものと考えられる。

(3 )古代の遺物

確実な古代の遺構は確認されていない。わずか

に認められるのは、奈良時代頃の瓦である。1994

2次調査地点など本郭で認められる。

これらはいずれも平瓦また丸瓦片に限定されて

おり軒丸・軒平瓦は確認されていない。また、中

世遺物に混入するものである。周辺のものが転用

されたものとみられる。確実な遺構に伴うものも

認められておらず、現状では周辺の郡津長宝寺跡

などの古代・中世寺院のものが持ち込まれたもの
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と考えられる。ただ、今後の調査の中で未確認の

古代寺院が私部集落内で確認される可能性は残

る。

私部城の築城までの経過を考える時に重要なの

は、私部南遺跡の古代集落域などに比べて極端に

遺物・遺構が少ないことである。後に私部城が築

かれる台地上は、古墳時代以後、古代にいたるま

で、開発の対象となっていなかったことがわかる。

(4)私部城築城以前の中世遺跡

これまで私部城は南北朝期に築城された可能性

も指摘されてきた。しかしながら、南北朝期頃の

遺物・遺構として確実なものは郭の盛土下で検出

されるものが大半である。南北朝期頃には現在に

残るような城域は築かれていなかった。また、各

調査地における堆積状況からは、後述の 16世紀

中頃から後半の築城にいたるまで、多くの自然谷

が存在していたと判断できる。弥生時代の集落域

として利用された後は長らく谷地形の入り混じる

利用しにくい台地縁辺部として取り残されていた

ものとみられる。

顕著な遺構・遺物は次のようなものが確認され

た。

(a) 1994 -2次調査地点

本郭整地土下層で検出されたピットと遺物が私

部城期以前のものである可能性が高い。ただし、

集落域としての様相は不明であるととともに、遺

物出土量も少ない。

(b) 2005 -1次調査地点

二郭の南と、本丸池西の郭(土塁状遺構)との

間にあたり、溝と中世遺物が確認されている。調

査面積に対して比較的多く集落域が存在した可能

性が高い。また、わずかながら平瓦片も認められ

ることが注目される。
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(c) 2011 -1次調査地点

二郭の中ほどの盛土下層から丸瓦・青磁片など

の遺物が溝中で検出された。この溝自体は盛土中

から掘り込まれているとみられるとともに、刃先

痕跡を残し不定形のもので、あったことから建物な

どにイ半うようなものではないが、周辺に瓦などの

遺物を伴うような遺構が存在したことをうかがわ

せる。

(d) 2011 -7次調査地点

中世の瓦器椀片などが散布していた。私部城築

城に伴い、本郭上の整地土中に混入したものとみ

られる。本郭周辺にわずかながら集落域が存在し

た可能性を示すものである。私部城築城に伴う整

地土層下面で溝・ピットが検出されており、その

一部が集落域の存在を示すものである可能性があ

るが様相は不明瞭である。

(e) 2012 -2次調査地点

宇市の中でももっとも標高の高い好立地に位置

する。同地点では、古代末から中世初頭にはじま

る集落域が確認された。

さらにこの集落域は、 13~ 15世紀頃の段階に

おいて、長さ 20m以上の区画溝を伴うものとなっ

第 317図私部域築城以前遺構・遺物分布図
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ていた。この頃、平安時代頃まで続いた私部南遺

跡の建物群が不明瞭になっており、これにかわり、

前の私部集落の中心を担ったものと推定される。

第5章で述べられる私部城以前の中世私部の勢力

の存在を示す遺構群である。

中でも、瓦が比較的多く検出されていることが

注目される。こうした区画溝等の遺構が寺院に密

接に関連したものである可能性が高い。

(e) 2012 -4次調査地点

本丸池西の郭盛土下層で溝やピットなどの遺構

とともに、 14'""'-'16世紀噴までの遺物・遺構が検

出された。私部城築城以前の集落域が存在したこ

とが確認された。

(f) 2012 -5次調査地点

私部城域南の開析谷の水平の砂混じりシルト層

中で瓦器椀片などが検出されている。その近くで

は、浅い溝なども検出された。中世前半から水固

などの耕作域であったとみられる。

(g)中世段階の遺構・遺物のまとめ

以上のように、中世でも 15世紀頃までの集落

域は私部城の中心域までは明瞭にはおよんでおら

ず、依然として弥生時代以来の自然の谷地形が多

く残存していた。

むしろ、中世前半から始まる集落形成は、私部

城の周辺域において著しく進んでいた。字市の中

心部である 2012-2次調査地点をはじめとして、

古道に近い地点を中心にしたもので、あった。さら

に注意したいのは 2012-2次調査の成果で明瞭

なように、北北西から南南東にふれる方位軸をも

とに集落域が形成されたとみられることである。

これは現在の私部集落の大半で踏襲されている地

割である。古道の方位軸もこれに沿うものである。

私部城の中心域に限定してみられる正方位軸の

地割が、中世でも私部城の築城期のみに現れた特

殊なものであることを示している。
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( 5 )小結

以上、私部城域では、弥生時代以降に遺跡形成

が進んだが、その後は古代から中世にいたるまで、

人為的な改変が及んだ痕跡は極めて少なかった。

中世前半から始まる集落形成に関しても、私部城

中心域においては古くからの地形を大きく改変す

るものではなく、検出される遺構 ・遺物の量も極

めて少なかった。

これとは対照的に、私部城周辺の字市付近など

では、古代末から中世初頭に集落形成が進み、中

世前半の聞に区画溝を伴う遺構群が認められるよ

うになっていた。また、区画溝の方位軸から、こ

の段階に、現在の私部集落に引き継がれる町割の

原型が形成されていたものと考えられるように

なった。私部南半の私部南遺跡などの成果もふま

えると、私部城築城までの私部集落の中心は、私

部の東部の字市周辺や、私部南半に存在したこと

がうかがえる。

第2項私部城期の遺構と遺物

( 1 )私部城期の遺構と遺物の概要

従来から明瞭に遺存していた郭や土塁状遺構な

どの地上遺構に関しては、その構築方法や、細部

構造、年代について手がかりが得られるように

なった。これまでの 40年近い調査の蓄積によっ

て、現況の地形では確認しづらい地下遺構も多く

残存していることが明らかになった。

私部城の中心域については多量の盛土と、切土

を行いながら郭と堀群が形成されていた。また城

の周辺に存在した自然地形を、巧みに城の防備に

利用していることもうかがえる。

こうした堀や郭は、長期間利用されることによ

る多量の遺物の蓄積や、機能時堆積層の形成、あ

るいは改修の痕跡などが認められなかった。発掘

の成果からは比較的短期間の間に集中的に機能し
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た城の姿が明らかになりつつある。その年代は、

廃絶時の出土遺物の年代からみて 16世紀中噴か

ら後半、その中でも後半よりの年代とみられる。

出土遺物の様相などもふまえると、安見氏による

築城期にあたる可能性がたかい。ただし、その年

代の限定が難しい箇所もあることをふまえると、

安見以前の鷹山氏段階に城郭の一部が形成されて

いた可能性も考えられる。

遺物などにより年代を限定することは難しい面

も残すものの、私部城の中心部の遺構には、それ

以前の中世私部で認められた北北東から南南西の

方位軸ではなく、南北の正方位軸を取り入れた遺

構が多く認められることに注目する必要がある。

この正方位軸は、中世から近世の聞に一時樹のみ

ながら字市でも採用されている時期がある。これ

は私部城の築城に伴い城の中心部で採用された正

方位の地割が、城周辺の旧集落におよんだことを

示している可能性がある。

次に個別に城の各遺構の内容を整理する。

( 2)郭・土塁

(a)本郭と本郭南平坦面

築城以前は、自然谷地形などを残し、上面は起

伏に富む形態を残していたものとみられる。これ

を盛土により埋没させた痕跡が認められた。この

盛土と同時に、本郭北側斜面の切岸が形成された

ものと推定される。

また、郭上面の地盤面上にも周囲に土塁基礎の

高まり を残しつつ、複雑な形状の平坦面を形成し

ていることから相当量の切土も実施しているもの

と推定できる。

本郭の平面形は、南北方向を軸とする正方形に

近く、南東部と北西部に突出部を伴う。この突出

部について、タト桝形虎口として復元される案もあ

る。周辺の防衛のために重要な部分であったこと

は確かであるが、ここに虎口が存在した痕跡は確

認できていない。
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また、今回の調査の中で、本郭南に地盤層から

構成される平坦面が張り付くことが確認された。

この平坦面上の調査成果からは、本郭の形成と同

時期に形成された可能性が高いものである。この

平坦面は、そのまま二郭・三郭にも連結するもの

であり、郭群をつなぐ通路の機能を備えるものと

考えられる。また、その周囲にめぐらされた堀群

とともに屈折を何地点かに伴う複雑な形状をとっ

ていた。

本郭や、平坦面上面では軒丸・軒平瓦を含む瓦

群が出土している。周辺で瓦を利用する建物が存

在した可能性が高い。その構造等は現況では不明

であるが、現在も石材が散布され、これまでの調

査等でも石材が検出されてきたことから、礎石な

どを伴うものであった可能性もある。

(b)二郭と周辺

二郭付近の築城以前は、北半に東西方向にのび

る自然谷が存在したことが確認された。この自然

谷を盛土により埋没させるとともに、郭西斜面を

切土して長方形の郭形態が形成された。その方位

軸はおおむね南北方向をとるものである。

また、今回の調査の中で、二郭北西には南北方

向の堀が存在し、この堀を隔てて郭が存在するこ

とが確認された。二郭北西の堀は二郭南半にまで

は伸びないことから、二郭南西部には帯郭状に平

坦面が張り付くことも確認された。

二郭上面の構造は不明な点が多いが、井戸や土

坑・ピットなどがこれまでの調査で確認されてお

り、施設の痕跡が良好に遺存するものとみられる。

また、その周辺から瓦や土器類などが多く検出さ

れてきた。郭上面の建物に瓦が伴っていた可能性

が高い。

(c)三郭

三郭付近では、弥生時代の谷部を埋める包含層

が確認された。築城以前においても、自然地形の

起伏を残す地点であったと推定される。築城時に、
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地盤面に少なくとも 1m以上の盛土を一定面積行

い、現況の長方形の郭を形成したことが確認され

た。その西辺にはやや傾きが認められるが、東側

斜面はほぼ南北方向にのびる形態をとる。

(d)四郭

調査数は限定されているものの、同地点では盛

土はほとんど行わず、地盤層をそのまま利用して

郭として利用しているものとみられる。いびつな

形態をとるのも、人為的改変が必要最低限に抑え

られた結果とみられる。

(e)出郭

現在の光通寺が立地する高台における調査で

は、現況の地形は 1m前後の盛土を行うことに

よって形成されたものであることが確認された。

その形態は、南北方向を軸とする四角形である。

その西側に帯郭または通路として機能する平坦面

が張り付き、さらにその西側で堀跡が確認された。

出郭上面では、多量の瓦が検出されている。周辺

の寺院から転用されるなどして、郭上面の建物に

転用されたとみられる。

(f)本丸池西の郭(土塁状遺構)

現況では土塁状に残存する遺構であるが、昭和

初期の航空写真や測量図から、郭として復元され

る。郭形成以前にも小規模な高台と集落域が存在

しており、それを 1~2m前後の盛土によって埋

没させて郭が形成された。その形は四郭と同様に

ややいびつな四角形である。上面の遺構としては、

郭西縁にて、築地として復元される可能性のある

南北方向の2条の溝が検出された。

(g)郵便局付近の郭

昭和初期の写真・測量図より、郭が存在したこ

とが確認された。現況ではその大半は削平されて

おり、構築方法等は不明ながら、一部は二郭など

に匹敵する標高のもので、あったとみられる。
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( 3 )堀

(a)本郭・二郭聞の堀

現況の堀の形成以前から、自然谷が存在した痕

跡を確認した。自然の谷地形に切土を加えること

によって、現況の箱堀が形成された。現況で土橋

状に残る東西方向の畦畔は、堀の機能時の底面の

段差を反映したものである可能性が高い。少なく

とも、堀の機能時に土橋が存在しなかったことを

確認した。

(b)本郭・三郭問の堀

堀の底面には低地帯の泥田状の堆積が広がって

おり、堀の形成以前から低地部が入り込む谷が存

在した可能性が高い。本郭東側斜面に切土を行い、

三郭西側斜面に盛土を行い堀が形成されたものと

みられる。箱堀と推定復元される。おおむね南北

方向に延びるが、本郭南東隅の突出部により屈曲

して本郭南側に回り込み、複雑な形態をとる。

(c)三郭・四郭聞の堀

堀の形成以前の地形については不明瞭である。

ただし、南北方向にまっすぐ延びる形態は不自然

である。部分的に自然谷が存在した可能性は高い

が、新規に掘削を行うことで設定されたものとみ

られる。同堀跡の廃絶時の堆積層からは、瓦・陶

磁器類が出土し、その年代を 16世紀後半頃に置

くことが可能である。

(d)二郭西の堀

二郭と二郭北西の郭の聞に南北に入り込む堀跡

を確認した。これは二郭南半まで延びるものでは

ないことが確認されている。

(e)郵便局付近の郭の堀

発掘調査によって、郵便局付近の郭東側で底面

に高低差をもっ堀跡が検出されている。また郭西

側には自然の谷地形を利用したものとみられる堀
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状の地形が存在した。いずれも南北方向に延びる

ものである。

(f)本丸池の堀と本郭南平坦面の堀

二郭の南から南へ延びた後、ほぽ直角に東へと

屈曲する池が現在も確認できる。これまでも堀跡

と推定されてきたが発掘により、箱堀と復元され

るものと追認された。これがさらに東へ延び、本

郭南平坦面の南に張り付く堀へ続くとみられる。

本郭南平坦面の堀は、今回の発掘調査の結果、ク

ランク状の屈曲を伴い東へと延びるものであるこ

とが確認された。

2つの堀跡は連続する可能性が高いものである

が、検出された堀底面の標高に高低差が認められ

た。このため、土橋や堀内障壁などの施設が伴う

可能性が考えられる。

(g)百々 川|の堀跡

現在コンクリート擁壁がなされており、発掘調

査は行えていない。しかしながら、二郭北端など

で確認された高低差や幅は、堀として十分機能し

うるもので、あった。その年代などが今後の課題と

なる。

(4)関連する可能性のある遺構

2012 -2次調査で確認された北方位をとる遺構

は、層序や出土遺物から推定される年代からも私

部城期に近いものであった。この正方位をとるの

は同地点でこの一時的なものであり、近世以後現

代まで西北西、南南東の方位が優位となる。これ

は、私部の集落中心域にまで、一時的に私部城の

築城の影響が及んだものとみることができる。た

だし、私部城の築城自体は客体的なものであった

ために、その廃域以後はその影響が廃れたものと

考えられる。
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( 5 )私部城跡の出土遺物

私部城期の遺物と確認できたのは、郭上面で検

出された遺物群である。

(a)瓦

これまでの私部城跡の調査で、もっとも多く検

出されてきた。

分布と出土状況・年代 本郭上の 1994-2次

調査2土坑で大量に出土した。出土状況からは郭

上面で利用されたものが、廃城に伴い投棄された

ものとみられる。出郭上の 1997-2次調査井戸

出土資料も同様のものとみられる。他に軒平瓦・

軒丸瓦が認められるのは二郭東斜面の 2013-3 

次調査と本郭南平坦面の 2013-6次調査である。

二郭周辺では限定的な発掘調査の中で本郭に次い

で瓦が検出されており、今後も資料が増加するこ

とが予想される。また、本郭南平坦面周辺でも比

較的多様な瓦が出土している。建物等における利

用が想定されるのはこうした地点である。これら

の地点における瓦群は、廃棄土坑や、堀の埋土な

ど、城郭の廃城に伴う堆積土中に伴っていた。ま

た、瓦自体の年代観も 16世紀代の中でも中頃か

ら後半ごろに位置づけられるものが認められた。

このことからは、私部城の機能時には、本郭・二

郭やその周辺を中心として、瓦を利用した施設が

存在したものとみられる。

なお、私部城東の 2012-2次調査地点の中で

も第 1調査区の区画溝で検出された瓦群は私部城

以前のものと考えられる。築城以前の光通寺など

の寺院が周辺に存在することをうかがわせる。

このほかに、 2012-2次擁壁部では多量の丸・

平瓦が出土しており、暗渠などに転用された一群

と推定される。この他の平・丸瓦のみで構成され

る出土地点についても建物以外へ転用された可能

性が高い。建物に伴うものでないにしても、私部

城域において豊富に瓦が利用されていたことを示

す資料と評価できる。



なお、私部城全域でも、完形に復元できたもの

は数点で、あった。このことからは、再利用可能な

ものについては、周辺や他の城郭などで転用され

たものと推測される。

五の特徴・製作技法と系譜 軒平瓦をはじめと

した瓦の製作技法については、北河内のみなら

ず、摂津方面や奈良方面などの技術系譜が認めら

れた。こうした特徴のものが入り混じることから

は、中世山岳寺院などの構築にと もない、交野地

域周辺で活動していた瓦工人も動員しつつ、摂津

など他地域の工人も併せて瓦製作と供給が行われ

たものとみられる。なお、それはあくまで摂津・

河内・奈良など、 比較的近隣の地域内のものであ

り、広い目でみれば畿内地域在来の瓦製作の延長

線上に生まれたものと位置づけられる。
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(b)土師器

極めて出土量は少なく、本郭上、 5点ほど、そ

のほかには堀埋土中にわずかに含まれるのみで

あった。

(c)瓦質土器

本郭上の 1992-2次調査2土坑、 二郭東側斜

面の 2013-3次調査などで一定量出土している。

瓦質の深鉢、揺り鉢などである。出土量は少ない

が、内容は大和盆地との共通性が高いものである。

(d)陶磁器類

私部城期のものと確定できるものは極めて少な

い。三郭・四郭聞の堀の調査である 2013-7次

調査で検出された備前陶器大皿などがあるのみで

第5表私部城跡瓦出土地点・ 重量一覧

城域における位置 調査次・調査区 ・採集地点
軒平瓦 軒丸瓦 平瓦 丸瓦 道具瓦 不明

点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g) 点数 重量(g)

1994 -2次第 2調査区土坑 1 31 1583. 1 31 617.8 288 48881. 9 60111948.5 41 523.7 I 3.4 

本車TI上面 1994 -2次第 2調査区ヒ・ット 6 56.9 

本郭採集 61 4009.6 21 3011. 0 31 607.7 

本郭北斜面
1994 -2次第 3調査区 3 234.8 I 24.5 

2013 -4 次第 l ~第 4調査区 221 2995.8 4 494.7 81 1402.9 

2013 -6次第 2調査区 3 835.4 l 161. 1 l 4.8 

本郭 ・三郭間の堀
2013 -6次第2調査区10溝 l 18.7 3 821. 1 32.2 11 157.4 5.5 

2013 -6次第 2調査区37堀 10 484.3 5 752.8 

2013 -6次第5調査区 91 1346.0 l 62.5 2 38.7 

2013 -6次第 1調査区 1堀 2 134.2 53.9 

2013 -6次第 1調査区 l 586.0 

本郭南平坦面 ・堀 2013 -6次第 6調査区 1堀 104.5 3 70.6 

2013 -6次第 7調査区 1堀 l 69.7 B 692.7 2 93.7 4.9 

2013 -6次第 8調査区 l堀 1 56.0 l 67.5 

2013 -9次第 1・2調査区 231 2935.0 3 295.0 

本郭 ・二郭聞の堀 2013 -3次 11 256.3 l 67.7 251 4792.4 7 794.1 

郭東斜面探集 21 948.0 

1982年 91 5737.8 11 1198.0 

二郭北~北西部 2012 -3次 1 

2013 -5次 3 240.3 88.6 54.4 

2011 -1次 I 521. 0 

二郭南~南西部 2005 -1次 1 245.4 

2013 -1次 2 398.9 

=*11南の堀(本丸池) 2012 -4次第4調査区 11 807.0 

本丸池西の草s 2012 -4 次第 l~第 3 調査区 91 1652.1 2 255.1 41. 9 

郵便局付近の郭 1986 -1次 871 15928.8 4 168.7 1.0 4.3 

1965~1969年度

三郭~四郭
二郭西側採集 3 539.4 

2013 -7次 3 226.7 51 2278.6 53.6 

四郭採集 4 642.0 

1997 -2次 31 3161. 5 31 1187.7 279 54131. 2 113 34284.6 71 9908.0 51 186.7 

出郭(現 ・光通寺) 1999 -2次 521. 0 

2013 -8次 3 314.8 

2012 -2次擁壁部 181 3433.2 121 11554.5 58.1 

2012 -2次第 1調査区 11 475.5 5 544.3 2 849.4 14.6 

私部城東(字市場) 2012 -2次第 1調査区101葺 5 844.2 21 1072.5 I 11. 2 

2012 -2次第 2調査区 l 73.4 l 12.3 

2012 -2次第 3調査区 3 233.0 

合計 91 5532.4 91 1961. 6 842 154041. 7 229 69358.5 28115610.6 21 589.5 
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ある。特に、本郭上面の調査においても出土がほ

ぼ皆無で、あることが注目される。郭上面を徹底的

に片づけたものか、郭上では利用されることが少

なかったか、いずれかの可能性が考えられる。

(e)鉄器類

ごくわずかであるが、 2013-3次調査の郭斜面

で検出された鉄片と 2011-1次調査の二郭上面西

端から検出された刀子の可能性のある鉄片があ

る。いずれも破片で投棄されたものと考えられる

が、二郭において利用された可能性がある。

第 3項発掘調査成果のまとめ

(1)私部城の推定範囲

調査結果からは、字城を中心として郭、堀など

の遺構が密集していることが改めて確認された。

本郭から三郭を中心として、周囲にめぐらされた

郭や堀を一連の城域として認めることができる。

その一方で、私部城の周辺には自然の谷地形や

低地部が存在し、これも巧みに城の防衛に取り入

れられている。これは明瞭な人為改変を伴うもの

ではなかった。こうした地形については、城域と

は区別する必要もある。私部城の明確な城域を推

定するには、 他の城郭との比較検討が必要になる

が、現状で畿内地域の平地域郭の様相については

不明な点が多い。周辺地域の悉皆調査を経たうえ

で、城域の詳細について再度検討する必要がある。

( 2)私部城の年代・構造と特質

私部城以前の中世私部の集落については高級陶

磁を出土する私部南遺跡や、 2012-2次調査で確

認された区画溝と遺構群など、私部南部から東部

に中心があったと考えられる。私部城の中心部が

築かれた私部集落の北端は、築城以前は自然谷も

残り、中世の集落開発が必ずしも及んで、いなかっ
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た地点と評価できる。

私部城は、 16世紀の中頃から後半の聞のごく

短期間に、この空閑地を活かして築かれ、機能し

た城郭である。見方によっては、中世私部集落の

中心域に寄り添うように築かれた城とも評価でき

る。私部城が中世私部の中で、客体的な存在で、あっ

たことは、私部城中心部の南北方向の地割が、そ

の後、私部集落の中で徹底されることがなかった

ことからもうかがえる。

私部城は交野台地の開析谷と台地を利用しつつ

も、多量の切土と盛土を駆使して正方位軸を意識

した連郭式の平地域郭を築いたものである。発掘

調査によって明らかになったことは、東西南北に

極めて多くの堀を配置して郭群を防備しているこ

とである。

畿内地域における平地域郭の様相は不明瞭なも

のが多く、類例を求めることは難しい。その中で

も本郭南に張り付く複雑な形態の平坦面について

は、大和の筒井城に類似する面がある。また郭周

辺の堀の形態については河内の若江城と共通する

可能性がある。 3つの郭が連立する点は大和の今

市城や伊勢の国府城との共通性が垣間見える。私

部城の縄張り形態は、平地城郭として複雑な形態

をみせるものの、いわゆる織豊城郭からの影響を

認めるほどには至っていない。これは、石垣が現

状で認められないことからも判断できる。河内や

大和など、畿内地域の平地域郭の延長線上に築か

れた縄張りと現状では評価される。

また、私部城は第4章で明らかにされるように、

織豊城郭に先行して瓦を利用しているという点

で、畿内地域の先進性を示す平地域郭である。瓦

の内容のみならず、城主となった安見氏の立ち位

置もふまえると、織豊城郭の成立期に重要な影響

を与えたことがうかがえる。さらに、第5章で明

らかにされるように、戦国期の畿内における争乱

の中で重要な役割を果たした城郭であった。私部

城は政治・文化の中心地であった畿内において醸

成された平地域郭の到達点のーっと評価できる。
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第6表遺物観察表 1

次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

凹面 7.5Y5/1灰色
唐草文

l第 2調査区 やや密 凸面 7.5Y5/1灰色
瓦当面と 平瓦部は凹凸面横方向のナ

瓦 軒平瓦
2.5-3阻大の礁少量含む

竪t量
瓦当面 7.5Y5/1灰色

2.0 一 平瓦部 デ、瓦当外縁上端面面取り
土坑1

1/2 瓦当面と平瓦の接着は接合器肉 5Y7/1灰白色
法C

2第 2R調査区
やや密 瓦当面 N4/灰色

瓦当面の
2層 瓦 軒平瓦 微細な砂際多く含む 堅敏 瓦当裏面 N4/灰色

一部
唐草文の一部が残る

土坑l 2-3回大の棟含む 器肉 N7I灰白色

やや粗 凹面陥/灰色
瓦当面と

唐草文

3第 2絢査区
瓦 軒平瓦

l阻以下の砂粒(雲母長石 やや 凸面 N4/.灰色
3.0 平瓦部の

瓦当裏面はナデ、〈びれ部

土坑l など)多く吉む 軟 瓦当面 7.5Y5!1灰色 分は工具による強いナデ
3国大の礎(長石)少量含む 器肉 2.5Y8!2灰白色

一部
瓦当外縁上端面面取り

4欠番

やや粗 瓦当面 N4!灰色
巴文(尾が連結)

5第 2a閣査区 3回大の礎(長石か)含む 瓦当裏 N5!灰色 外区幅 瓦当面
外区内縁に連珠

瓦 軒丸瓦
1皿以下の砂粒(雲母など)

堅徹
器肉 2/3 

ナデ調整
土坑i 1.9 

瓦当面と丸瓦部の接着は瓦
合む 10YR7!4にぶい黄燈色

当側にキザミ目を確認

6第 2調査区
密 凸面 2.5Y8!3浅黄色

丸瓦部 丸瓦部の
接合法Dの可能性あり

瓦 軒丸瓦 1皿以下町砂粒(雲母他)多 堅鍛 凹面 5Y7I3浅黄色
一部
丸瓦部凹面は償方向のナ

土坑l
く含む 器肉 lOY8!1灰白色

2.2 
デ、糸切り痕

7第 2測査区 密
瓦当面 5Y5!1灰色

外区幅 瓦当の 巴文

土坑l
瓦 軒丸瓦

1皿以下の砂粒含む
堅綴 瓦当裏 5Y5!1灰色

2.3 一部 外区内縁に連珠
~肉 2. 5 Y7/3浅黄色

凹面

8第 2ll'J査区
2層 瓦 平瓦密 堅激

IOY3!1オリープ黒色
23.8 2.1 30.0 3/4 

凹面横方向のナデ

土坑1 凸面 10Y4!1灰色 凸面縦方向のナデ
器肉 10Y6!1灰色

9第 2籾査区
瓦 平瓦密

やや 凹凸面・様肉
23.5 2.0 30.1 2/3 

凹面横方向のナデ
土坑l 軟 10Y6/l灰色 凸面縦方向のナデ

やや密

第 2翻査区
2.5回大の砂粒(花閥岩つ)含

凹凸面・器肉 広端部
四面横方向のナデ、パリ跡

10 
土坑l

瓦 平瓦 む 堅敏
2.5Y7!2浅黄色

25.0 2.2 
2/3 
凸面縦方向のナデ、ハナレ

l 1凹以下の砂粒(雲母他)多 砂

9 く含む

9 

4 凸面 5Y6!1灰色

第 2潤査区
やや密 一部5Y7/1灰白色

玉縁側の 凹面吊り紐
2 I 11 土坑1 瓦 丸瓦 1回以下の砂粒(花岡岩な 堅微 凹面陥!-5/灰色 2.3 

一部 宝縁部との境に工具痕
ど)含む 器肉

10YR7I41こぶい黄燈色

12 第 2 ~間査区 やや密
凸面:N4!灰色

王縁側lの 凸而縦方向のナデ

土坑1
瓦 丸瓦

砂軍事含む
堅鰍 凹面:N4!灰色 12.6 2.1 

一部
凹而縦方向のナデ、粗い布

探肉 10Y5!1灰色 目痕

13 第 2調査区 2層 瓦 丸瓦
やや粗

堅敏
凹凸面出/灰色

2.6 
玉縁組IJの 凸面縦方向のナデ

土坑 i 2四以下の砂粒少量含む 器肉 7.5Y7I1灰白色 一部 凹面布目痕、コピキ痕

14 第 2調査区
密 凸面 N7I1灰白色

宝縁側の 凸面縦方向のナデ

土坑 l
瓦 丸瓦 l回以下の砂粒(雲母他)少 堅敏 凹面 N5!1灰色 2.1 

一部 図面吊り紐、布目痕
量合む 器肉 7.5Y7!1灰白色

凸面 7.5Y5!1灰色

やや密
7.5YR5!8明褐色

15 第 211明査区 凹面白4!1暗背灰色 体部の 凹面吊り紐、布目痕、糸切り
土坑 l

灰色土 瓦 丸瓦 全体に細粒(雲母か)含む 堅鍛 2.5YR4!8赤褐色
2.2 

一部痕
器肉 7.5Y5!1灰色
7.5YR5/8明褐色

16 第 2調査区 3府 瓦 丸瓦
精微

墜f震凹凸面器肉 N5!灰色 (10.8) 2.0 
広端側の 凸面縦方向のナデ、圧痕

土坑 l 2回以下の砂粒少量含む 一部 凹面布目、後品切り後級痕

17 第 2調査区 密 堅鍛
凹凸面

体部の 凸面縦方向のナデ
土坑1

瓦 丸瓦
1回以下の砂粒含む

5Y8!2灰白色 1.7 
一部 凹面布目、コピキ痕

器肉灰白色

18 第 2調査区
やや粗 凸面 10Y5!1灰色

体部の 凸面縦方向のナデ

土坑1
瓦 丸瓦 3回以下の様、l回以下の黒 堅敏 凹面 N5!.灰色 2.7 

一部 凹面布目痕、微かに紐痕
雲母多く含む 総肉 7.5Y6!1灰色

凹面 N5!1疋-N4!灰色
凹面吊り紐らしき痕、工具

19 第2測査区 やや粗 竪綴 凸面 N5!.灰色 体部の

土坑1
瓦 面戸瓦

1皿以下の多く含む 器肉
1.9 

一部
痕

7. 5YR7/4にぶい極色
凸面剥落著しく調整不明瞭

凸面 5YR6!6怪色
凸面横ナデ及び斜方向のナ

7.5YR5!1灰色

20 第 2調査区
やや密

2.5Y7I2灰黄色
ア

瓦 丸瓦 1回以下の砂粒含む 竪敏 16.5 1.9 玉縁側 凹面全面に明確な布目痕、
土坑 l

微細な雲母を吉む
凹面

粗いコピキ痕、指圧痕の確
10Y3!1オリーブ黒色
器肉 5Y8!1灰白色

認
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第3章私部城跡の発掘調査

第7表遺物観察表2

次
口径
器厚

器高

数 No. 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦桶 残存率 備考

(cm) (cm) 

21 第 2調査区
密 四百・2.5Y8/1灰白色

体部の 凹面布目痕

土坑1
2層 瓦 不明 0.5-2皿大の砂粒含む 堅綴 凸面 2.5Y8/1灰白色 3.0 

一部 凸面格子目叩き痕
微細な雲母含む 器肉 2.5Y8/1灰色

22 第 2調査区 やや密
凹面 2.5Y7/2灰黄色

体部の 凹面コピキ痕

士坑1
3局 瓦 平瓦

部分的に1.5回大の礁を含む
堅綾 凸面 10YR5/1灰色 2.0 

一部 凸面格子目叩き痕
器肉 10YR5/1灰色

やや粗 凹面 5Y6/1灰色

23 第 2調査区
2-4皿大の白色、黒色篠宮

やや
凸面

体部の 凹面ケズリ

土坑 l
3層 瓦 道具瓦 む

不良
5Y6/2灰オリープ色 2.3 

一部 凸面細目タタキ
4醐大の磯吉む 器肉 5Y7/1灰白色

黒色、白色砂粒多く含む (中心部5YR6/6檀色)

やや組
凹面 5Y7/1灰白色 側面部~

24 第 2調査区 瓦 平瓦
2阻以下の砂粒古む

堅級 凸面 10Y5/1灰色 2.3 一 体部の
凹面ケズリ

士坑1 3-5回大の稜(長石か)含
器肉 5Y7/1灰白色 一部

凸面格子目叩き

む

凹面 10Y5/1灰色

25 第 2調査区 4層 瓦 平瓦
密

竪鍛
凸面

1.9 
体部の 凹面ケズリ

土坑1 1回以下の砂粒含む 5GY4/1暗オリ ープ灰色 一部 凸面縄目タタキ

器肉 5Y7/1灰白色

26 第 2調査区
密 凹面 10Y5/1灰色

狭端部の 凹面ケズリ

土坑 l
瓦 平瓦 0.5回以下の砂粒、微細な雲 塗鍛 凸面 10Y4/1灰色 2.1 

一部 凸面縄目タタキ
母音む 器肉 5Y7/1灰白色

内面

密
10YR7/4にぶい極黄色

口径

27 第 2調査区 皿 1-2凹大の黒色砂粒を吉
10YR8/3浅黄燈色

(8.0) 内外面横ナデ
士師器 良好 外面

底径
0.4 2.1 1/6 

摩耗顕著士坑1 む
7.5YR7/3にぶい樫色

雲母含む
器肉

(2.4) 

10YR7!4にぶい黄燈色

内面 7.5YR6/6樫色

密 5YR1/6$褐色

28 第 2調査区 士師器
皿 1-2皿大の黒色砂粒合む

良~J
外面

00.6) 0.5 1.3 1/5 
内外面横ナデ

士坑1 3回大の赤褐色聖書吉む 7.5YR7!4にぶい檀色 摩耗顕著

l ii母多く古む l!i1肉

9 
7.5RY7/4にぶい栂色

9 

4 内面

やや密 7. 5YR7/4にぶい栂色 口径

2 I 29 第 2制査区 土師器 皿11:-.:-2回大の黒色白色砂粒 良好 5YR6/6樫色 (8.4) 
0.3 1.5 1/4 

内外面横ナデ

土坑 l 合む 外面 5YR6/6燈色 底径 摩耗顕著

雲母含む 器肉 (3.6) 
7.5YR7/4にぶい慢色

密
口径

30 第 2調査区 内・外面・器肉 (9.6) 内外面横ナデ

土坑1
土師器 皿 1皿大の赤褐色砂粒含む 良釘

7.5YR7/4にぶい燈色 底径
0.4 1.5 1/5 

摩耗顕著
雲母多く含む

(6.0) 

31 第 2調査区 銅製品 銭貨ー
外径
0.11 完形 天聖元宝

土坑1 2.5 

32 第 2調査区 密 内・外面・器肉 口縁部
口縁部内面強い横ナデ

一 土師器 血黒雲母吉む 良好
7.5Y7/4にぶい燈色

(12.6) 0.4 
1/10 
内外面横ナデ

土坑1
摩耗顕著

球体

33 第 2翻査区
2府
ガラス
ガラス玉ー 径2.0

柄の様なものが付く可能性

土坑 l 製品 あり

用途不明

密
内面

34 第 2調査区 黒色砂粒・雲母多く含む
5GY3/1暗オリープ灰色

口縁部・
全体的に回転ナデ

土坑1
2層 瓦器

盤 2-3皿大の黒色礎(角閃石
堅紋 外面 (40.0) 1.1 (9.0) 

底部1/10
外面口縁部に突帯(指圧痕)

5GY5/1オリープ灰色 下半櫛滋き波状文
か)含む

器肉 2.5Y7!2灰黄色

35 第 2調査区
密 凹面 N5/灰色

体部の
瓦道具瓦か 0.5皿以下の砂粒古む 堅綴 凸面削/灰色 1.9 

許a
回凸面ナデ

ピット 6
2-3，国大の際古む 器肉 K6/灰色

36 第 2調査区 やや
内面白7/1灰白色

底部
内外面ナデ

瓦器 揺鉢 やや密 外面 7.5Y5/1灰色 内面の摺り目2.5cmに9本を l

ピット 6 軟
器肉 10YR8/4浅黄控色

1/9 確認 | 

内面

10YR7/3にぶい黄燈色

密 外面
底径 残存高 底部の

内面回転横ナデ

37第 1調査区 2屑 瓦器 三足花瓶 黒色砂粒、雲母含む 堅綴 10YR7/3にぶい黄燈色
(5.6) 

0.6 
3.5 一商品

外面縦方向のケズリ後ナデ

N41灰色 1糊占り付け後周りをナデ

器肉 N2/黒色~
10YR7/3にぶい黄檀色
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第8表遺物観察表3

次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

内・外面 N3!時灰色 口縁部
外面横ナデ

38調査区北端 整地土層 瓦器 椀密 堅綴 器肉 lOY7!1灰白色 0.4 
小片
内面回転ナデ
口縁部が内湾する

内外面嗣/灰色 口縁部
内外面ともに回転ナデ

39調査区北端 整地土居 瓦器 椀密 堅鍛
器肉 lOY7!l灰白色 0.4 

小片
口縁端部がわずかに外反す

る

40調査区北端 整地土居 瓦器 椀密
やや 内外面 N5!灰色

0.4 
口縁部 内面 ・ロ縁端部回転ナデ

軟 %>肉 lOY7/1灰白色 小片 外面横ナデ

やや密 やや 内。外国 lOY6!1灰色 口縁部
内外面共に倍滅著しい

41調査区北端 整地土府 瓦器
椀 1皿以下の砂粒多く含む 軟 器肉 7.5Y8!1灰白色

0.4 
小片
口縁端部内側に一条沈線
楠葉型

内・外面 lOY5!1灰色
内面・口縁端部回転ナデ

42調査区北端 整地土用 瓦器
粗 やや

器肉 0.4 
口縁部 外面横ナデ

椀 1岨以下の砂粒吉む 軟 lOYR6!4にぶい黄控色 小片 口縁端部内側に一条沈線
楠葉型

整地土層
やや密 内・外面開/灰色

口縁部
内面上位にミガキ密集

43調査区北端
下部

瓦器 新illll'.m以下の(黒雲母)少量 堅敏 %>肉 0.4 
小片
外面回転ナデ

合む lOYR6!4にぶい黄燈色 口縁端部内側に一条沈線

441 調査区内 整地土層 瓦器 椀密 堅i徹
内外国 5Y8!1灰白色

0.3 
口縁部
内外商共に庖滅著しい

器肉 lOY8!1灰白色 のみ

内面回転ナデ

内・外面 N5!灰色 口縁部
外面口縁部機ナデ

45調査区北半 整地土層 瓦器 椀密 盤鍬
器肉lOY7/1灰白色 0.3 

小片
外面胸部回転ナデ
口縁部内世jに一条沈線
大和型(J2c?)

南北
やや粗 内・外面目6!灰色 口縁部 内面外面口縁部横ナデ

46 サプ 整地土層 瓦器
椀 1阻以下の砂粒含む 堅鍬 器肉 7.5Y7/2灰白色 0.3 

小片 楠葉型衰退J明。
トレンチ

内外面
底部
貼り付け高台

47測査区北半 整地土居 瓦器 椀密 堅鰍 7.5YR8!1灰白色 0.3 
高台付近

内面ナデのちミガキ
器肉 2.5Y611黄灰色 楠葉型

2 
南北 内外面。 口縁部~内面ミガキ痕跡あり

I I 48 サプ 整地土層 瓦器 皿密 7.5YR8!1灰白色 0.4 1.0 

トレンチ 器肉 5Y7!1灰白色 底部小片 外面ナデ

東西
内・外面

7 2.5GY5!1オリープ灰色 口縁部
49 サプ 整地土層 陶磁器 椀密 堅鍬 器肉 (J5.0) 0.4 

1/自
内外面施稀藁

トレンチ lOYR712にぶい黄燈色

調査区
粗 内外面

底径
50 
中央部
整地土居 弥生士器 盗 4.5聞大の襖含む 軟 lOYR7/6明黄褐色

(7.7) 
0.9 底部3!4内外面共に磨滅著しい

2回以下の砂粒吉む 器肉 5Y6!1灰色

上部 やや密 内・外面 7.5Y6!6極色 口縁部
内外商共に磨滅著しい

51竪穴建物 1
掘削時
弥生土器 雪量 3聞大の砂礁含む 軟

器肉 5Y5!1灰色
0.7 

小片
口縁平坦面に4条の刻み
弥生前内001血

上部 内・外面・器肉 口縁部
内外面共に酪滅著しい

52竪穴建物 1
掴削時
弥生士総 費やや粗 軟 lOYR8!4浅黄控色 0.5 

小片
口縁端部が内側に肥厚する

口縁鳩郁断面は方形を呈す

内面

lOYR7!4にぶい黄栂色 口縁部 内面幅2""，-3聞の丁寧な

531~穴態物 1
上部
弥生土器

粗
軟
外面

0.4 
小片 機ミガキ

掘削時 登 1回大の砂粒含む lOYR7!3にぶい黄極色 (先端部 頭部外面に斜めナデ
紙肉 欠損)ロ緑端部は欠損及び事l落
lOY3!1オリープ黒色

内面・器肉
内面ナデ

密 やや lOYR7!4にぶい黄燈色 口縁部
54竪穴建物 l 一弥生土器 要 5聞大の僚含む 軟 外面

(J5.6) 0.6 
1/日
類部下方のみケズリ

lOYR6!4にぶい黄櫨色
外面横ナデ

内面 IOYIl5!1偶灰色
lOYR7!4にぶい黄櫨色

上部
密 外面

頭部か
外面断面三角形の突柿が2

55竪穴建物 1
掘削時
弥生土詑 Z'12.5四の白色小礎古む 軟 lOYR7!41こぶい黄栂色 0.5 

小片
条巡る

雲母を多く含む 器肉 河内日 l様式。
lOYR7/4にぶい黄極色
lOYR8!3浅黄侵色

内面

56竪穴建物 1
上部
弥生土器

やや粗 やや lOY3!1オリープ黒色
0.7 1/2 

内外面共に磨滅著しい

掘削時 脚 2皿以下の砂粒多く含む 軟 外面・器肉 鉢(揖1型)。
7.5YR7!6樫色
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第3章私部城跡の発掘調査

第9表遺物観察表4

次
口径
器厚
器高

出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅 /縦縞 残存率 備考数 No
(cm) 
(cm) 
(cm) 

内面

粗
10YR7/4にぶい黄燈色
外面 底径 内外面共に磨滅著しい

57竪穴建物 l 弥生土器 不明 3.5皿大の畷含む 軟 10YR6/4にぶい黄概色 (3.0) 
1.0 底部完存

手控ね
2回以下の砂粒多く含む

器肉
10YR7/21こぶい黄燈色

粗
内面 7.5YR7/6樫色

やや 外面 底径 内面廃滅著しい
58竪穴建物 1 炉付近 弥生士器 不明 O. 5~ 1四大の穣吉む

軟 10YR5/3にぶい黄褐色 (4 0) 
0.6 底部1/7

外面ナデ
3皿の石粒含む

器肉 5YR7/自慢色

内面 7.5YR6/6燈色
内面磨滅著しい

密 外国 底径
外面へラケズリ、ナデ、指

59竪穴建物 1 弥生土器 玉置 6.5皿大の石含む 軟
lOY3/1オリープ黒色 (4.0) 

0.5 底部1/2押え
1皿以下の砂粒多く含む

器肉 10YR5/6黄褐色
外面底部へラケズリ

外面煤付着

組
内・器肉 内面わずかにハケ目複跡あ

60竪穴建物 1 炉付近 弥生土器 不明 軟 IOYR7/6明黄褐色 0.5 1/3り
2回以下の砂粒多く含む

外面 2.5Y4/2暗灰黄色 外面磨滅著しい

やや粗 内面 lOYR4/1褐灰色
内面ハケ目痕跡あり

61竪穴建物1 f梓1弥生士器 現 3.5回大の石粒多く含む
やや
外商・器肉

底径
0.6 l/4 

内面底部に指頭庄痕

1 mm以下の砂粒を多く含む 軟 10YR6/4にぷい黄栂色
(8.7) 外面わずかにハケ目痕跡あ

り

密 やや
内面 10YR7/6明黄褐色

底径
内面廓減著しい

62竪穴建物2 弥生土器
費 3皿以下の砂粒少量含む

外面ー器肉 0.7 底部1/6籾殻痕跡残るか
軟 lOYR5/3にぶい黄褐色

(7.6) 
外面縦方向ケズリ後ナデ | 

水差し型粗 内面 7.5Y8/6浅黄櫨色

63竪穴建物2 床面直上 弥生土器 土器 2四白色砂粒まばらに含む 軟 外面 7.5Y8/6浅黄燈色 1.2 1/2 外面ナデ網整

把手か 0.5皿雲母y量含む 器肉 10YR8/3浅黄樫色

やや密
内面 5Y4/1灰色 内外面共に磨滅著しい

64竪穴建物2 弥生土器 密 6.5回大の石古む 良好
器肉 lOYR6/2灰黄褐色

1.3 底部1/2
内面に指頭庄痕

外面 手裡ね
5.5回以下の撲多く含む

lOYR6/31こぶい黄栂色 全体的に比熱痕跡あり

2 
内面 2.5Y4/1黄灰色

01 65 
組 外面。

底径 内外面共に隠滅著しい
竪穴組物2 一弥生土器 不明 3.5聞大の礎含む 軟 2.5YR5/4にぶい赤褐色 0.5 底部1/6

1 
l回以下の砂粒多く含む 器肉 (6.0) 外直に煤付着

1 2.5YR5/6明掠褐色

7 内面 2.5Y5/2時灰黄色
粗

やや 外而 底径
内外面共に隠滅著しい

66竪穴建物2 弥生土器 底部 1~2田大の棟多く合む
軟 lOYR7/31こぶい黄燈色 (6.4) 

0.4 底部1/3内面底部付近に指頭圧痕
5回大の石粒あり

器肉 7.5Y2/1鼎色
外面わずかにミガキ痕跡

67竪穴建物 l 磁土~ 石器 剥片 2.5 0.7 2.0 サヌカイト
直上

68竪穴建物 1 覆土~ 石器 剥片ー 2.7 0.5 1.8 ーサヌカイト
直上

69竪穴建物 1
雛士~ 石器 剥片 → 3.0 1.0 2.0 チャート
直上

70竪穴建物 1 覆土~ 石器 事l片 2.4 0.4 2.8 サヌカイト
直上

71竪穴建物2 床面直上 石器 剥片 2.9 0.4 2.1 一頁岩

72竪穴建物2
覆土~

石器 剥片 3.0 1.0 3.0 サヌカイト
直上

73竪穴怨物 1 石器
石錐か

2.8 0.7 1.5 サヌカイト
来製品

74竪穴住物2 磁土~ 石器 剥片 2.6 0.9 2.1 サヌカイト
直上

75 竪穴怨物 1 日占り床 石器 石斧 4.4 2.8 7.5 ←閃緑岩
炉跡南東 直上

(長)

76 竪穴建物1 貼り床 石器 砥石
4.7 
4.4 16.7 一頁岩

炉跡南東 直上 (短)

3.3 

77 竪穴建物1 貼り床
石器 磁石 5.1 4.7 18.6 一流紋岩

炉跡南東 直上
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第 10表遺物観察表5

次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横相
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

口径
歪み顕著

78本郭南東部 表採 銅製品 盃一 N3/暗灰色
(l1.J) 

0.1 2.2 ほぽ完形 高台内面に『長光土器』の
底径

文字
4.1 

広端部の

~ 1 79 密 凹凸面陶/灰色
凸面縦方向のナデ

日
本郭南東部 表採 瓦 丸瓦

1回以下の砂粒含む
堅鍛
器肉 2.5Y6/1黄灰色

15.6 2.4 34.2 一部を 凹面玉縁部分に内叩き

。 欠く 吊り紐D型、来切り痕

やや密 凹面

80本郭南東部 表採 瓦 平瓦
1-5回大の白色棟多く合

堅鍛
5Y6/2灰オリープ色

26.0 2.4 
狭端部を 凹凸面ともに横・縦ナデ

む 凸面 5Y5/1灰色 欠く 凸面にハナレ砂
全体に雲母多く含む 器肉 7.5Y6/1灰色

9 密
凹面 2.5Y1/2暗灰黄色 凹凸面ともに摩耗著しく鋼

91 81 第3調査区 4回大の礎古む 体部の

付近
表採 瓦 平瓦

1-3阻の砂粒(長石、雲母 竪鰍
凸面 10YR4/2灰黄褐色 2. 1 

一部
整不明瞭

4 器肉 10YR6/2灰策褐色 表面にハナレ砂か
など)多く古む

2 

やや密
内外面器肉 最大 口i縁部の

82第3調査区 場部下層 土師器 勉始 l回以下の微細な砂粒(黒雲 堅鍛 10YR6/31こぶい黄燈色 1.2 一部
風化著しく調肢不明瞭

母か)含む

やや粗
凹面 5G3/1時緑灰色

83第3調査区 堀部下層 瓦 平瓦 堅鰍 凸面 584/1暗背灰色 1.9 広端部 凹凸面ともにナデ
3田以下の砂粒、礎多く含む

掠肉 7.5Y6/1灰色

凸面全面に布自主主、粗いコ

やや密 凸面 N3/灰色
ピキ痕

84 第 l-a調査区
表採 瓦 丸瓦 2醐以下の砂粒、微細な雲母 堅敏 凹面 2.5Y5/3黄褐色 2.0 

体部の 凹面縦ナデ

付近
少量含む 器肉 5Y6/1灰色

一部 浅い紐跡が横に三段、斜方
向にみられる

85 第 1蜘査区
密

凹凸面 N5/灰色 凹面縦ナデ
西壁

瓦 平瓦 1 回以下町砂粒(白 ・黒~母 堅敏 器肉 10Y8/1灰白色 2.2 ー 広端部
凸面横ナデ

など)含む

やや密
凹面 2.5Y6/2灰黄色 側面~凸凹而ナデ

21 86 第 1調査区
表土~ 瓦雁援り瓦

0.5間以下の砂棟吉む
竪鍛 凸面 5Y5/1灰色 2.5 体部の 側面部ケズリ

1層 ところどころに l回大の榛
器肉 2.5Y6/2灰黄色 一部 凹薗組いコピキ痕。 (石英か)含む

1 

3 密
凹面 2.5Y7I3浅黄色

I I 87 第l調査区 掘削中 瓦 平瓦
6醐大の石(石英他)、4回以

墜敏 凸面器肉ー 2.2 
体部の
凸面に格子状タタキ

下の礎(花尚岩石英)多く合 一部
4 

む
2.5Y6/2灰黄色

やや密 外面
体部の ケズリ、ナデあげ

88第 l測査区 瓦 鬼瓦 7.5皿大の小石 堅鍛 5Y6/2灰オリープ色 2.3 
3咽大の棟少量含む 器肉 2.5Y6/1黄灰色

一部 部位不明

やや粗 四百

89第 1翻査区 瓦 平瓦
1-5皿白色横(長石か)多 やや 5GY3/1暗オリープ灰色

2.1 
体部の 凹凸面ともにナデ

く古む 不良 凸面・器肉 一部 凹凸両面に煤付着
1-2聞の黒雲母?多く含む 5GY2/1オリープ黒色

やや密
凹面 7.5Y4/1灰色

90第 1調査区 瓦雁振り瓦 3-5聞大の際 墜鍛
凸面

2.7 
体部の 凸面微かに布目痕

l回大の砂粒含む
7.5Y3/1オリープ黒色 一部 凹面粗い糸切り組
器肉 10R4/2灰赤色

内面 7.5Y8/2灰白色

91第4調査区
南壁

陶器
密

堅轍
外面 7.5Y8/1灰白色 底径

底部112見込み、荷台外面に絵付け
第26層 椀 1回以下の雲母含む 器肉 3.6 

5YR6/4にぶい燈色

密
5mm大までの礁含む(石英 凸面 N5/灰色

92 第2調査区
か) 凹面 N4/灰白色

丸瓦の
凸面積ナデ、一部縦ナデあ

瓦 丸瓦 l聞大までの白っぽい礎吉 墜鍛 器肉 5Y6/1灰色 2.4 り
37堀

む ともにlOYR4/6褐が混じ 一部
凹面布目痕

金色がかる砂(雲母か)が見 る

られる
2 。

凸面積ナデ
I 第2調査区 地山直上

やや密 凸面lOY6/1灰色
丸瓦の 四面に粗いコピキ痕、布目

3 I 93 
37堀 盛土

瓦 丸瓦 0.5回以下の白色型車吉む 堅鰍 凹面 N5/灰色
一部痕

5回大の黒色礁含む 器肉 7.5Y7/1灰白色
機方向に浅い紐痕か

6 

94 第2調査区 やや密 堅鍬
凸面白6/1灰色

体部の
37堀

丸瓦
1-2聞大の砂際吉む 良好

凹面白6/1灰色 2.2 
一部
凹面粗いコピキ痕

器肉 2.5Y6/1灰策色

95 第2a調査区
やや租 凸面 5Y6/1灰色

丸瓦の
凸面縦ナデ

瓦 丸瓦 2.5醐以下の砂粒(雲母 長石 堅鰍 凹面 N4/灰色 2.5 凹面全体的に布目、
37婦

他)多く含む 器肉 5Y7/1灰白色 一部
部分的に紐痕
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第3章私部城跡の発掘調査

第 11表遺物観察表6

次 No
口径
器厚

器高

出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅 /縦縞 残存率 備考
数

(cm) 
(cm) 
(cm) 

96 第2調査区
北壁断面

密 凹凸面 N6/灰色 体部の

37堀
第1層 瓦 平瓦

1回以下の砂粒多く含む
堅綾 器肉 5Y8/2灰白色

2.3 
一部
凹凸面縦・横ナデ

相当局

97 第2調査区
北壁断面

精紋 内・外面 5GY8/1灰白色 口縁部 回転ナデ

37堀屑部
第4層 磁器

椀黒色砂粒含む 堅轍 器肉 2.5GY8/1
0.4 

小片 O.5mm以下の施粕
相当層

98 第2調査区
北壁断面

精歓
内面:N8/灰白色

口縁部 内外而に絵付、施紬
第4庖 磁器 堅綴 外面 2.5GY8/1灰白色 (17.0) 0.5 

37堀屑部
棺当用

皿黒色砂粒含む
器肉 2.5GY8/1灰白色 1/10 外面に 1条の圏線

99 第2調査区
北壁断面

精綴
内面 5GY8/1灰白色

口縁部
外面に絵付

第4層 磁器
椀黒色砂粒含む 堅綴 外面。5Y8/2灰白色 0.3 

小片
全体に0.5皿以下の施紬

37堀肩部
相当用 器肉。5Y8/2灰白色

第2調査区
北壁断面

精微
内・外面

口縁部
100 
37堀肩部

第4層 磁器
椀黒色砂粒古む 堅綴 7.5GY8/1明緑灰色 0.5 

小片
内外面に絵付、後施軸

相当局 器肉 5GY8/1灰白色

北壁断面 椀 内・外面
色絵付け

101 
第2澗査区

第4層 陶器 または
椅鍛

竪綴 5GY8/1灰白色 0.7 
底部の 高台外面lこ3条の圏線後施

37堀肩部
相当局 鉢

黒色砂粒含む
器肉 10Y8/1灰白色 一部 粕、'll:付は無紬

見込み部分は施殺後絵付け

北壁断面 内・外面
内外面及び荷台内面に染付

102 
第 2~~査区

第4屑 磁器
精鰍

堅綴 7.5GY8/1明緑灰色
底径 底面

底部
又は絵付け

37堀屑部
相当用

皿黒色砂粒含む
器肉 N7/灰白色 10 0.7 0.5四以下の施勅

'll:付無利

第 2~同査区 第21-
内・外面

底径
103 磁器 椀精鍛 竪紋 2.5GY8/1灰白色 0.4 一底部小片 内外面に絵付け

10i混 25層 器肉 5Y8/2灰白色
(4.0) 

第2調査区 第21- やや組 やや
内・外面

鍔部分の
104 

10溝 26層
士師器 羽釜

微細な砂粒含む 軟
10YR8/3浅黄位色 1.4 

一部
摩耗著 Lく調整不明瞭

器肉 2.5Y6/1黄灰色

第2調査区 第21- やや 内外面 底径
内面撤ナデ

21
105 

101昨 27照
土師器 脚か粗

軟 2.5Y812灰白色 (11. 4) 
0.7 底部1/6外面ナデ、指頭圧痕

。 摩耗顕著

第2調査区 第21- やや密 やや 凹凸面 N6/灰色 内区 瓦当部 巴文
31106 

10i降 28層
瓦 軒丸瓦

1回以下の砂粒(雲母)含む 軟 器肉 2.5Y8/3淡黄色 0.9 小片 摩耗顕著

6 
やや密

第2調査区 第21- 凹凸面 N6/灰色 狭端部の 凹面椴ナデ、凸面縦ナデ
107 

10溝 29用
瓦 平瓦 1回以下の砂粒多く 含む(黒 竪敏

器肉 5Y8/1灰白色
2.0 

一部 凸面にハナレ砂
雲母、石英など)

やや粗

第2調査区 第21-
3皿以下の畷(石英、長石な 凹商 N5/灰色

体部の
108 

101再 30局
瓦 面戸瓦 ど)多く含む 堅綴 凸面 N4/灰色 2.0 

部
凹凸面積ナデ

1皿以下の砂粒(雲母)多く 器肉 10Y8/1灰白色
含む

やや密
凹面lOBG3/1O音背灰色

第2調査区 第21- 凸面 5BG4/1暗背灰色 体部の
109 

101再 31層
瓦 平瓦 2-5凹の様C:ii母か)多く 堅紋

器肉 5GY8/1灰白色~
2.1 

部
凹凸面ナデ

含む
5GY7/1明オリープ灰色

やや組
凹面 7.5Y7/1灰白色~

第2調査区 第21- N4/灰色 体部の 凹面ナデ
110 

10i事 32層
瓦 平瓦 1-4皿の様、表面に雲母多 堅徹

凸面 2.5Y7/2灰黄色
1.9 

一部 凸凹面にハナレ砂か
く含む

器肉 2.5Y7/2灰黄色

111 
第2調査区

瓦器 椀やや密 堅鍛
内・外面 N4/灰白色

0.4 
口縁部 内面にl条の沈線、ナデ

11i溶 器肉 7.5Y8/1灰白色 のみ 外面横ナデ

第2調査区
密 内面 2.5Y6/2灰黄色

底径 内外面回転ナデ
112 陶器 不明 0.5凹大の黒色砂礎含む 堅敏 外商 7.5YR3/1黒褐色 0.4 一底部1/10

11i揖
1凹以下の白色際含む 器肉 2.5Y6/1黄灰色

(7.4) 外面に施紬

やや密
巴文

第7繍査区 4回大の際(花岡岩)
凹凸面 N4/灰色

瓦当面
外区内縁に珠文の痕跡あり

113 
l堀

瓦 軒丸瓦
2皿以下の砂粒(石英他)多

堅徹 器肉 5Y7/1灰白色 2.0 
小片
(径6.0mm)

5Y7I2灰白色 瓦当面と丸瓦部の接着は双
く含む

方に刻み目あり

第8調査区
やや密

凹凸面 N5/灰色 瓦当面の
114 

l堀
地山直上 瓦 軒平瓦 0.5皿以下の白色砂粒含む 竪敏

器肉 5Y7/2灰白色
1.7 

一部
均整唐草文

2-3回大の際僅かに含む

やや粗
四面 2.5Y7/3浅黄色 体部の

115 
第7調査区

3層 瓦 平瓦
0.5皿以 Fの砂粒(石英か)吉 やや

凸面 10Y5/1灰色 1.9 一部 摩耗著しく調整不明瞭
1堀 む 軟

器肉 2.5Y7I3浅黄色
微細な雲母音む
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第 12表遺物観察表7

次
口径
器厚

器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

凹面:N5/灰色

やや密
凸面 N4/灰色~

第6調査区 やや N5/灰色 体部の
116 

1堀
上層 瓦 平瓦 1-3皿の白色透明際含む

堅徹 2.5GY7/1 
2.0 

一部
凹凸面ナデ

3阻以下の黒色穣含む
明オリープ灰色

器肉 7.5Y7/1灰白色

第7調査区 中~下層
蓋 やや'<E

やや 内・外面 手控ね成形
117 弥生土器 または 2.5皿以下の砂粒(花岡岩、黒 幅3.1

1堀
鉢 雲母、石英など)多く含む

軟 7.5YR6/6極色 査のつまみまたは鉢の底部

やや密 内外面
外面機ナデ

118 
第 1調査区

瓦器 揺鉢 2皿以下の砂粒少量含む
やや
2.5Y7/1灰白色 0.9 

口縁部 佐藤編年D期

1堀
4皿大の畷含む

軟
器肉 5Y8/1灰白色

小片 近江範年4期
15c末--16c前半

内面 5GY8/3灰白色

119 
第7調査区

上層 綴器 椀精鰍 堅鍬
外面 5GY8/3灰白色

(10.0) 0.3 
口縁部 口縁部内外面に施粕

l場 務肉 2.5GY7/2 1/20 内面に染付あり
明オリープ灰色

内面 10Y6/1灰色

120 
第 7調査区

上層 磁器
不明 精車世

竪鰍
外面 7.5Y6/1灰色

(11. 2) 0.3 
口縁部
0.5皿厚の施軸

l堀 (椀か) 1皿以下の黒色砂粒含む 器肉 2.5GY7/1 1/20 
2 

明オリープ灰色。
l 内面 7.5Y6/1灰色
31121 
第6調査区

下層 瓦器 鉢か やや密 堅車世 外面 2.5Y7/1灰白色 0.7 
底部の
摩耗著しく調盤不明瞭

1堀
器肉lOY4/1灰色

一部

6 

第 7調査区 中~下層
やや粗

やや
内・外面

口端部
口縁部~

摩耗著しく測整不明瞭
122 瓦器 深鉢 2阻以下の砂粒(黒雲母、石 2.5Y7/4浅黄色 ー 体部の

1場
英{也)多く含む

軟 器肉 5Y7/2灰白色 1.0 
一部
口端面に薄く煤付着

密
内外面陶/灰色、

体部~
123 
第7概査区

中~下層 瓦器 鉢か 1皿以下の砂粒多く含む(烈
やや 7.5YR7/4にぷい燈色

1.1 ー 底面の 内外面ナデ、機ナデ
l堀

雲母、石英か)
軟 器肉

小片7.5YR7/3にぶい燈色

やや客
内面 10YR6/2灰黄禍色

第 1調査区 外面 2.5Y4/1黄灰色
124 

2土坑
瓦質土按 不明 少量の砂棟合む(雲母か) 堅徴 n肉 小片 表面に薄く煤付着

10YR7/3にぶい質事E色

凹面 2.5Y6/2灰黄色

第 1調査区
やや組

やや
凸面 側而~

凹凸面ともに風化著しく測
125 瓦 平瓦 1-3醐の療含む(雲母が多 2.5Y6/31こぶい黄色 2.6 体部の

2土坑
く見られる)

軟
持肉 一部

整不明瞭

10YR7/4にぷい黄燈色

やや密
側面~

第 l調査区 3-4岨大の襖(花闘か)、 凹凸面:N41灰色 凹凸面積ナデ
126 

2土坑
瓦 平瓦

1. lcm大の石含む
堅調世
骨量肉同/灰色

2.0 ー 体部の
場部に明確な面取り

2皿以下の砂粒多く含む
一部

青磁

第7 ・ 精敏
内・外面

口縁部
内外面に回転横ナデ

127 第 l繍査区
8・10府

磁器
椀黒色砂粒含む 堅敏 7.5Y6/2灰オリープ色 0.4 

小片
全体に細かい貫入がみられ

器肉 5Y7/2灰白色 る
0.5回以下の施軸

第 7・ 精敏 内・外面 5GY8/1灰白色 口縁部
白磁

128 第 1調査区
8 • 10府

磁器
椀鴇色砂粒含む 堅t世

器肉閥/灰白色
0.2 

小片
内外面に回転償ナデ

0.5回以下の施軸

内面

129 第 1調査区
第 7・

陶器
精撤

堅敏
7.5YR7/31こぶい燈色 底径 底部 内外面に回転横ナデ

8 • 10用 椀!，¥¥色砂粒 外面 5Y8/1灰白色 (4.0) 1/4 0.5回以下の施勅
n肉 2.5YR6/6慣色

2 。 第 1調査区 内面 2.5GY灰白色
底径 底部

内外面に回転横ナデ

1 1130 陶器 椀精鰍 墜敏 外面 5GY灰白色 0.5 0.5回以下の施秘
南東隅 4.8 完形

3 
器肉 2.5GY灰白色 高台のくびれ部分に絵付け

9 内外面に回転償ナデ

131 第 l調査区 7府 陶器
精敏

堅鍛
内ー外商 2.5Y7/3浅黄色

0.3 
口縁部 0.5回以下の施紬

椀黒色砂粒(雲母)含む 器肉 2.5Y8/2灰白色 小片 全体に細かい貫入がみられ

る

内面 5YR6/6慣色~

やや密
7.5YR5/4にぶい褐色

口縁部
ロ縁部~

内外面横ナデ
132 第 2調査区 第28府 土師器 勉絡

1回以下の雲母多く含む
良好 外面 5YR6/6慣色

0.6 
一体部小片

外面鍔より下方に煤付着
器肉 (鍔あり)
10YR7/4にぶい黄樫色

凹面 N3/1時灰色~

第2調査区
密 7.5GY4/1時緑灰色 側面~

凹凸面横ナデ
133 

東端部
表土 瓦 平瓦 1-5聞大の白色畷吉む 堅鰍 凸面白3/1暗緑灰色~ 1.7 体部の

凸面にパリ跡
1皿以下の雲母多く含む 7.5GY4/1暗緑灰色 一部

器肉 10Y5/1灰色

285-



第3章 私部城跡の発掘調査

第 13表遺物観察表8

次
口径
器厚

総高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

道具瓦
やや密

四面・5Y6/1灰色

134 第2調査区 第12層 瓦 (雁振瓦
砂撲を含む

堅鰍 凸面・器肉 2.1 小片 凹凸面ナデ

か) 2.5Y7/1灰白色

やや密 凹面 7.5Y7/1灰白色
広端部の

135 第1調査区 第2居 瓦 平瓦 1-2回大の砂粒 堅徹 凸面白器肉 2.4 
一部
凹凸面積ナデ

0.5皿以下の砂粒含む 2.5Y7/1灰白色

やや密 凹面 2.5Y7/2灰黄色 焼きムラあり

136 第2調査区 第2屑 瓦 平瓦
)-3回大の白色礎多く合

竪敏
-N4/灰色

2.2 
体部の 凹凸面ナデ

む 凸面 N5/灰色 一部 凸面にハナレ砂
2 

)-4皿大の黒色礎吉む 器肉 2.5GY8/1灰白色 摩耗顕著。
1 内面 2.5Y6/2灰黄色
3 袈 粗 外面

底部
内面に指頭圧痕、微かに煤

I 1137 第2飼査区 第31層 弥生土器 または 1-4皿白色礎(長石他)、 やや 10YR7/3にぶい黄位色 底径
跡

9 薄3ι三 1皿以下の雲母含む
不良
器肉 2.5Y6/2灰黄色

(9.0) 小片
摩耗激しく調整不明瞭

10YR7/31こぶい黄燈色

内面

7.5YR6/3にぶい褐色~
やや粗 2.5Y8/1灰白色

138 第 1調査区 第25層 土師器
1-5皿大の赤褐色軍事含む

良好
外面

0.3 1.5 体部小片 へそ皿か
皿 1-3聞大の白色礎含む 5YR6/4にぷい燈色~
1四大の黒色砂粒含む 2.5Y8/2灰白色

器肉
7.5YR7/2明褐灰白色

139 
第1調査区

一 土師器 不明 やや粗
やや 内・外面・器肉

0.8 
口縁部
摩耗著しく調盤不明瞭

1撹乱 軟 10YR6/31こぶい黄極色 小片

凹筒

密
5Y6/2灰オリープ色
5YR5/6明赤褐色

1-4凹の白色様(長石か) 凸面

140 第 1調査区 瓦 平瓦
吉む

堅鍛 5Y6/3オリープ黄色~ 2.1 
側部~凸凹面ナデ

2mm大の黒色撲(角閃石)古
7.5Y4/1灰色

体部 摩耗顕著

む 務肉
1皿以下の黒雲母多く含む

5Y5/2灰オリープ色
5YR5/6明赤尚色混入

141 第 1調査区 鉄製品 2.6 
(1.1- 刀身の

残存長 8.7cm
1. 4) 一部

第 1調査区
やや 内外面・器肉

142 北サプ 土師器 皿やや粗
軟 7.5YR5/6明褐色

0.8 小片 内外面ナデ

トレンチ

凹面全面に布目痕、 一部ナ
第 1翻査区

密
凹面 2.5Y7/3浅黄色 側而~デ消し

143 北サプ 瓦 平瓦 竪綴 凸面 2.5Y7/3浅黄色 2.0 ー 体部の 凸面縦方向ナデ或いはケズ

トレンチ
3""以下の砂粒を少量含む

総肉 2.5Y6/1黄灰色 一部リ
全面にハナレ砂

2 第HIlI査区 口径

。144 中サプ 土師器 皿やや密
やや 内外商器肉 (7.6) 

1.0 
口縁部 内外而回転機ナデ

トレンチ
軟 7.5YR7/3にぶい権色 底径 1/7 底部外面ナデ

3 (2.7) 

内・外面 口縁部
3 第1調査区

やや粗 やや 5YR5/6明赤褐色 口径 0.8 口縁部
内面指おさえ、風化ー摩耗顕

145 中サプ 地山直上 土師器 短絡
0.5皿以下の砂撲吉む 硬 総肉 (17.2) 体部 1/11 

著

トレンチ
IOYR5/4にぶい黄褐色 0.5 

外面横ナデ

第 1調査区
やや密

146 中サプ 弥生土器 不明
2.5-4.5回大の撲(石英?)少

良好
内ー外商・器肉

0.8 一底部小片 内外商ナデ
低含む IOYR7/4にぶい黄樫色

トレンチ
1凹以下の砂粒多く含む

口径 口縁部
胸部欠損

第 l調査区 やや密
内・外面。N5/灰色 (45.0) 1.0 口縁部・

内外面様ナデ

147 中サブ 上層 瓦質土器 深鉢 2-3回大の砂粒 良好
器肉 2.5Y7/4浅黄色 底径 体部 底部1/4

内面弱い指頭圧痕

トレンチ 1阻以下の砂粒多く含む 内外商ともに風化・摩耗顕
(28.0) 0.7 著

第 1調査区 やや密 瓦当面 2.5Y7/2灰黄色 外緑
唐草文

148 中サプ 瓦 軒平瓦 1-3国大の砂喋多く含む
やや
日告肉 上面

瓦当面 四方に界鰻あり

トレンチ 5回大の模あり 軟
10YR7/4にぶい黄燈色 (1. 2) 

1/3 顎貼り付け
風化著しい

第 l調査区
密

凹凸面
4回大の礎

149 中サプ 瓦 平瓦
2-3聞大の砂粒(石英、花

堅徹 2. 5Y7 /3浅黄色 2.3 広端組11凹面に粗い布目痕

トレンチ
同岩)を含む

器肉 2.5Y7/2灰黄色

第 1調査区 やや密
凹凸而

凹面縦ナデ
2.5Y5/2晴灰黄色 体部の

150 中サプ 瓦 平瓦 2凹以下の砂粒(石英など) 堅綾
椋肉

2.1 
一部
凸面明瞭なコピキ痕(縦後

トレンチ 少量含む
10YR6/31こぶい黄櫨色

斜め)

-286一



第 14表遺物観察表9

:INo.1出土地点 l出土肺| 材種 | 器種 備考胎土 焼成 色調
1 =_ 1器高

/横幅 |器厚 Ii縦幅 |残存率1 (cm) 1 (cm) 1 'V_， 1 (cm) 

第1調査区
1511 中サプ
トレンチ

色
色
黄

'
h
d

色
禍
版
即
断

黄
、
、
剖
い

灰
れ

V

ぶ

音

」

汀

こ

日

:

E

l

2

L

3

 

/

3

2

/

 

4

/

6

 

面

目

防

函

肉

町

田

2
日

凸

傍

2

敏堅
む

む

含

含

粒
撲

砂

色

色

m
m
向口

の
の
む

大

大

含

阻

固

く

密

4

3
多

ゃ
~
~
母

や

1

1
雲

瓦
か

帆
H
J援雁瓦 一 2.6

痕内，切
着
糸

付
に
煤
面
に
凸
面
凹
凸

~
の
部

面
部
一

側

体

第 1調査区

1521 南サプ
瓦当面のl巴文(左巻き)の尾の部分が
一部l残存

トレンチ

瓦当面
やや粗 I p....~ I :-~:': 'f"'~ ，'， ，:+:kh. lやや 12.5YR6!3にぷい黄色 i外区径瓦l軒丸瓦1 2-3皿大の砂粒(花向岩、 I ~: - \- I ~~~U/ Jt'- .o-> v 'j.I.{t:::. 

l軟 l器肉 1 (16.0) 石英など)多く含む I ~ I ::~~; ，.，_... .__h 
ヨ 110YR6!41こぶい黄位色

3.0 
.玉縁部の|図面布目痕
一部l側面部分縦ナデ時

泌
伺
日掘溝

区
プ
チ

査
サ
ン

籾
南
レ

ー

ト

第

3
 

R
U
 
1
 

瓦 丸瓦lやや箆
微細な砂撲含む

凹凸面

'oi敏 12.5Y5!2暗灰黄色
器肉 586!1膏灰色

-1 2.01 -1 小片l刻印あり

第 1調査区
南サブ

瓦1541 トレンチl・

東端

第 l絢査区

~ 11551 南サプ|滞掘削時l 瓦。 トレンチ

!l
156
1第 1調査区

1 1156 南サプ|溝掘削時l 瓦
3 トレンチ

第 11周査区
1571 南サプ|構掘削時l 瓦

トレンチ

第 1鯛査区
1581 南サプ f昨掘削時l 瓦

トレンチ

水田
瓦1591調査区周辺耕作土中l・

水田
瓦1601調査区周辺耕作土中1

1611調査区南壁 瓦

やや密 凹面

14皿大の礁吉む I ，~~ 15Y6!2灰オ日ープ色
平瓦17=~~:;:;~，~ (-r~ m I堅鍛 |11皿以下の砂粒(石英、思 1""'''1凸面 2.5Y6!2灰黄色
雲母ほか)多く含む 器肉 2.5Y7!1灰白色

やや粗

目1-2回大の礁多く含む
平瓦l
・4回大の模台む
微細な雲母古む 色栂黄

色

い

褐

ぶ

黄

に
3

2

 

6
/

/
 

E

5

7

 

凸

町

肉
m
M

凹

2
器
叩

鍛堅 2.1 
.狭端部の|凹面ナデ
一部l凸面摩耗著しく網整不明瞭

色樫黄

色

い

褐

ぶ

黄

に
3

3

 

百

/

/

目

5

6

凸

日

肉

刊

凹

2
器
叩

徴堅む
A

計百母雲粒
む

砂

含
の
療

下
の

粗

以

大

平

田

町

や

2

6

瓦平 一・ 2.2 
広端部のl凹面ナデ
一部i凸面糸切り痕

密
平瓦11-2国大の白色榛古む
1回以下の黒色砂粒含む

凹面

2.5Y6!31こぶい黄色~
12.5Y511黄灰色

やや l
軟 |凸面
I!OYR6!31こぶい黄位色
器肉
10YR6!3にぶい策担色

2.1 
E凹面工具痕、ナデ

体部のl::1凸面横ナデ、糸切り痕
ロ'.凹凸面摩耗顕著

密 凹面
I ，~_~ 15GY4!1暗オリープ灰色

平瓦13回以下の白色黒色蝶(雲 1'Oi敏l
I ~- I凸面 IOY5!1灰色

母)含む
E ・器肉 5Y8!1灰白色

Eやや密
鬼瓦1
12-4聞大の礁(花岡岩?)多i堅敏 IN4!灰色

(棟鬼)11<含む

一 2.5 p
-
B
F
 
瞭明不整制

デ
デ
ナ
ナ
り

横
縦
あ

面
面
分

凹
凸
部

の
部

部
一
揃広

. 棟鬼のl裏面には側張を確認
一部i工兵でのケズリ、ナデ

1621 ~調査区南壁

やや密

鬼瓦15-7回大の礁多く古む
I回以下の砂粒多く古む

表面 2.5Y4!1黄灰色
裏面 2.5Y4!1黄灰色

堅敏i器肉
10YR5!3にぷい黄禍色

2.9 
鬼瓦の

4 部l竹管状工具による連珠あり

2.31 30.2 
E凹面縦ナデ

体部のl
一部l凸面縦ナデ、工具痕、ハナレ
目砂、パリ跡

瓦

色

色

灰

白

ー

色

プ

灰

色

一

灰

一

色

八

白

一

九

色

リ

灰

W

灰

一

四

灰

オ

F
b

-
白
4

。。
.

-
au

，fl

M
出

勾

f

，gL
M山

田

勾

t

v

ぬ
位
。

回

回

収

肉

一

岡

田

肉

問

凹

凸

防

器

一

凹

凸

器

2

敏

一

敏

堅

一

堅

母

一

含

多

雲

-

η

引

1

一

目

石

-
h

-

石

臼

h

m

む

一

長

川

印

刷

性

一

部

醐

砂

多

一

ω
の

の

f

粒

一

礎

大

下
H
H

砂

一

の

阻

粗

以

げ

の

一
密

大

3
む

や
凹
ど
回

一
や

阻

~

合

や

3
な

1

-
や

5
む

2
く

瓦

瓦

平

平

一・ 1.9 

凸面全面にハナレ砂多い

. 体部の1<雲母など)
一部l凸面縦・積ナデ
側面ナデ

一 2.1

凹面縦ナデ
. 体部のl凸面全面にハナレ砂多い
部1<雲母など)
凸面パリ跡

壁南区査調3
 
po 
l
 

l

9

8

2

 

1641調査区南壁

やや密

瓦l雁猿り瓦I ~ 回大の際 |堅敏|凹凸面 W 灰色
1 皿以下の砂粒(雲母ー長石 I~I'I'~ I器肉 7. 5Y4! 1灰色

等)多く含む

やや密

瓦l雁振り瓦Il=~~回大の砂粒・鵬く |堅鍛|凹凸面相/灰色
含む(雲母・長石 I='~ I器肉 N7/灰白色
5皿大の榛(石英)含む

2. 51 29.5 体部の
痕凹面明確な糸切り痕、布目

一部
凸面縦ナデ

外径
0.1 

2.5 
完形'"'楽通宝

側面~-. 2.1 体部の 凹面縦ナデ、全面に煤付治

部凸面ナデ

30.21 3.41 29.81 Oフτ万Mラ 凹荷工具による文織を千鳥
に施す

(13.8) 1 
| 口縁部I口縁部内面に沈線
1/17 内外面横ナデ
楠葉型

1651調査地周辺 一・ 銅製品l 銭貨・一

区

日

区

凶

査

戸

査

戸

調

井

調

井

1

1
 

第

第，

。

守

t

E

6

 

1

1

 

2

0
1
2
1

3
 

瓦 平瓦l密 |堅鍛 |凹凸面
2 . 5皿以下の砂粒を少量含む 1 ;.:t:."~ 1器肉 5Y6!八1灰色

2 

0 

~ 11681第3調査区

5 

盛土
掘削中

瓦 平瓦l密 l堅綴l凹凸面 N4!灰色
2回以下の砂粒を含む

瓦器 椀|やや密
0.5醐以下の黒色砂粒吉む

ややl内ー外面・器肉
軟 12.5Y8!1灰白色
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第3章私部城跡の発掘調査

第 15表遺物観察表 10

次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 始土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

内面 2.5GY7!1
明オリープ灰色

貫入あり
169 第4i周査区 磁器 椀密糟綾 竪綴 外商 2.5GY7/1 0.4 体部小片

明オリープ灰色 内面に植物枝状の文様あり

器肉 2.5Y8/2灰白色
2 。 第6調査区

一 鉄製品1 1170 ピット23
刀子かー 1.4 (0.5) 残存長8.7cm

l 

第4調査区 やや粗い
凸面 IOYR4/1褐灰色

体部の 凸面ケズリ、縦方向ナデ
171 

1官
瓦 丸瓦

3回以下の砂粒多く含む
堅綴 凹面 N3/暗灰色 2.3 

一部 凹面吊り級痕、糸切り痕
器肉lOYR7/6明黄褐色

第 1調査区
雪臣 密

やや 内・外面・器肉 頚部 内面ナデ、横ナデ
172 
溝(南側)

4層 瓦器 または 1回以下の砂粒(花樹岩つ)少
軟 5Y8/1灰色

0.5 
1/10 外面工具痕、横ナデ

査 量含む

第 1調査区
やや密

内・外函 N7/灰白色 口縁部
口緑端部内面に2条の沈線

173 
潜(北側)

3府 瓦器 椀 1回以下の砂粧(黒雲母)吉 堅鍛
器肉 N8/灰白色

0.4 
小片
内面ミガキ

む 楠葉型ill-I-2期

第 1調査区
やや密

内・外面 N5/灰色 口縁部~内面に微かにミガキ確認
174 m(北側)

6層 瓦器 椀 1m回以下の砂粒(黒雲母)宮 霊徴
器肉 2.5Y7/3浅黄色

0.3 
体部小片 楠葉型lV-lJ明か

む

第 i調査区
密 内面 N6/灰色 口縁部~内外面横ナデ

175 
溝(北側)

3層 瓦器 椀 1皿以下の砂粒(黒雲母)多 竪鍛 外面 N7/灰白色 (9.4) 3.1 体部 内面にミガキ
く含む 器肉 N8/灰白色 118 楠葉型W期

2 
第 1調査区

やや密
内・外面 N5/灰色 口縁部

内外面償ナデ。176
溝(北側)

3用 瓦器 椀 1皿以下の砂粒(黒雲母)多 堅敏
器肉 N7/灰白色

(10.0) 0.3 
1/12 
内面にミガキ。 く含む 楠葉型

5 
内・外面

やや密
11177 
第 1調査区

土師器 抱絡 1皿以下の砂粒(石英・黒雲
やや 7.5YR6/4にぶい檀色 口縁部 口縁部 横ナデ

溝(北側)
母)少量含む

軟 器肉 0.4 小片 外面薄く煤付着
7. 5YR7/3にぶい燈色

第 1測:l!l'区
内面 N81灰白色

底径 底部
内面に7本単位の周り固(残

178 
構(北側)

3府 瓦器 揺鉢密 堅微 2.5GY8/1灰白色
(9.6) 小片

存部に2ヶ所確認)
外面 N6/灰色 外面微かにミガキワ

内面 7.5YR4/4褐色
内面に茶利

第 1調査区 外面 2.5Y4/1黄灰色 底径 底部
(7.5YR4/4褐色)

179 6層 陶器 皿精微 堅微 0.4 外面赤茶色と黒色の紬i1H北側) 器肉 (6.0) 1/6 
底部外面に品切り痕

10YR7/3にぶい黄控色
外面給土固積み付着

やや粗

180 
第 li馬査区

白眉 瓦 平瓦
5四大の棟(花閥岩)

堅綴
凹凸面 N4/灰色

2.4 
体部の
凹面横ナデ

ifIi:(北側) 3皿以下の礎(花岡岩・黒雲 器肉 5Y7/1灰白色 一部
など)含む

2 。
凹凸面 7.5Y8/1灰白色

~ 1181 第 l調査区 北壁
瓦 平瓦

やや粗い やや
器肉 N3/暗灰色~ 2.2 

体部の 凸面縦方向のナデ、ハナレ

3 第5層 3.5聞大の砂礎吉む 不良
N2/黒色

一部砂

2 。
凹面 7.5Y5/1灰色 凹商来切り痕

~ 1182 密 体部の
第4調査区 堀部埋土 瓦雁振り瓦

l回以下の砂粒吉む
堅綴 凸面 5Y7/1灰白色

一部
凸面ナデ

器肉 5Y7/1灰白色 粘土の接着部分に工具痕

4 

2 。 密 凹商

;問 南壁 2-4凹白色撲(長石か)古 10Y7/1灰白色~
体部の 凹面縦ナデ、工具痕

第3制査区 第6層 瓦 平瓦む 竪縁 N5/灰色 2.0 
一部 凸面調整不明瞭

下部 1醐以下の白色・黒色砂粒多 凸面 10Y7/1灰白色

9 
く含む 器肉 10Y7/1灰白色
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第 16表遺物観察表 11

次
口径
器厚
器高

出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅 /縦幅 残存率 備考数 No
(Cm) 
(cm) 
(cm) 

184 
第 1調査区

土師器
やや密 やや 内噂外面器肉

(7.1) 
(1. 3~ 

1/3内外面横ナデ
ピット 5 皿 2回以下の砂粒含む 軟 7. 5YR7/6檀色

0.4 
1. 5) 

やや密
内面・器肉

185 
第 1調査区

土師器
皿 l曲以下の白色・赤色砂粒多

良好 2.5YR6/8控色 (10.4) 0.3 1.3 
口縁部 内外面ナデ

ピット 4 く古む
外面 5YR6/6燈色

1/10 外面指押さえ
黒雲母多く含む

外面体部上半強い横ナデ、
以下指押さえ

186 
第 1調査区

瓦器
密

堅鍛
内面 7.5Y8/1灰白色

(10.9) 1/2 
内面に間隔5-7皿の園練ミ

ピット 3 椀 1皿以下の砂粒を少量含む 外面 N7/灰白色
0.3 4.1 

ガキ
高台なし
楠葉型皿~ IV期か

やや粗い
凹面 2.5Y6/2灰黄色~
3/1灰褐色 四面積ナデ

第 l~調査区
2回以下の砂粒多く含む

凸面 2.5Y6/2灰賞色~ 体部の 凸面工具浪、糸切り痕
187 瓦 平瓦 3-4凹白色礎 堅鍛 2.2 
ピット 4 2~3皿の鳳色礁含む

N3/時灰色 一部 凹凸面ともに広範囲に煤付

黒雲母多く含む
2.5YR5/8明赤倒色 着

器肉 2.5Y7/2灰黄色

188 
第2調査区 下部~瓦質土器 T禁鉢

密
竪鰍
内・外面 N3/暗灰色

(14.0) 1.0 
ロ縁部 内外面剥厳著しく調整不明

盛土下面構 最下部 1皿以下の砂校少量含む 器肉 10Y7/1灰白色 小片瞭

189 
第2調査区 下部~

瓦器 不明
やや密

堅鍬
内・外面 N5/灰色

(20.0) 0.8 
口縁部 内面・外面口縁部横ナデ

盛士下面構 最下部 1回以下の砂粒を多く含む 器肉 5Y7/1灰白色 小片 外面下半横ハケ目

第 2澗歪E区
やや密

内外面器肉 10YR6/4 鍔部分 内面斜方向の細ハケ目
190 中世 土師緯 羽釜 2阻以下の砂粒多く含む 良好 0.7 
盛土下面講

4.5聞大の礁古む
にぶい黄綬色 1/8 内外面煤付活

191 
第2調査区

中世 瓦器 摺鉢
詑

堅鍛
内面・器肉:N1/灰色

0.3 
口縁部 内面のミガキ簡略化

盛土下函滑 1回以下の砂粒含む 外面 N5/灰色 1/10 楠葉型/v-2J聞か

内面
10YR7/31こぶい黄綬色

密 10YR5/1縄灰色
内面に摺り目

192 
第2調査区

43層 瓦器 f宙鉢
2回大白黒色砂粒

堅敏
外面 底径

0.7 ー底部1/10外面縦ナデ
盛土下面構 1皿大の禍色砂粧含む 10YR7/2にぶい黄櫨色 00.8) 

摩耗顕著
2 君主母多く合む lOYR5/1禍灰色。 器肉

l 10YR7/2にぶい黄極色

2 
内面機ナデ後、残存部分に

4 第2調査区 内外面 N5/灰色 口縁部
5四間隔でミガキ、口縁部

193 
土坑

中層 瓦器 椀精鍬 堅敏
舵肉 7.5Y8/1灰白色

0.3 
小片
に1条の沈線
外面ナデ
楠葉型

第 2itl国査区 内・外面 5/灰色 口縁部
内面回転ナデ、纏綿ミガキ

194 
土坑

中層 瓦器 椀精敏 堅轍
器肉 7.5Y8/1灰白色

0.3 
小片
外面ナデ
楠業型

第 2~調査区 下部~ 精鍬
内・外面

口縁部
内面横ナデ後斜方向のハケ

195 
土坑 最下部

瓦器
椀 l回以下の砂粒少量含む 竪敏 N3/暗灰色 0.3 

小片
目、細い横ミガキ

器肉 5Y7/1灰白色 楠葉型

第2調査区
内面 lOY8/1灰白色

口縁部 内外面横ナデ
196 

土坑
中層 瓦器 椀精鍬 堅敏 外園出/灰色 0.3 

小片 楠葉型
器肉 7.5Y8/1灰白色

内面積ナデ後上方に縦ハケ

第2調査区 密 内・外面 N3/暗灰色 口縁部
目、細いミガキ

197 
土坑
最下層 瓦器

椀 1田以下の砂粒少量含む
堅鍛
器肉 N7/灰白色

(11. 4) 0.3 (3.8) 
1/8 
外面口縁部横ナデ
体部ナデ
楠葉型/v-2J明か

198 
第2調査区 下部~ 瓦器 椀精鍬 墜敏

内・外面 N4/灰色
(10.4) 0.3 

ロ縁部 内外面横ナデ

士坑 最下部 器肉 N7/灰白色 1/4 楠葉型/V-3期か

199 
第2調査区

一 土師器
密

良好
内・外面器肉

1.3 小片 摩耗著しく類整不明瞭
土坑 .DIl1'i回以下の砂粒少量含む 7. 5YR7/4にぶい燈色

0.4 

200 
第 2調査区

下府 土師器
密 やや 内・外面・器肉

小片 摩耗著しく調整不明瞭
土坑 皿 1回以下の砂粒含む 軟 7.5YR7/4にぶい樫色

0.3 1.1 

第2調査区
やや粗

やや 内・外面・器肉
内面積ナデ

201 
土坑

中層 土師器 血 1師以下の砂粒(雲母など)
軟 7.5YR8/4浅黄極色

0.4 0.9 小片 外面ナデ

多く含む 摩耗顕著

202 欠番

203 
第2調査区

ー 土師器
密

良好
内外面器肉

0.4 
口縁部
内外面積ナデ

土坑 皿 1回以下の砂粒を少量含む lOYR8/4浅策担色 のみ

204 
第2調査区

下層 土師器 皿精微
やや 内ー外面ー器肉

(6.6) 0.4 1.3 1/4 
内外面ナデ

土坑 軟 7.5YR8/4浅賀燈色 内面に弱い指頭圧痕
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第3章私部城跡の発掘調査

第 17表遺物観察表 12

次
口径
器厚

器高

数 No・ 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

205 
第 2翻査区

土師器
密 やや 内・外面・器肉

(6.4) 0.4 1.2 1/5 
内面横ナデ

土坑 皿 l皿以下の砂粒少量含む 軟 IOYRB/3浅黄控色 外面ナデか

内面

第 2調査区 下部~
密

やや
IOYR6/41こぶい黄綬色 口i縁~内外面軍l離顕著

206 土師器 皿雲母多く含む 外面 2.5Y7/3浅笹色 (7.2) 0.4 1.3 底部 内面底部に指押さえ
土坑 最下部 1回大の白色砂粒含む

軟 器肉 1/10 底部手提ね成形か

IOYR7/2にぷい黄燈色

やや密

207 
第 2調査区

下部 土師器 皿 3回大の砂粒含む 良好
内・外面・器肉

(7.4) 0.4 1.3 1/3 
内外面ナデ

土坑
1皿以下の砂粒とか量含む

7.5YRB/4浅黄恒色 外面摩滅顕著

第 2調査区
最下層 土師器

密
良好
内・外面・器肉

(9.0) 0.4 1.2 1/5 
内外面積ナデ

208 
土坑 皿 1皿以下の砂粒少量含む 7.5YRB/4浅黄燈色 外面底部指押さえ

209 
第 2調査区 下部~

瓦器 鉢やや粗い 堅鍛
内・外面 N4/灰色

1.2 
口縁部
横ナデ

土坑 最下部 器肉 7.5Y7I1灰白色 小片

210 
第 2調査区 下部~ 瓦器 不明

やや密 やや 内・外面 N3/暗灰色
1.0 

口縁部 内面=滋顕著で調整不明隊

土坑 最下部 2.5回以下の砂粒少量含む 軟 器肉 IOYRB/3浅黄笹色 小片 外国横ナデ

第 2調査区 下部~ やや粗 やや
内・外面 5Y5/1灰色

口縁部
内面積ハケ目

211 
土坑 最下部

瓦器 羽釜か
微細な砂礎を含む 整敏

器供，:7.5Y7I1灰白色 0.7 
小片
外面積ナデ、微かに煤付着

IOY3/1オリープ黒色 体部に鍔部分可能性あり

第 2調査区 下部~
やや粗 内面 N7/灰白色

底部
内外面ナデ

212 
士坑 最下部

瓦質土器 鉢 1凹以下の砂粒(雲母ほか) 堅綴 外面 N5/灰色 0.6 
小片
底部~体部の接着部は維で

多く含む 器肉 IOYB/l灰白色 粗い

密
内・外面 口縁部~内外面回転ナデ

2 1213 
第 2調査区

下層 陶器 持宮鉢
lmm以下の白色砂粒含む

竪徽 IOYR4/1晴赤灰色 (26.3) 0.9 体部の 9本を 1単位とした間り自
士坑 体部に9醐大の黄褐色礎あ

総肉 lOR5/3赤褐色 一部 備前焼W期後半か。 り

~ 1214 第 2調査区 地山のー 石製品 砥石 ー両面に砥ぎ痕あり
土坑 つ上の層

4 
密

凹面 2.5Y6八灰黄色 狭端部~ 凹凸面斜方向ナデ

215 
第 2調査区 下部~

瓦 平瓦
3聞大の穣(長石?)吉む

堅徹 凸面 2.5Y6/2灰黄色 2.3 ー 側面の 四面煤付着
土坑 最下部 l回以下の砂粒(雲母)多く

島肉 2.5Y7/1灰白色 一部 凸面パリ跡
合む

やや密

第 2調査区
3凹以下の礁(石英長石等) 凹而 5Y7/2灰白色

体部の
凹函縦ナデ

216 
土坑
最下部 瓦 平瓦 少量合む 堅鍬 凸面 N6/灰色 2.0 

一部
凸面斜方向ナデ、粗い糸切

1凹以下砂粒(雲母など)多 器肉 5YB/l灰白色 り痕、工具痕 l 

く含む

第 2調査区 やや密
凸面 Nl.5/黒色

体部の
凸面全面に煤

217 
士坑

15層 瓦 丸瓦
微細な雲母を含む

堅鰍 凹而 N3/附灰色 2.2 
一部
z面横ナデ布目痕品切り

総肉同/灰色

密
1-4阻大の白色際(長石ワ) 凹面

側面~凹面全体的に綿糸切り痕、

218 
第 2調査区

下層 瓦雁振り瓦
含む

堅鰍
5Y6/2灰オリ ープ色

1.8 ー 体部の 型跡
土坑 1帥以下の白色砂粒多く吉 凸面 5Y7/2灰白色

一部 凸面縦ナデ
む 器肉 5Y7/1灰白色

1回以下の黒色砂粒含む

219 
第 3調査区

瓦器 椀密 堅敏
内ー外商 N5/灰色

(12.0) 0.3 
口縁部 ナデ

盛土下面溝 器肉 7.5Y7/1灰白色 小片 楠業型1V-3期

220 
第 3調査区

土師器
やや密

軟
内・外面・鴇肉

0.5 底部小片
摩耗著しく測整不明瞭

盛土下面講 血 2皿以下の砂粒多く含む 7.5YRB/6浅黄栂色 手担ねかっ

内而棟ナデ後 1mm帽のミガ

221 
第 3調査区

瓦器
密

堅徹
内・外面 N5/灰色

0.3 
口縁部キ

盛土下面溝 椀 1皿以下の砂粒少量含む 総肉 IOY7/1灰白色 小片 外面積ナデ後ナデ
和来型1V-4文は3期かつ

やや密 凹商 2.5Y5/1策灰色
体部の 径 1cmの釘穴あり

222 C調査区 瓦 平瓦 5皿大の石粒含む 竪轍 凸面 2.5Y5/2附灰黄色 2.2 
一部 四面より穿つ

2.5-4皿大の石粒多く含む 器肉 5Y4/1灰色

凹面 5s4/1時背灰色 凹面綿布目痕、繍方向のナ
9 やや密

5YR6/6抱色 体部の デ、ハナレ砂
8 1223 C調査区 瓦 平瓦 0.5皿以下の砂粒 堅綾

凸面 lOsG4/1暗脊灰色
2.2 

一部 凸面縦方向のナデ
E 2-2.5皿大の砂礎含む

総肉:7. 5Y4/1灰色 コピキAを確認

凹商 5Y5/1灰色

やや密
7.5YR5/8明褐色 狭端部~

四面峨方向のナデ
224 C調査区 瓦 平瓦

2回以下の砂離合む
堅鍛 凸面 5Y5/1灰色 2.2 一 側面の

凸面にハナレ砂
7.5YR5/4にぶい褐色 一部
器肉 IOY6/1灰色
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次
口径
器厚

器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

凹面 2.5Y7/3浅黄色

やや密 7.5Y4/1灰色 広端部~
凹面償ナデ

225 C調査区 瓦 平瓦 O. 5nunnの砂粒 堅歓 凸面 10Y6/1灰色 1.8 側面の

2-3醐大の聖書含む 7.5Y4/1灰色 一部
凸面縦ナデ

器肉 7.5Y6/l灰色

やや密
凹面器肉 N4/灰色
lOYR6/41こぶい黄燈色 広端部~

1 1
226 C測査区 瓦 平瓦

1回以下の型車 堅縁 凸面 2.1 ー 側面の 摩耗顕著
ところどころに 3-4則前大

lOYR7/3にぶい黄檀色 一部
9 の模(石英)含む

N2/黒色
8 

6 
やや密 凹面

O.3mm以下の黒色粒(雲母 7.5GY4/1時緑灰色

か)含む 凸面 5Y.1/1灰色 凹面縦ナデか
227 C調査区 瓦 平瓦

0.5醐以下の白色礁含む
堅敏 5YR5/8明赤褐色

2.3 一 広端部
凸面糸切り瓜

ところどころに3-4聞の 器肉

礁古む lOYR7/4にぷい黄櫨色

密 凹面 N3/時灰色 広端部~

228 C調査区 瓦 平瓦
黒雲母吉む

堅敏 凸面 N4/灰色 2.3 一 体部の
凹面舟切り痕

1-4皿の白色撲{長石)
器肉 lOY6/1灰色 一部

凸面摩耗著しい、縦ナデか

多く含む

弥生時代
91229 

包含層
石器 石包丁一 14.3 0.5 5.0 完形 粘板岩

6 

5 

61230 
弥生時代

石器
石包丁

30.2 1.6 6.8 一粘極岩
9 包含層 (来製品)

内面

密 5Y612灰オリープ色
口縁部
内外面回転機ナデ

231 第 l調査区 陶器 皿 1-3皿大の白色礎多く宮 堅微 7.5Y3/1オリープ黒色 (47.6) 1.1 
小片
外面に施軸

む 外面lOR3/1暗赤灰色 備前焼
器肉 lOR4/2灰赤色

精微 内・外面目8/灰白色 口縁部
染付

232 第 1調査区 磁器
血 0.5回以下の黒色砂粒吉む 堅鍬 器肉 2.5GY8/1灰白色

0.2 
小片
内外面施軸

外面に絵付け

内面 lOYR8/3浅黄色

粗 外面 5YR6/6位色~
内面ナデ

233 
第 1欄査区

弥生土器 不明
4皿以下の白色際(長石か) やや 7. 5YR7/4にぷい位色 底径

0.9 底部1/日 外国横ナデ
東端 合む 不良 器肉 10R8/3浅黄色~ (13.6) 

2阻以下の雲母多く含む lOYR7/3にぷい黄樫色~
摩滅顕著

2 5YR5/6明赤褐色。
やや粗

31234 
第 l調査区

瓦 丸瓦
6回大の型車合む

堅鰍
凹凸面間/灰色

2.3 
広端部の 凸面ナデ

東端 2.5阻以下の砂粒(石英 雲 器肉 10YR7/1灰色 部 凹面布目痕、来切り痕

7 
母ー長石など)多く含む

東壁
密 凹凸面 N51灰色 胸部の 凸面縦方向のナデ、工具痕

235 第 1調査区 11府下 瓦 丸瓦 堅鰍 1.9 

-12層
1皿以下の砂粒(雲母)含む 器肉 N7/.灰色 一部 凹面布目痕

やや密
凸面 7.5Y7/1灰白色~

1-4回大の白色様(長石 狭端部~
236 第 1調査区 瓦 丸瓦 か)多く含む 堅綴

N4/灰色
2.6 ー 体部の

凸面縦方向のナデ

2回大の紫色僕含む
凹面 N4/灰色

部
凹面布目痕、吊り紐痕

~母多く含む
器肉 N6/灰色

やや粗
凸面縦方向のナデ、側面付

2皿以下の砂粒(石英ー花閥
近に工具痕

237 第 1調査区 北壁17層 瓦 丸瓦 堅綴 凹凸面・器肉間/灰色 15.7 2.7 1/2 凹面布目後コピキ、吊り.J!D
岩など)多く含む

型、内叩き痕
1 cm大の石混入

凹凸面煤付着

滑り止めあり
瓦当面はI若草文の可能性あ

やや密 り
3-4四大の礁(花閥岩長

凹凸面 lOY5/1灰色 平瓦部
瓦当外縁上線面面取り

238 井戸内 5・6層 瓦 軒平瓦 石・石英など)多く含む 堅徹
器肉 2.5Y6/1黄灰色

25.0 2.4 
のみ
平瓦部凹面横方向にナデ、

2回以下の砂粒(雲母長石) ヒレとの接着部分は強いナ
l 多く含む デ消し
9 凸面横方向に幅広のナデ、
9 側縁にノミリ痕
7 

やや密 凸面5Y7/2灰白色
21239 
光通寺境内

表採 瓦 軒平瓦 1皿大の白色砂粒含む 顎部後縁 7.5Y4/1灰色
瓦当面
宝珠唐草文

採集
1 c皿大の榛含む 器肉lOY8/1灰白色

1/2 

やや粗

240 井戸1 瓦 軒平瓦
4阻大の軍事吉む 塁線 凹凸面 5Y6/1灰色

2.7 
平瓦部の 瓦当面に界線残る

2醐以下の砂粒(長石 雲母 器肉 7.5Y6/1灰色 一部 凹凸面ナデ
ほか)多く含む
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次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横揺
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(c皿) (c皿)

密
三つ巴文

241 井戸l 瓦 軒丸瓦
1-3聞大の黒色礁含む

堅徴
瓦当両面 N4/灰色 外縁幅 外縁高 瓦当面

内縁に径lcm大の珠士を4
2-5皿大の白色礁含む 器肉 N5/灰色 2.0 1.2 O. 9 2/3 
雲母含む

個確認

巴文

242 井戸 1 瓦 軒丸瓦密
瓦当両面・器肉 外区径

1.5 
外縁高 瓦当面 内縁に珠文

5Y8/1灰白色 (14.2) 1.0 1/3 回線あり
鋳型の跡が残る

やや密 三つ巴文
4回大の畷(石英・花閥岩?長 内線に珠文
石ワ)含む

凹凸面 N5/灰色 外区径 外縁高 瓦当面
丸瓦部凸面縦方向のナデ、

243 井戸 1 5・6厨 瓦 軒丸瓦 2-3皿大の際(石英など) 堅紋
器肉 10Y4/1灰色 (14.5) 

2.8 
1.3 3(4 

凹面布目痕
多く含む 瓦当面との接合部分は強い

1皿以下の砂粒(雲母など) ナデ、圧痕
多く含む 丸瓦部器厚2.7cm

やや粗
凸面縦方向のナデ、微かに

244 井戸1 瓦 丸瓦 3.5皿大の礁吉む 堅微
凹凸面 N5/灰色

13.0 2.1 2(3 
工具痕

器肉 10Y6/1灰色 凹面布目痕後工具痕、微か
2回以下の砂粒多く含む

にコピキ痕

粗
凹凸面 N5/灰色

体部の
凸面縦方向のナデ、微かに

245 井戸l 瓦 丸瓦
2.5皿以下の砂粒多く含む

堅敏 器肉 13. 9 2.3 
112 
工具痕

2. 5GY6/1~ リ ープ灰色 凹面布目痕、吊り紐C型

246 井戸 1 瓦 丸瓦
密

堅綴
凹凸面 N4/灰色

2.3 
玉縁側の 凸面縦方向のナデ

1回以下の砂粒若干含む 器肉 N5/灰色 一部 凹面布目痕

やや粗

247 井戸 1 瓦 丸瓦
4岡大の撲(長石か)含む

竪鍛
凹凸面 N5/灰色

2.6 
滑り止め 凹面布目痕、吊り紐痕、他ナ

2回以下の砂粒(雲母長石 器肉 10Y5/1灰色 部分デ
など)多く含む

凸面縦方向のナデ

248 井戸 1 瓦 丸瓦
やや粗

堅敏
凹凸面 N5/灰色

13. 9 2.6 
体部の 凹面布目痕、吊り紐C型(純

3.5回以下の撲多く含む 器肉 7.5Y7/1灰白色 1(2 目明瞭)、微かにコピキ痕、
版状工具での内叩き癒

凹凸面 N5/灰色 体部の
凸面縦方向のナデ

11249 井戸l 瓦 丸瓦 やや粗 墜綴
器肉1'6/灰色

14.1 2.4 
一部
凹面全体に綿布目痕、吊り

9 まlI;C型、来切り痕

9 
7 凸面 N5/灰色

凸面縦方向のナデ、工具痕
I 1250 井戸 1 瓦 丸瓦

密
堅敏
凹函 N5(灰色

2.3 
体部の
凹面板状工具での内叩き

3回以下の砂粒多く含む 器肉 112 2 
2.5GY6/1オリープ灰色

痕、微かに布目痕、糸切り痕

やや粗
凹凸面 N5/灰色 体部の

凸面縦方向のナデ

251 井戸 l 瓦 丸瓦 5回大の石粒含む 堅鍛
総肉 7.5Y5/1灰色

2.5 
一部
凹面布目痕、吊り紐C型、楕

1回以下の砂粒多く含む 円形状の内叩き痕

やや密
凹凸面 N4!灰色 体部の 凸面縦方向のナデ、工具痕

252 井戸 l 瓦 丸瓦 4回大の楼含む 堅敏
器肉 10Y6/1灰色

2.7 
一部 凹面締布目痕、内叩き、紐痕

2皿以下の砂粒多く含む

やや粗
凸面縦方向のナデ

3岡大の離合む 体部の
253 井戸1 瓦 丸瓦

1-2回以下の砂粒多く吉 堅鍛
凹凸面器肉 N5/灰色 2.6 

部
凹面細布目痕、吊り紐痕、コ

む
ピキ痕

やや密 体部の
凸面縦方向のナデ

254 井戸 1 瓦 丸瓦
2回以下の砂粒少量乱含む

堅徹 凹凸面白器肉 N5/灰色 (13.8) 2.3 
一部
凹面細布目痕、庄痕(内叩
きつ)

やや密
凸面 N6/灰色

5mm大の様(花!剖岩)少量含
竪鍛 凹面 体部の 凸面縦方向のナデ

255 井戸 1 瓦 丸瓦 む
2.5Y6/3にぷい黄色

2.4 
一部 凹面綿布目痕、強い圧痕

2回以下の砂粒(雲母石英
器肉陥/灰色

など)多く古む

凸面 7.5YR7/6燈色
凸面縦方向のナデ

堅綴 凹面 2.5Y5/1黄灰色 体部の
256 井戸 l 瓦 丸瓦 やや密

器肉 7.5YR7/6樫色
2.1 

一部
凹面細布目痕、吊り紐痕、内

にぶい黄燈色
IIn き、微かに糸切り痕

やや密
堅敏
凸面 N31暗灰色

体部の 凸面縦方向のナデ
257 井戸 1 瓦 丸瓦 1皿の砂撲を含む 凹面 N4/灰色 2.2 

一部 凹面布目痕、吊り紐痕
4皿大の様(花閥岩)を含む 器肉 N51灰色

やや密
凸面 7.5Y5/1灰色

凸面縦方向のナデ
墜徹 5YR6/6燈色 体部の

258 井戸 1 瓦 丸瓦 4-5皿大の礎
凹面 7.5Y5/1灰色

2.6 
一部
凹商綿布目痕、吊り紐C型、

2回以下の砂粒吉む
器肉7.5Y5/1灰色

コピキ痕

やや密 凸面 5Y6/1灰色
体部の
凸面工具痕

259 井戸 l 瓦 丸瓦 3-5阻の畷(石英・花岡 堅椴 凹面・器肉 N4/灰色 2.1 
一部
微かに煤付着

岩)、黒雲母多く含む 器肉 10YR5/1褐灰色 凹面細布目痕、コピキ接
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次
出土地点 出土層序材種

口径
器厚
器高

数 No 器種 胎土 焼成 色調 /横幅 /縦幅 残存率 備考
(cm) 
(cm) 
(Cm) 

やや密
凸面 N4/1灰色

凸面縦方向のナデ

260 井戸 l 瓦 丸瓦 4醐大の軍事吉む 堅微
図面 体部の

7.5YR6/4にぶい檀色
2.4 

一部
四百布目痕、吊り紐は直線

2皿以下の砂粒多く宮む
器肉 5Y5/1膏灰色

的

やや密
体部の

261 井戸1 瓦 丸瓦 3.5四大の畷(石英・花1菌岩) 堅鍬 凹凸面ー器肉 N5/灰色 2.4 
凸面縦方向のナデ、工具痕

多く含む
一部 出面布目痕、紐痕

井戸1
やや密

凸面白B6/1青灰色
体部の 凸面縦方向のナデ

262 瓦 丸瓦 堅敏 凹面 5PB5/1青灰色 2.4 
3回以下の榛含む

器肉 5PB6/1育灰色
一部 凹面布目痕、紐痕

やや客 凹面 N5/灰色

263 井戸1 瓦 平瓦
0.5-1回以下の砂粒多く含

堅鍛
一部5YR7/6-6/6檀色

2.2 狭端側
凹凸面ナデ

む 凸面 5B5/1明青灰色 凸面にハナレ砂

3-4皿大の棟吉む 器肉 N4/灰色

やや粗

264 井戸1 瓦 平瓦
2阻以下の砂粒多く合む

堅級
凹凸面 N5/灰色

狭端側
凹面ナデ

3-4阻以下の蝶 器肉 7.5Y5/1灰色
2.1 

凸而に微かに糸切り痕

7回大の石粒多く含む

やや密
凹凸面総肉

265 井戸 1 瓦 平瓦 3皿以下の砂粒含む 墜敏 2.2 狭端側
凹面ナデ、煤付着

l醐以下の砂粒多く含む
N3/暗灰色 凸面ナデ、工具痕

266 井戸1
組

凹面 N3/精灰色
瓦 平瓦 堅調主 凸面 N5/灰色 2.2 狭端側 凹凸面ナデ

3回以下の砂粒多く含む
器肉 N1/灰色

やや窃 凹面 7.5Y5/1灰色

267 井戸 1 瓦 平瓦 1回以下の砂多く含む 墜轍 凸面 10Y5/1灰色 2.0 狭端側
凹凸面ナデ

3岨大の畷含む 器内 7.5Y5/1灰色
凸面型跡残る

268 井戸 1
やや密

凹面 5Y7/1灰白色
体部の 凹凸面ナデ

瓦 平瓦 軟 凸面器肉 2.1 
2回以下の砂粒含む

5Y7/1灰白色
一部 糸切り痕

やや密
凹凸面・器肉 体部の

凹商ナデ

269 井戸 l 瓦 平瓦 3回以下の榛(花幽岩、石英 墜鍛 2.1 凸面縦方向のナデ、型跡、
I 5Y5/1灰色 一部

など)含む 糸切り痕
9 

9 やや密

7 1270 井戸 l 瓦 平瓦 3聞大の畷 堅敏
凹凸面 N4/灰色

2.0 
体部の 凹商ナデ、ハナレ砂

2回以下の砂粒含む
保肉ト5/灰色 一部 凸面ナデ、工具痕、糸切り孤

2 
やや密 凹面 5G2/1緑黒色

271 井戸 1 瓦 平瓦
0.5-1皿の砂粒

墜鍛
凸面 5B3/1暗青灰色 体部の 凹凸面ナデ

2.0 
2-3回大の穣含む 7.5YR7/6俊色 一部 凸面全体に糸切り痕

雲母含む 総肉 5B3/1暗青灰色

やや密
凹而 N4/灰色

凹凸面ナデ

272 井戸 1 瓦 平瓦 2皿以下の砂粒含む 堅敏
凸面 N1/灰色

2.0 
体部の
凸面全体にハナレ砂、糸切

3-4聞大の軍事あり
7.5YR5/6黄褐色 一部

り痕
器肉 N5/灰色

やや密
凹面 5Y5/1灰色

273 井戸 1 瓦 平瓦 0.5回大の砂粒 堅鍛
凸面 10Y4/1灰色

2.2 
体部の

2回大の撲含む
10YR6/6明黄禍色 一割目 凸面ナデ、工具痕、品切り痕

思肉 10Y4/1灰色

やや粗 凹面 N4/灰色
274 井戸1 瓦 谷丸瓦 5阻大の石粒古む 堅鰍 凸面・器肉 2.3 体部

凹面全体に粗い布目痕

3皿以下の砂粒多く含む 7.5Y6/1灰色
凸面工具痕後ナデ

やや密
凸面器肉

275 井戸1 瓦 丸瓦
4皿大の礎(花関岩・石英な 堅調設

10YR5/2灰黄褐色
体部の 凸面縦方向のケズリ

ど)
2.1 

一部 凹面工具痕、布目痕
2-3皿大の砂粒多く吉む

凹面 5Y1/1灰色

巴文

やや密 瓦当面 N5/灰色 内縁に味文

276 井戸1 瓦 烏会
5田大の礁含む

堅轍
瓦当面裏 N4/灰色 外区径 外線高 瓦当部 瓦当裏面円に沿ってナデ、

3mm大の礎多く含む(花尚 丸瓦部 N5/灰色 (15.3) 
3.0 

1.2 2/3 指頭圧痕
岩、石英など) 器肉 7.5Y5/1灰色 丸瓦部凸面縦方向のナデ

丸瓦部器厚2.7cm

やや密

277 井戸1 瓦 f寺会か
5皿大の榛(長石ー花闘岩石

堅鍛
凹凸面 N5/灰色 丸瓦部の

凸面縦方向のナデ、煤付近

英など)、 2凹以下の型軽(雲 務肉 5Y6/1灰色
2.8 

部
凹面吊り紐D型、布目痕、糸

母花闘岩か)多く含む
切り浪

やや粗い
5.5回大の礁(石英花岡岩)

凸面総肉 N51灰色 丸瓦部の
278 井戸 l 瓦 鳥会か 含む 堅敏 2.5 

凸面縦方向のナデ

3阻以下の型車(雲母国花嗣岩
凹面 7.5Y6/1灰色 一部 凹面ナデ、布目痕、コピキ痕

など)多く含む

-293一
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次 No
口径
器厚
器高

出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅 /縦幅 残存率 備考
数

(cm) 
(cm) 
(cm) 

やや粗 凸面 5Y5/1灰色

279 井戸1 瓦 丸瓦
3.5皿大の礎吉む 竪綴 凹面 7.5YR7/6檀色

3.0 
丸瓦部の 凸面縦方向のナデ

2回以下の砂粒多く含む(長 器肉 2.5Y5/1黄灰色 一部 凹面布目痕、紐君主
石ー雲母他) lOYR7/41こぶい黄控色

280 井戸1
瓦雁振り瓦 やや密 堅鍬

凹凸面器肉
3.7 

体部の 凸面全体に糸切り痕

か 5Y7/2灰白色 一部 摩耗剥落著しく調整不明

密
凹面 7.5Y5/1灰色

瓦雁振り瓦 凸面 5Y7/1灰白色 体部の
281 井戸 1 3回大の礎(石英など)、 堅綴

器肉
2.6 

部
凹凸面ナデ

カ〉
1回以下の砂粒多く含む

lOYR7/3にぶい黄檀色

凹面 7.5Y6/1灰色
やや密 10YR5/8黄禍色

体部の 凹凸面ナデ
282 井戸 1 瓦 平瓦 6皿大の石 堅鍛 凸面・器肉 2.4 

3咽大の礎(花岡岩?)含む 2.5Y5/2暗灰黄色
一部 凸面全体に糸切り痕

5YR6/自檀色

問鬼瓦 | 
表面の鬼顔は欠失

長さ 目、鼻、耳、角は丁寧なケズ
やや密 外面 N5/灰色

29.8- 2.2- 44.2 
リとナデで整えられ、両側

1 1
283 井戸 l 瓦 鬼瓦 4町大の際 墜鍛 器肉。N5/灰色~

37.6 2.5 顔出
1/2 に2.2"'2. 4cmの半球型連珠

2皿以下の砂粒含む N6/灰色 を記する
9 11. 5 台部の裏面は周囲に姐!J張を
9 貼付け、内側は工具で削り
7 取り、ナデ

2 
内面 N5/灰色

サプ 密 5Y7/1灰白色
口緑部
内面横ナデ後上部被ミガ

284 トレンチ 瓦器 深鉢か l回大の黒色砂粒含む 堅教 外面 7.5Y5/1灰色 (23.0) 0.9 
1/10 
キ、指頭圧痕

内 ~母多く含む 一部lOYR6/1褐灰色 外面縦ミガキ後横ナデ
器肉 2.5Y7/2灰黄色

サブ
ゼ勾訂ヤ

内面 白5/1i宵灰色
口縁部 内外面横ナデ

285 トレンチ 瓦器
椀 1-2皿黒色砂粒含む

墜椴 外面 585/1背灰色 0.3 
内 務肉面 2.5GY8/1

小片 内面微かにミガキ

やや粗
内而

サプ 聾 1-4回大の白色礎(R:石)
286 トレンチ 弥生土器 または 1-2回大の11¥色際(角閃 良好

lOYR6/31こぶい黄燈色
1.3 

底部のみ 外面ナデ

内 ~ 石)多く含む
外面 lOYR6/2灰黄褐色 1/4 摩耗著しく網整不明瞭

雲母多く含む
椋肉 2.5Y7/1灰白色

サブ 聾 密
内外面横ナデ

287 トレンチ 弥生土器 または
lmm........4凹大白色砂様

良好
内外面ー器肉

0.7 
類部?小 内面斜方向にハケ目又はミ

内 査
2四大の黒色砂粒含む 7.5YR6/41こぶい燈色 片ガキ
雲母多く見られる 摩耗顕著

サプ 密
内面lOY6/1灰色

288 トレンチ 須恵器 不明 1皿大の白色砂傑 堅敏
外面 N5/灰色~

0.8 底部小片 償ナデ
5GY6/1オ日ープ灰色

内 1皿以下の黒色砂粒含む
器肉 7.5Y5/1灰色

9 
やや密 凹面 JOY4/J灰色 広端部~

~ 1289 調査区内 第5層 瓦 平瓦 O.5mm以下の砂穣 竪綴 凸面 2.5Y7/2灰黄色 1.7 体部の 凹凸面横ナデ
9 

微細な雲母を吉む 器肉 2.57/2灰黄色 一部

2 

290 
調査区 地盤層

土師器
椀または やや粗 やや 内・外面・器肉

0.3 
口縁部
内外面横ナデ

東半分 直上 lIIl O.5m.m以下の黒砂粒を含む 軟 5Y7/1灰白色 小片

密 凹面 N3/暗灰色

291 
調査区西端

埋士下部 瓦 平瓦
1-7皿大の白色穣(長石

堅敏
凸面削/灰色

1.6 
体部の
凹凸面横方向のナデ

堀 か)含む 器肉 一部
2 

黒雲母多く含む 2.5GY6/1オリープ灰色。
やや密

~ 1292 調査区 微細な雲母含む
凸面 7.5Y6/1灰色

体部の
凸面横方向のナデ

堀
埋土上部 瓦 丸瓦

0.5皿以下の砂粒吉む
墜鍛 四百 lOY5/J灰色 2.5 

一部
凹面全体に布目痕、糸切り

自 内面に5回大の石あり
器肉 N7/灰白色 jj正

内面 lOR4/4赤褐色

調査区
外面

293 
南西部

第11層 陶器 揺鉢 やや密 堅綴 2.5YH3/2暗赤褐色 口絞部 備前焼
lOR4/4赤褐色
器肉 JOR4/3赤褐色

2 擁壁部
密 凸面縦方向の細かなナデ。294

立会区
瓦 丸瓦 2-3皿の礎(花樹岩)多く 堅鰍 凹凸面 N5/灰色 15.0 35.0 34.9 ほぽ完形 凹面布目痕、糸切り痕、吊り

1 
含む 紐C型

2 
密 凸面縦方向のナデ

I 1295 擁壁部 瓦 丸瓦 3.5聞大の石を多く含む 堅綴 凹凸面・器肉 N5/灰色 (11. 7) 6.4 体部 凹面布目板、品切り痕、吊り
2 立会区

2nun以下の砂粒を多く含む 紐C型

294-
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次
口径
器厚
器高

数 No. 出土地点 出土居序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

擁壁部
粗い 凸面 5Y7/1灰白色 凸面縄たたき痕、 工具痕

296 瓦 丸瓦 B聞大の石 堅鰍 凹面 5Y7/1灰白色 15.5 2.6 体部 ヘラケズリ後ナデ
立会区

3皿大の小石多く含む 器肉 10Y4/1灰色 凹面布目痕、吊り紐痕

やや粗
凸面 5Y7/2灰白色 凸面縦方向のナデ、部分的

297 
擁壁部

瓦 丸瓦 5回大の礁(石英つ)多い 堅鰍
凹面 10YR8/2灰白色

13.7 6.8 体部
に横方向のナデ

立会区
2-3mmの穣多く吉む

一部5YR6/6燈色 凹面糸切り痕、布目匹、工具
器肉 10Y7/1灰白色 痕

やや密
凹凸面

凸面縦方向のナデ

298 第 l調査区 近世 瓦 丸瓦
5""，大の礎(花岡岩かワ)合

堅敏 5Y6/2灰オリープ 2.4 
体部の 凹面布目痕、吊り紐D型、糸

む
器肉 7.5Y7/1灰白色

一部 切り痕、縦方向に板状の工
2園以下の砂粒多く含む 具で内叩き

凸面・器肉
やや密 5Y6/2灰オリープ色~

凸面縦}j向のナデ
3-4聞大の榛(長石)含む 10Y6/1灰色 体部の

299 第 l調査区 瓦 丸瓦
2間以下の砂粒(雲母畏石

堅敏
凹面 N5/灰色

2.4 
一部
凹面吊り紐D型、方形の内叩

など)多く含む 側面
き

5Y612灰オリープ色

第lR周査区 密
内面 N3/暗灰色

ロ縁部 内外面積ナデ
300 

101. 
中世 瓦器

椀 3皿大の砂粒わずかに含む 堅鍬 外面 7.5Y8/1灰白色 0.4 
小片 口録端部ミガキか

器肉 7.5Y8/1灰白色

第 1凋査区 口縁部
内外面横方向のミガキ

301 中世 瓦器 椀密 堅鰍
内外面 N5/灰色

0.4 外面回転ナデ
10溝 器肉 5Y7/1灰白色 小片 楠業型13C中葉頃かつ

第 1澗宜区 内・外面 N6/灰色 口縁部
内面横方向のミガキ

302 
101揖

中世 瓦器 備密 堅鍛
器肉 5Y7/1灰白色

(11.5) 0.4 
小片
外面積ナデ
楠#i型つ

303 
第 l凋査区

中世 土師器
密

良好
内・外面・器肉

(9.6) 0.5 
口縁部
内・外面回転ナデあり

101再 皿 4醐大の礎(石英か)合む lOYR8/4浅黄燈色 1/8 

304 
第 1籾査区

土師器 皿やや密
やや 内・外面・器肉

(7 2) 0.3 
口縁部 内外面横ナデ

lOi昨 軟 7.5YR 7/4にぷい慢色 1/8 風化顕著

内面償ナデ後横方向のミガ

2 キ

01305 
第 1調査区

瓦器 深鉢か
やや粗

墜鰍
内外面 N5/灰色

(23.4) 0.6 口縁部
外面横ナデ後縦方向のミガ

l 10/陣 1回以下の砂粒を含む il:f肉 2.5Y7 /3浅黄色 キ

2 奈良火鉢編年深鉢ill15c頃
方、

2 
内面 5YR4/6赤褐色

306 
第 I測査区

陶磁器
やや粗い

堅敏
1日GY3/H6緑灰色

0.6 
口縁部
内外面施勅

10/帯 椀 1回以下の砂粒少量含む 外面 lOGY3/l暗緑灰色 小片
援肉 2.5Y8/4淡黄色

内面
5YR5/3にぶい赤褐色

内外面回転機ナデ
第 l調査区

密 N1. 5/黒色
内外面0.7回以下の臨軸(鼎

307 
10溝

中世 陶緩 椀か 黒色砂粒と 2回大の磁(にぷ 堅鍛 外面 10YR6/2灰黄褐色 0.5 底部小片
禍色に黒色の軸を重ねる)

い赤褐色)含む 7.5YR3/2黒褐色
7.5YR3/2l11褐色
Nl. 5/0黒色

第 1調査区
蛮粗

やや 内外面器肉 底径 手短ね
308 

10構
中世 弥生土器 または 2.5皿大の砂粒含む

軟 7.5YR6/6慢色 (2.2) 
0.9 底部小片

底部内面指押さえ
聾 l皿以下町砂粧多く含む

309 
第 l調査区

中世 須恵il:f 不明
密

竪鍛
内・外面白器肉

0.5 
口縁部
内外面横方向のミガキ

10溝 1回以下の砂粒を含む 5Y5/1灰色 のみ

310 
第 1調査区

中世 須恵器 不明
密

堅鍛 内ー外面ー器肉 N4/灰色 0.6 底部小片 内外面回転横ナデ
10司: 1回以下の砂粒を含む

内面

第 1澗査区 密
7.5Y6/2灰オリープ色

口縁部 内外面回転横ナデ
311 

10i揖
中世 磁器 椀か

I回大の白色砂粒吉む
竪鍛 外面 (13.6) 0.4 

1/4 0.5皿以下町施紬7.5Y612灰オリープ色
器肉 7.5Y6/1灰色

312 
第 1調査区

中世 磁器 椀精微 竪敏
内・外面・器肉

(16.0) 0.4 
口縁部 内外面横ナデ

101，1'; 10Y6/1灰色 小片 0.5皿以下の施軸

内面.
片口上部欠失

2.5YR3/2時赤褐色
第 1調査区 密 外面 全体の

内面8条をl単位とする宿り
313 

10構
中世 陶器 摺鉢

5園大の長石含む
堅鍬
2.5YR4/4にぶい赤褐色

(23.8) 0.9 
1/4 
目

器肉 N3/陪灰色
外面ケズリ後ナデ

2.5YR4/4にぶい赤褐色
備n百

第 1;:ej査区 やや密 凸面 N4/-3/灰色
玉縁部の

凸面縦方向ヘラ削り
314 

10溝
瓦 丸瓦 3nun以下の型車 ・砂粒多く含 堅鍛 凹面 N4/-3/灰色

一部
図面にかすかに斜 ・横方向

む 器肉 7.5Y5/1灰色 のナデ痕がみられる

295 
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次
口径
器厚
器高

数 No 出土地点 出土層序 材種 器種 胎土 焼成 色調 /横幅
(cm) 
/縦幅 残存率 備考

(cm) (cm) 

やや密
6回以下の撲(石英か)、

凸面 N5/.灰色
凸面縦方向のナデ

第1調査区 2-3回大の際(長石か)含 体部の 凹面全体に布目痕、組いコ
315 

101再
中世 瓦 丸瓦

む。
堅徴 凹面 N41灰色 2.2 

一部 ピキ痕、工具痕
O.5mm以下の砂粒多く含む。

器肉 N51灰色

微細な雲母少量含む

第1調査区
粗

やや 凹凸面器肉 体部の 凹面微かに布目痕
316 

10溝
中世 瓦 平瓦 4凹大の畷含む

軟 7.5YR7/6燈色
2.1 

一部 摩耗著しく調整不明瞭
3皿以下の砂粒多く吉む

第1調査区
凹凸面 狭端面~

凹凸面ナデ
317 

10/時
中世 瓦 平瓦 やや粗 堅綴 2.5Y6/2灰黄色 1.9 一 側面の

凸面ハナレ砂
総肉 2.5Y8/2灰白色 一部

第1調査区
凹面 7.5Y4/1灰色

体部の
318 

l Oi~~ 
中世 瓦 平瓦密 堅綾 凸面 5Y6/1灰色 1.7 

部
凹凸面ナデ

器肉 N81灰白色

やや密
凹面 7.5Y4/1灰色

1-6回大の白色礎
5YR4/31こぶい赤褐色

側面~
319 
第l籾査区

中世 瓦 平瓦 2-3回大の黒色礎含む 竪徹
凸面 7.5Y6/1灰色

1.9 一 体部の
凹凸面ナデ

10i昔 器肉 摩耗顕著
1回以下の黒色、白色砂粒多

2.5GY6/2オリープ灰色
一部

く含む
N5/0灰色

2 。 1-2聞大の石英含む
四面 2.5Y8/3浅黄色 側面~ 四ナ幡デか市叫方向デのI 

1 1320 
第1調査区 北壁断面

瓦 平瓦
3mrn大の長石あり

堅敏 凸面 lOY5/1灰色 2.8 体部の
2 101梓 2-11層 凹面と器肉に微細な雲母

器肉 2.5Y8/2灰白色 一部
凸面板状工具による横ナ

O.5mm大の砂榛吉む のち縦ナデか

2 
密

内外面白線肉 口綾部
口縁部横ナデ

321 第 1:t¥11査区 土師器 皿 l回以下の砂粒をごく少量 良好
10YR7/41こぶL、貨制E色

(10.2) 0.3 
1/4 
内面ナデ

合む 外面指ナデ

口緑町梢ナデ

322 
第l調査区

瓦緯 風炉釜か
密

堅鍛
内・外面1.51黒色

(13.2) 0.9 
口縁部 内面ミガキ、府部横ナデ

溝6 l回以下の砂粒(雲母)吉む 器肉 5Y7/l灰白色 1/5 府部に透かし孔
内外商煤付着

323 
第 l調査区

ー 土師器 然道具か密 良好 5YR5/6明赤褐色 3.8 0.9 1.2 完形
トチンか

f昨17 用途不明

fil J<面 7.5YR6/6位色

第l調査区
7-8""大の積(石英) 真面 7.5YR6/6栂色 最大 表面に筋状の植物語主跡あり

324 
ピット124

壁土 8醐大のチャート 軟 中央部 lOYR8/3- 5.4cm 炭化物付着
5聞大の居眠(多くは石英)多 10YR8/4浅黄栂色
く含む

凹面

やや密
7.5YR7/3にぶい樫色 瓦当 凹凸面共に横ナデ

第1調査区 凸面 N5/灰色 2.2 瓦当面 顎部底面横ナデ
325 

井戸1
瓦 軒平瓦 凹面 3mrn大の砂粒含む 堅敏 器肉 7.5Y7/1灰白色 平瓦部 7/10 顎部裏面にも面取りを施す

凸面 2mrn大の砂粒含む
5YR7/4にぶい燈色 2.25 半蔽菊花麿草丈
(中.U

326 
第1調査区

一 銅製品 銭tを
外径

0.1 完形 宝永通宝
溝37 3.5 

第12-13 密
内面 10YR6/2灰黄褐色

327 調査区内
庖
須恵器 亦蓋か

0.3回以下の砂粒含む 堅紋 外面 2.5Y6/2灰黄色 小片 償ナデ
器肉 2.5Y6/2灰黄色

第12-13 やや詑
内面 2.5Y7I2灰黄色

口縁部
328 調査区内

府
土師器 椀か

0.5皿以下の砂粒含む
良好 外面 10YR6/1褐灰色

小片
横ナデ

器肉 2.5Y6/2灰黄色

329 調査区内
第12-13

土師器 不明
やや密

良好
内外面ー探肉

(10.4) 0.5 1/11 横ナデ
屑 0.5回以下の砂粒含む lOYR7/21こぶい貧燈色

330 ~l査区内
第27-28

瓦器 椀密 堅徴
内外面州/灰色

(11. 4) 0.25 
口縁部 内外面横方向のミガキ

2 層 容肉 5Y7/1灰白色 1/12 大和型mJ明か

。
第27-28 やや詑 やや 内外面 582/111黒色 内外面横ナデ後横ミガキ

I 1331 調査区内 土師器 不明 (10.4) 0.5 小片
2 層 0.5阻以下の砂粒含む 軟 器肉 2.5Y8/1灰白色

51332 調査区内
第27-28

瓦器 椀密 堅綴
内外面 5G2/1緑黒色

0.5 体部のみ 内外面横方向のミガキ
層 器肉 2.5Y7/2灰黄色

第27-28 内・外面白器肉 底径
内面見込みにミガキ

333 調査区内
層
瓦器 椀やや密 竪敏

N41灰色 (5.8) 
底部小片 楠葉・和泉llJ明又は大和田

期あたりか

334 調査区内
第27-28

土師器
密

良好
内・外面・器肉

0.3 
口縁部
摩耗・剥落著しく調整不明

層 皿 l回以下の砂粒含む 2.5Y8/2灰白色 小片

第27-28 やや密
内・外面

底径
335 調査区内

層
瓦器 脚部

2mm以下の砂粒多く含む
堅敏 10YR6/31こぶい黄綬色

(19.8) 
0.6 脚部1/12内外商機ナデ

器肉 2.5Y6/2灰黄色

296 
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I はじめに

私部城は大阪府交野市私部に所在する戦国時代

の城跡である。史料上では交野城、片野城、私部

城と記されているが、現在周知の遺跡としては「私

部城跡」として登録されており、これまでの発掘

調査も、私部城跡として報告されていることより

拙稿も、その名称に従うこととする。

さて、大阪府下では平野部に築かれた戦国時代

の城館跡が、その後の開発によってほとんどが地

上に痕跡を残していない。そうしたなかにあって

私部城跡は曲輪、空堀がよく残された城跡であっ

た。ところが近年城跡付近では住宅開発が進み、

これまで保存状況が良好であった城跡自体も危機

的な状況となっている。

そこで中心部分を保存し史跡指定を目的として

発掘調査が実施されたのである。その結果は報告

書で述べられている通りであるが、拙稿ではその

成果をもとに私部城跡が近畿の戦国期城館でどの

ような位置付けができるのかについて分析をおこ

ないたい。

E 構造的特徴

構造

私部城跡は、段丘の先端に選地する平城である。

その構造は主郭、二郭、三郭が空堀を隔てて連立

する、連郭式縄張りとなっており、主郭には「城J、

二郭には「天守」と呼ぶ小字が残されている。こ

の三つの出輪が中心となり、南方には本丸池と呼

ばれる堀跡が残されており、この堀が城の南限と

考えられる。北方には百々川が流れ、これが自然

の堀の役目を果たしていた。さらに北方には免除

川が流れ、両河川聞は深田(湿田)となっており、

やはり自然の防御施設となっていた。また、三郭
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の西側、現在の交野郵便局付近も微高地となって

おり、曲輪の痕跡と考えられ、ここが城の西端と

考えられる。一方、東側も二郭のさらに東側に空

堀を隔てて曲輪の痕跡が残り、 ここが城の東端と

考えられる。

なお、城の南東部に突出して光通寺が位置して

いる。この光通寺に残された寛文4年 (1664)の

棟札に、「破光通之寺壁仏閣堕地勝境威j とあり、

光通寺が私部城主安見氏によって破却されたと記

している。破却した後には私部城の一画に取り込

まれた可能性がある。

信長の攻城戦

さて、私部城で註目できるのは、『信長公記』

に登場することであろう 元亀元年(1570)の条

に「高屋に畠山殿、若江に三好左京大夫、片野に

安見右近、伊丹 ・塩河 ・茨木 ・高槻、何れも城々

堅固に相抱J¥J (10月 20日条)と記されており、

高屋城に畠山昭高が、若江城に三好義継が、私部

城に安見右近が、さらに伊丹城、塩河城、茨木城、

高槻城が織田信長方として堅固に構えられていた

と記している。そして元亀 3年(1573)には「去

程に、三好左京大夫殿非儀を思食立ち、松永弾正・

息右衛門佐父子と仰談らはれ、畠山殿に対し、既

に鉾楯に及ばれ侯。安見新七郎居城交野へ差向け、

松永弾正取出を申付け侯。其時の大将として、山

口六郎四郎 ・奥田三川両人、勢衆三百ばかり取出

に在城なり。信長公より、討果すべきの旨にて遣

はさる h御人数、

佐久間右衛門 ・柴田修理亮 ・森三左衛門・坂井

右近・蜂屋兵庫・斎藤新玉・稲葉伊諜・氏家左京亮・

伊賀伊賀守 ・不破河内 ・丸毛兵庫 ・多賀新左衛門

此外、五畿内公方衆を相加へ、後詰として御人数
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出され、取出を取巻き、し〉垣結まはし置かれ侯

処に、風雨の粉れに切抜け侯なり。三好左京大夫

殿は若江に楯龍り、松永弾正は大和の内信貴の城

に在城なり。息右衛門佐は奈良の多門に居城な

り。」 とある。三好義継が信長に背き、松永久秀

とその息子久通と謀って、河内守護畠山昭高を攻

め寄った。その際に安見新七郎の居城である私部

城に対して、攻城戦用の付城としての取出を構え

て城攻めをおこなったのである。この私部城攻め

に対して織田信長はすぐさま松永勢を討つべく、

佐久間信盛、柴田勝家らの家臣をはじめ、玉畿内

の将軍の奉公衆も加え、取出を取り巻く「しし垣J

(鹿垣)を廻らせたという合戦が繰り広げられた。

さて、このように力攻めではなく、取出(付城

)を築いたり、包囲網の鹿垣を築く攻城戦は元亀

年間頃からの織田軍の恒常的な戦法となる。

ほぽ同じ頃に信長によって攻められた佐和山城

(滋賀県彦根市)では、『信長公記』元亀元年七

月朔日条に「七月朔日、佐和山へ御馬を苛せられ、

取詰め、鹿垣結はせられ、東百々屋敷御取出仰付

けられ、丹羽五郎左衛門置かれ、 北の山に市橋九

郎右衛門、南の山に水野下野、西彦根山に河尻与

兵衛、四方より取詰めさせ、諸口の通路をとめ、」

と記されている。浅井長政軍の磯野丹波守員昌が

立て寵もる佐和山城を織田信長軍が攻めたときの

状況である。佐和山城を鹿垣で囲い込み、四方に

取出を構えて攻めており、私部城攻めの取出を攻

めた状況とまったく同じ戦法である。 この佐和山

城攻めについては、四方の取出のうち東の百々屋

敷の取出と、北の山の取出の遺構が残されており、

『信長公記』の記述が信頼できることを物語って

いる。ただ鹿垣に関してはその痕跡は残されてお

らず、土塁ではなく、柵列であった可能性が高い。

この合戦後に信長が木下藤吉郎と樋口直房に宛

てた書状には、「佐和山おさへの諸執(取)出之

道具共、両人かたへ可預置侯、小谷表之普請之用

ニすへく侯、」とあり、佐和山城攻めに用いた取

出の用材を両人に預けるので、今度はそれを小谷
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城攻めの取出の普請に用いよと命じている。攻城

戦のための取出の構築はいかに早く造るかが最大

のポイントとなる。そのため鹿垣や取出構築に必

要な用材は事前に準備されており、築くときには

それらを持参して組み立てたもののようである。

つまり鹿垣や取出は現代のプレハブ工法によって

築かれたわけである。そして攻城戦が終了すると

それらは解体され、次の戦場に運ばれたのである。

私部城攻めの取出を囲う鹿垣や佐和山城攻めに

築かれた鹿垣は、現在その痕跡を残していない。

これは破壊されて残っていないのではなく、残ら

ないような構築物で、あったと考えられる。それは

柵列であり、 2つの攻城戦で構えられた鹿垣とは、

柵列を廻らせるものであった。

ところがその後の鹿垣は土塁へと変化するよう

である。例えば元亀元年から 4年までの小谷城攻

めで、 同3年に信長は姉川南岸の横山城から、姉

川を越え小谷城に相対する虎後前山に本陣を築

く。この虎後前山について『信長公記』には「虎

後前山より宮部迄路次一段あしく候。武者の出入

のため、道のひろさ三間々中に高々とつかせられ、

其へり敵の方に高さー丈に五十町の間築地をつか

せ、水を関入れ、往還たやすき様に仰付けらる。J

(元亀 3年 (1572)8月8日条)と記している。深

田で足元の悪いところに、信長は幅3間(約 6m)

もの軍用道路を築いたのである。この道路は小谷

側に対しては高さ l丈(約 3m)もの土塁を築き、

敵に軍勢の移動を見られないようにしていた。さ

らに敵側には道路に沿って水堀まで掘られた。

同様の土塁は天正 5年 (1577)から 8年にかけ

ておこなわれた播磨三木城攻めでさらに巨大化す

る。毛利方に与した別所長治の立て寵もる三木城

を攻めるために信長方は三木の周辺に 30ヶ所以

上に取出を築いて包囲した。特に毛利方からの物

資が運び込まれる三木~魚住聞の道路を封鎖する

目的で幾重にも土塁が築かれた。この土塁を三木

の多重土塁と呼んでいる。『播州征伐之事』には「依

之為塞三木魚住通路。始君峯廻之付城五六十。其
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凌堀。」と記されていたが、実際に発掘された二

位谷奥付城跡の土塁では土塁の基底部に2条の溝

が掘られていた。おそらくその溝間に離が詰めら

れていたものと考えられる。

さらに天正 9年の鳥取城攻めでは鳥取城を包囲

する土塁線はほぼ完成し、包囲網は土塁と付城に

よって鳥取城を囲い込んでいる。『信長公記』に

は「とっとりの東に、七・八町程隔て、並ぶ程の

高山あり。羽柴筑前守彼山へ取上り、是より見下

塁、則、此山を大将軍の居城に排へ即時にとっと

りを取りまかせ、頓て又、二ヶ所のつなぎ、の出城

の聞をも取切り、是又、鹿垣結ひまはしとり龍め、

五・六、七・八町宛に、諸陣近々と取詰めさせ、

堀をほつては尺(柵)を付け、又、堀をほつては

塀を付け、築地高々とつかせ、透間なく二重・三

重の矢蔵を上させ、人数時の面々等の居陣に、矢

蔵を丈夫に構へさせ、後巻の用心に、後陣の方に

も堀をほり、塀・尺を付け、馬を乗りまはし侯ても、

射越の矢にあたらぬごとくに、まはれば二里が問、

前後に築地高々とっかせ、其内に陣屋を町屋作り

に作らせ、夜るは手前々々に箸火たかせ、白中の

ごとくにして、廻番丈夫に申付け、海上には警固

舟を置き、浦々焼払ひ、丹後・但馬より海上を自

由に舟にて兵根届けさせ、此表一着の聞は、幾年

も在障すべき用意生便敷次第なり j と記される。

また、翌 10年から始まった備中高松城攻めで

も同様である。一般的に高松城攻めは水攻めと呼

ばれているが、基本的には土塁を構築して高松城

を囲い込む攻城戦で、あった。

このように鹿垣と呼ばれていた包囲網は土塁へ

と変化する。それは柵列から土塁への進化で、あっ

た。文献史料に登場する鹿垣は現地に遺存してお

らず、おそらく柵列で、あったと思われるが、土塁

の上にも柵が廻らされていたものと思われる。そ

うした柵や柵列聞に構えられた井楼櫓の用材が常

に準備されており、攻城戦が始まると組み立てら

れたわけである。
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ではなぜ力攻めをせず、こうした時間と労力の

かかる包囲網を構築したのであろうか。元亀の/J、
谷城攻めでは、『信長公記』に「然りといへども、

大谷(小谷)は高山節所の地に候問、一旦に攻上

り候事なり難く思食され、J(元亀元年 (1570)6 

月28日条)と、巨大な山城に力攻めは極めてリ

スクの高かったことを記している。このために包

囲戦が選択されたわけで、それはできるだけリス

クを避けるためであった。まさに自軍の損傷を出

来る限り最小限に止めるための戦いであった。

織田・豊臣軍が多用した包囲網の初源が元亀の

佐和山城攻めや、私部城の戦いで構えられた鹿垣

で、あった。さらに私部城で註目されるのは、単な

る攻城戦に用いられたのではなく、私部城を攻め

る松永軍の取出を攻めるために後詰として鹿垣を

廻らせたという、二重の包囲網戦が繰り広げられ

たので、あった。

ところで松永軍の取出はどのあたりに築かれた

のであろうか。こうした臨時的な陣城については

地元に伝承を残すところが少なく、松永軍の取出

に関しても地元には伝承をまったく残しておら

ず、不明である。ただ、私部城の南方約 700mに

位置する私部南遺跡で検出された 23-15溝は谷を

背後にコの字状に廻るもので、幅は 5.1m、深さ

2.41mを測る。その断面はV字形の薬研堀で、溝

の内側角度が 50度、外側が 40度となる。報告書

では、「一度溝内に入ると上がることが非常に難

しい斜度である。」と記している(註1)。遺物が

出土しておらず、時代を限定するのはむつかしい

が、大きくは中世の遺構であり、断面の形状から

城館遺跡の空堀の可能性が高く、距離的には私部

城の相城として築かれた取出の堀である可能性は

高い。なお、この溝は埋土の堆積状況より内側か

ら一気に埋められており、そうした行為からも臨

時的な取出の堀の可能性が高い。

なお、私部南遺跡が松永方の取出となると、信

長軍が包囲網として築いた鹿垣はさらにその外方

を廻る長大な施設であったこととなる。
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E 私部城跡出土の瓦

私部城跡の発掘調査成果でもっとも註目される

のは瓦の出土である。織田・豊臣系城郭の特徴は

石垣、瓦葺き、礎石建物という 3つの要素が備わっ

た城ということができる。戦国時代の城は軍事的

な防御施設であり、山を切り盛りして築いた土の

城であった。それが織田信長の小牧山城、岐阜城、

安土城の築城によって革命的な変化を遂げたので

ある。戦うだけの城から、天下人の居城として見

せる城へと大きく変化する。城は統一政権のシン

ボノレとなったわけである。

しかし、一方で 16世紀の初頭にはこうしたパー

ツを城に取り入れる地域も出現する。石垣につい

ては信濃の松本周辺、美濃、 北近江、南近江、西

播磨、東備前、 北九州、そして三好長慶によって

築かれた城などである。瓦に関しては畿内、備前、

北部九州などで寺院の瓦を城郭に導入している。

礎石建物については全国的に認められるものの天

主(天守)に相当する施設は認められない。

そうした織田・豊臣系城郭の大きな特徴のひと

つである瓦が私部城跡から出土したことは注目さ

れる。これは単に私部城跡の特徴というだけでは

なく、日本城郭史にとっても重要な問題である。

ここでは織田信長の安土築城前後の近畿における

城郭の瓦について概観しておきたい。

さて、まず最初に安土築城前後に築かれた城で、

瓦が出土した城跡と しては、河内[交野城跡、津

田城跡、本丸山城跡、若江城跡、烏帽子形城跡、

飯盛城跡]、摂津[有岡(伊丹)城跡、 池田城跡、

芥川山城跡、高槻城跡]、山城[田辺城跡、鹿背

山城跡、勝龍寺城跡]、大和[多聞城跡、龍王山

城跡、立野城跡、椿井城跡]、近江[坂本城跡、

小谷城跡]、播磨[三木城跡、置塩城跡、御着城、

豊地城跡、恒屋城跡]などがあり、全国的にも密

集する地域であることがわかる。ここではそれら

について簡単に触れておきたい。
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私部城跡から出土する瓦については本報告に詳

細に述べられているところであるが、その出土状

況は本郭に集中しつつも城跡全域から出土してお

り、瓦当も出土していることより、城郭の建物の

多くが本瓦葺きであったことを示している(註

2)。軒平瓦の紋様からはこれらの瓦が 16世紀中

~後半に製作されたことが明らかにされている。

吉田知史氏の分析によって私部城跡出土軒平瓦

は、永禄5年(1562)銘瓦が出土した大坂本願寺

(石山本願寺)の軒平瓦よりやや後出し、若江遺

跡 27次C地区堀 3より出土した軒平瓦よりはや

や古いものであることが確認されている。さらに

北河内や摂津、奈良などの在来の瓦であることも

明らかにされている。

こうしたことより、私部城跡から出土した瓦は

織田信長の影響を受けたものではなく、在来の瓦

を安見氏が居城に導入したことは明らかである。

-津田城跡(大阪府枚方市津田)

津田城は標高 286.5mの国見山の山頂付近に、

津田氏によって築かれた山城といわれている。昭

和 31年に津田町史編さんに伴い、城跡の最高地

点を発掘したところ、地表下 30cmに焼土層が広

がっており、その下 15cmで地山となり、その底

部付近で瓦片と貿易陶磁の出土したことが報告さ

れているが、詳細は不明。文献史からは、永禄

11年(1568)に三好三人衆方であった津田城が松

永久秀、三好義継方へ寝返り、義継が津田城に入

城している。その後、信長を離反した久秀が元亀

4年 3月に津田城に入ったことがわかっており、

津田城が久秀にとって重要な城であったことがわ

かる。

ただ、城跡と推定される場所は削り残したと見

られる土塁状の高まりによって三方が固まれてい



るが、背後に堀切も設けられておらず、戦国期の

山城としては疑問も残り、ここが久秀の津田城と

は断定できない。あるいは山岳寺院の可能性もあ

り、出土した遺物もそうした寺院に伴う可能性も

視野に入れて検討すべきである。

-本丸山城跡(大阪府枚方市津田)

国見山の北西山麓に位置する本丸山に位置する

城跡で、古くは津田正時が津田落城後に築いた城

と伝えている。この本丸山はほぼ全域が発掘調査

されており、戦国時代の堀や石組、丸瓦の暗渠、

平瓦の暗渠、焼土塊などが検出されている。出土

遺物には軒丸瓦、軒平瓦、鬼瓦などがあった。吉

田知史氏の分析によれば、軒平瓦は勝龍寺城跡出

土の軒平瓦に酷似しているが、本丸山城跡出土の

軒平瓦がよりシャープとし、北河内に系譜が求め

られるとする。また、鬼瓦は宝珠文鬼瓦で、戦国

期特有の鬼瓦とし、やはり勝龍寺城跡出土の宝珠

紋鬼瓦より先行する瓦とした(註 3)。

ところで本丸山城跡そのものの評価であるが、

この城を私部城攻めの際に松永久秀が築いた相城

のひとつではないかと考えられている。『多聞院

日記』元亀3年(1572)4月 29日条にある「一、

昨夜ツタノ付城落居了云々、実否如何。」のツタ

(津田)の付城が本丸山に想定されるのである(

註 4)。確かに松永氏が大和から河内に進出する

には国見山を越えた場所ではある。ただ、本丸山

城跡も戦国期の城郭としてはイレギュラーな構造

を示しており、この遺跡自体を城館遺跡と断定す

ることには疑問が残る。さらに相城にしては豊富

な遺物が出土しており、その点も付城としては疑

問が残る。

国見山の山頂部が城郭として疑問だとすること

により、この本丸山こそが津田城ではなし、かとす

る考えもある。

筆者は詰の山城として国見山に単郭の小規模な

城を築き、その山麓に居館として築いたものが本

丸山遺跡で、はなかったかと想定している。本丸山
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もすべてを城館遺跡として扱うのではなく、屋敷

地として階段状に平坦地を構えたものと考えられ

る。

いずれにせよ、出土した瓦は元亀2年以前のも

ので、安土城に先行する瓦と評価できるものであ

る。

-若江城跡(大阪府東大阪市若江本町・若江

北町・若江南町)

若江遺跡は弥生時代から戦国時代までの複合遺

跡である。若江城跡もこの若江遺跡に含まれてい

る。

さて、若江城は室町時代に河内守護を世襲する

畠山氏の居城として築かれ、河内守護所となった

城である。実質的には守護代遊佐氏によって築か

れたものと考えられている。応仁の乱によって畠

山義就は守護所を誉田屋形に移す。

永禄 11年(1568)に上洛した織田信長は、三好

三人衆に対立していた三好義継を河内北半国守護

として若江城に入れ置いた。しかし義継は後に松

永久秀とともに反信長方となったため、天正元年

(1573)信長は佐久間信盛に命じて若江城を攻め

させた。若江城では若江三人衆が信長方に内応し

たため、義継は自刃し、城は落城した。その後若

江城は若江三人衆によって支配される。

さらに信長は大坂本願寺攻めの前線基地として

若江城に在陣している。本願寺との和解後、廃城

となったようである。

城跡は地上に痕跡を一切残しておらず、城跡推

定地付近ではこれまで 100次近い発掘調査が実施

され、中心部には幅 5mを超える溝によって東西

140m、南北 150m規模の方形区画が確認されてい

る。その溝から大量の瓦や土壁の下地、礎石が投

棄された状態で出土しており、城割りによって破

却されたものと考えられる。

出土した三巴文軒丸瓦は珠文が 31を数え、巴

は頭が接し、尾は長いという特徴を持つ(註 5)。

元亀2年 (1571)の勝龍寺城跡の瓦に類似する。
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宝珠文の鬼瓦は両側の周縁部に円形文を押してお

り、本丸山城跡出土鬼瓦に酷似する。こうした特

徴より天正元年の信長本陣よりも古い様相を呈し

ており、三好義継段階の若江城に葺かれていた瓦

と考えられる。

-烏帽子形城跡(大阪府河内長野市喜多)

烏帽子形城の初見は、文正元年(1466)に、畠

山義就が河内金胎寺城に出陣し、押子形城に兵を

向けたと記された『経覚私要紗』である。その後、

畠山義就系の基家、義央、義尭と、畠山政長系の

尚)1慎、植長、高政が烏帽子形城の争奪戦を繰り広

げる。

天正 3年(1575)に織田信長は高屋城に三好康

長を攻め落とすと、河内圏内の破城をおこなうが、

烏帽子形城は信長の配下となった畠山氏家臣の烏

帽子形衆によって支配されていた。豊臣秀吉は天

正 11年 (1583)に中村一氏を岸和田城主とし、翌

12年には「同 (8月)四日、河内国高屋城ノ奥、

ゑほしがた(烏帽子形)と云古城普請、筑州、はり

被仰付由にて、中孫平人数にてコサノレ¥ニっき

て、J(r宇野主水日記』天正 12年 8月4日条)
とあるように、すでに廃城となっていた烏帽子形

城を中村一氏が羽柴秀吉の命令によって普請して

いる。これは烏帽子形城を紀州根来寺攻めの拠点

として改修したもので、あった。

この烏帽子形城跡で、は昭和 61年以来数次にわ

たる発掘調査が実施されており、主郭からは礎石

建物が検出されるとともに、瓦が出土している。

出土した瓦は 14'" 16世紀に製作されたもので、

14世紀の瓦は周辺の寺院瓦が転用されたものと

考えられている。三巴文軒丸瓦は三巴文の外側に

圏線を巡らせるもので、その外側には 23個の珠

文を配している。巴文は頭部が離れ、尾は圏線と

は接していない。また、軒平瓦には波状文が認め

られる(註 6)。こうした特徴より瓦は、永禄 5

年(1562)に畠山高政が三好長慶に敗れた後、天

正12年(1584)の中村一氏による改修までの段階、
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特に三好三人衆による支配段階の可能性が高く、

安土城に先行する瓦と考えられる。

-飯盛城跡(大阪府大東市北条・四条畷市南野)

飯盛城は天文年間に畠山義尭が河内支配のため

に木沢長政に命じて築いた山城である。永禄 3年

(1560)に三好長慶が芥川山城より飯盛城に入り

居城とするが、その 4年後の永禄 7年(1564)に

城内で没した。

その後、三好義継や三好三人衆も飯盛城にいた

ようであるが、織田信長の上格後は畠山昭高に与

えられる。昭高が遊佐信教の反乱で討たれると、

信長は飯盛城を攻め、天正4年 (1576)頃に廃城

となる。

現存する城郭遺構は永禄 3年に入城した三好長

慶によって築かれたものと考えられる。広大な山

城は北方の防御空間(北城)と、南方の居住空間

(南城)から構成されており、近年の分布調査に

よって北城の大部分が石垣によって構築されてい

たことが明らかとなっている。安土城に先行する

石垣として、同じ三好長慶の居城である芥川山城

とともに注目される。

1981年には南城の千畳敷と呼ばれる一画でラ

ジオ局の中継無線基地造営に伴う発掘調査が実施

され、かわらけ、瓦質土器、陶器などとともに瓦

片が出土している。山城でかわらけが出土するの

は山城に居住施設のあったことを雄弁に物語って

いる。飯盛城で、は長慶が水論調停をおこなったり、

千句を詠んだりしており、山城が社会、文化の中

心で、あったことがわかる。こう した住む山城はこ

れまでの戦う空間としての山城像を大きく覆す結

果となった。

この飯盛城跡からは発掘調査で出土した瓦以外

にも数点の瓦片が採集されている。小片の丸瓦片

で、年代を決定するのはむつかしいが、コビキ痕

はA手法であり、天正 11年(1583)以前の瓦と見

られ、まず三好長慶時代の瓦と見てよい。
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摂津

・有岡(伊丹)城跡(兵庫県伊丹市伊丹・宮

ノ前・中央)

伊丹城は摂津の国人伊丹氏の居城であったが、

天正2年 (1574)に織田信長によって摂津守護と

なった荒木村重が伊丹氏を滅ぼし、伊丹城を有岡

城と改名して居城とした。その後、村重は信長を

離反したため、信長は天正 6年(1578)12月より

有岡攻めを開始する。村重は 11ヶ月におよぶ龍

城戦を戦うが、内応者が出て、天正 7年(1579)10 

月に落城し、その後廃城となる。

その遺構は地上にほとんど残されていなかった

が、昭和 50年度より開始された発掘調査と、江

戸時代初期に作成された絵図から徐々に明らかに

されつつある。その構造は段正の縁辺部に選地し、

段正崖面となる東辺中央に本丸を配し、段正上に

惣構を構えている。また、これまでの数十次にわ

たる発掘調査によって惣構内にも巨大な堀が掘ら

れ、城下町には武家地と町屋を区画していた。

本丸の西北隅の石垣裾からは大量の瓦が出土し

ている。 三巴文軒丸瓦は珠文を 20個配し、巴文

の尾は圏線状に次の尾に接している。軒平瓦は中

心飾りを三葉とし、左右に三転する均整唐草文を

配している(註 7)。こうした瓦は天正 2年の有

岡城段階のものと考えられる。

-池田城跡(大阪府池田市城山町・建石町)

池田城は北摂の国人池田氏居城である。池田勝

正は永禄 11年(1568)に織田信長が上洛し、摂津

進攻を開始する と織田傘下となり、伊丹氏、和田

氏とともに摂津三守護となるが、家臣荒木村重に

よって追放されてしまう。その後、池田城は廃城

となるが、天正6年(1578)から開始された有岡

城攻めに際して、織田信長が「古池田」を本陣と

したことが『信長公記』に見え、その「古池田」

が池田城であったと考えられる。最終的な廃城は

有岡落城後のことであろう。

城は五月山から南方へ張り出した標高 35"-' 
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55mの洪積台地上に立地している。城の西側には

猪名川が流れ、背後には杉ヶ谷川によって形成さ

れた開析谷を控え、西側と南側は台地の崖面を利

用し、東側には堀を廻らせて、惣構を形成してい

る。城域の北西端の最高所が本丸で、これまで数

次にわたる発掘が実施され、礎石建物、虎口、石

垣などが検出されている。なかでも本丸の中央で

検出された幅 7m、深さ 2.5mを測る大溝は礎石建

物を破壊して造られており、最後の遺構であるこ

とより、織田信長の古池田の本障に関わる遺構と

考えられる。

発掘調査では、少量ではあるが瓦が出土してい

る。軒平瓦は中心飾りが 9葉で、下から 2本目が

3反転する唐草文となる。三巴軒丸瓦は数種類の

型式が出土しているが、いずれも巴の尾は長く、

次の尾と接して圏線状となるものも認められる(

註 8)。これらは池田氏の最終段階頃のものと考

えられる。

-芥川|山城跡(大阪府高槻市原)

標高 182.6mの三好山の山頂に築かれた山城で、

北・西・南の三方には芥川|が流れている。

『瓦林正頼記』永正 7年(1520)10月に「芥川ノ

北ニ当リ可然大山ノ有ケノレヲ城郭ニソ構へ」と記

される、摂津の国人能勢氏の居城で、あった。天文

2年 (1533)には管領細川|晴元が入城し、畿内政

治の中心地となる。天文 22年(1553)に三好長慶

によって入れ置かれていた芥川|孫十郎が謀反をお

こすと、長慶は芥川山城の東方に位置する帯仕山

に陣を敷き、芥川山城を攻め落とした。その後、

長慶自身が芥川山城に入り、居城とする。永禄3

年 (1560)に長慶が河内飯盛城に移ると、芥川山

城は息子の三好義興が城主となるが、永禄 6年

(1563)に義興が急死すると、 三好長逸が城主と

なったようであるが、永禄 11年 (1568)に織田信

長が摂津に進攻し、高槻の天神馬場に陣取り、芥

川|山城を攻め落とした。信長は摂津三守護和田惟

政を城主とする。惟政は後に高槻城へ移ると、芥



川山城には家臣の高山友照を入れ置いた。元亀2

年(1571)に惟政が白井河原の戦いで戦死すると、

息子惟長が高槻城主となるが、これを機会と、高

山友照・重友が惟長を追放して高槻城に入り、芥

川山城は廃城となった。 しかし、近年の発掘で

17世紀前半の遺物が出土しており、高山氏は高

槻城の支城として維持していた可能性がある。

城の構造は、三好山の山頂に本郭を配し、南尾

根筋に階段状に曲輪を配置する。この本郭部と谷

を隔てて、東側の頂部に出丸と呼ばれる曲輪群が

構えられ、さらに堀切を隔てて東側に方形区画さ

れた曲輪群が構えられている。東端は自然の谷筋

が入り、帯仕山と完全に分離されている。

本郭と出丸聞の谷筋が大手であったと考えら

れ、谷筋の中腹には谷を塞き止めるように巨大な

石垣が構えられている。また、出丸の帯曲輪にも

石垣が認められ、要所は石垣によって構えられて

いたようである。

2次にわたる発掘調査のなかで、本郭の調査で

は礎石建物が検出されている。建物は束柱を伴っ

ており、縁を廻らせた建物であり、山上に御殿的

施設の存在していたことが明らかとなった。この

建物から瓦は出土していない。

出丸の北側帯曲輪より三巴文軒丸瓦が 1点採集

されている。瓦は灰色を呈し、胎土は粗い。巴の

尾は長く、次の尾に接して圏線状となる。珠文も

密である(註 9)。

-高槻城跡(大阪府高槻市城内町)

高槻城は三好長慶が芥川山城を居城としたとき

に支城として、入江氏が入れ置かれていた。

織田信長の摂津進攻後、摂津三守護のひとり和

田惟政が芥)11山城から高槻城を居城としたため、

この頃より摂津支配の拠点的城郭として整備され

たようである。惟政が白井河原の戦いで戦死する

と、息子の惟長が城主となるが、芥川|山城に居た

高山友照、重友(右近)父子に追われ、高山父子

が高槻城に入った。
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豊臣政権下で、天正 13年 (1585)に高山重友が

船上城に移されると、高槻は一時秀吉の直轄地と

なり、その後新庄直頼が城主となる。関ヶ原合戦

後は徳川氏の直轄地となり、元和元年 (1615)に

内藤信正が入城すると近世城郭に大改修され、以

後明治まで存続する。

その構造は本丸、二ノ丸を並立させて内堀で囲

い込み、その外郭に三ノ丸を配置し、それらを外

堀が囲むという輪郭式の縄張りであった。

本丸の発掘調査によって石垣の基底部下より梯

子胴木と呼ばれる石垣構築の基礎が検出され、近

世城郭の石垣構築技術が明らかにされた。また、

三ノ丸の外堀からは杭列と横木からなる護岸施設

が検出されるなど、近世城郭の普請について多く

の成果が得られた調査で、あった。

出土した瓦では、丸瓦凹部に糸切によるコビキ

痕が斜位につくコピキA手法と、コビキ痕が水平

につくコピキB手法をはじめて報告されている(

註 10)。出土した大量の瓦は I期からVI期に時期

区分され、 I期の瓦は入江氏在城時代末期から高

山右近在城時代とされている。三巴文軒丸瓦の特

徴は、巴の頭が小さく、尾が長く全体として渦巻

状を呈している。珠文は小さく、 22個を数える。

山城

・田辺城跡(京都府京田辺市田辺奥ノ:城)

田辺城は、山城国一撲に登場する国人田辺氏の

居城である。その築城年代などについては詳らか

ではない。

これまでに田辺町教育委員会、京都府埋蔵文化

財調査研究センターによって発掘調査が実施され

ている。特に 1996年の京都府埋蔵文化財調査研

究センターが実施した調査では矢穴技法によって

割られた花闘岩を用いた石垣が検出されている。

この石垣は桝形虎口に用いられていた。出土した

遺物からこうした虎口や石垣が 15世紀後半のも

のであることが確認され、大きな話題を呼んだ。

出土した軒瓦は小振りで、築地等に使われたも
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のと想定されている。軒平瓦は区画線が残り、三

巴文軒丸瓦は圏線が残るという特徴より、 15世

紀後半の製作と考えられる(註 11)。

-鹿背山城跡(京都府木津川市鹿曲田)

鹿背山城跡は標高 141mの通称城山の山頂に選

地しており、城跡からは眼下に木津川を望むこと

ができる。

『大乗院寺社雑事記』には文明元年(1469)に興

福寺六方の末寺である菩提院方分に鹿山の名が見

え、同じく文明 11年(1479)には一乗院の御祈願

所として鹿山の名が、さらには成身院順宣が賀世

山に出張したこともみえる。こうした記録より

15世紀には寺院的施設が鹿背山にあったことが

うかがえる。

文明 11年(1479)には狛氏や成身院、佐川父子

が大和中川寺に出陣したのに対して、木津執行が

加世山に退いたと記されており、木津氏に関わる

城郭的施設も存在していたことが知られる。

その後『多聞院日記』永禄 11年 (1568)に多聞

院の手の者たちが三好三人衆に追われてカセ山へ

逃げ込んだと記されている。15世紀に輿福寺に

よって構えられた城が、戦国時代には松永久秀に

よる大和支配の北方防御の出城として大改修が加

えられたものと考えられる。

その構造は南北約 300m、東西約 450mを測る巨

大なもので、南山城最大の山城である。並列する

3つの頂部を本郭と副郭とし、四方に派生する尾

根上すべてを階段状に曲輸を配置しており、先端

部には堀切が設けられている。本郭の西側尾根先

端部と南端の副郭の周囲には畝状空堀群が巡らさ

れている。

国史跡指定を目的して近年継続的に発掘調査が

おこなわれている。その本郭から 15世紀のもの

と考えられる平瓦が出土している(註 12)。

-勝龍寺城跡(京都府長岡京市勝竜寺)

室町時代には乙訓郡役所として機能していたと
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E 私部城跡出土の瓦

考えられる。元亀2年(1571)には織田信長より

桂川|以西のー職を任せられた細川藤孝によって改

修されたものが現在残されている遺構と見られ

る。

発掘調査によって中心部分は石垣によって築か

れていることが明らかとなり、桝形虎口も検出さ

れている。また、大量の瓦が出土しており、石垣

上の櫓や塀は瓦葺きの建物で、あったことがわかっ

た。『東山殿御文庫記』に「殿主」で古今伝授の

おこなわれたことが記されており、安土城に先行

する天主の存在した城であることは特筆される。

出土した三巴文軒丸瓦は、巴の頭部が渦巻いて

接しており、尾は長く次の巴の尾に接している。

この軒丸瓦は坂本城跡、小丸城跡(福井県武生市

)出土の三巴文軒丸瓦と同箔であることが確認さ

れている。

また、軒平瓦は中心飾りが 5葉となり、その顎

部に半円形の圏線を設け、中心飾りは旭日のよう

であり、左右に四反転する唐草文が施されている。

また、本丸山城跡や若江城跡からも出土している、

宝珠文の鬼瓦も出土している(註 13)。

これらの瓦も元亀2年(1571)の細川藤孝によ

る改修に用いられた瓦と見られ、坂本城跡出土瓦

と同箔関係にあることより、織田信長配下の築城

に同一工人が動員されたことを示すものと考えら

れる。

大和

・多聞城跡(奈良市多門町)

多聞城は永禄 3年 (1560)に松永久秀がその居

城として築いた城である。久秀が織田信長に叛い

て信貴山城で降伏すると、多聞城には明智光秀、

柴田勝家が入城し、天正 2年 (1574)には信長が

入城し、正倉院の蘭者待を切り取っている。天正

4年(1576)に筒井順慶が大和守護に任じられる

と、多聞城は破却された。

奈良市街の北方に位置する標高 115mの小丘陵

を利用して築かれた多聞城は破却されたうえに、
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現在は中学校の校地となり、地形以外に城跡の遺

構は認められない。ただ、宣教師の報告などから

四重の建物をはじめ豪華な建物が建てられていた

ことが知られる。

また、発掘調査によって大量の瓦が出土してい
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成した組織によって製作したものであったと想定

している(註 14)

こうした瓦について、ルイズ・アルメイダは「家

及び塔は予が嘗て見たる中の最も良き瓦の種々の

形あり又二指の厚さありて真黒なるものを似て覆

へり。此の如き瓦は一度葺けば四五百年も更新す

る必要なし。」 と記している。

-龍王山城跡(奈良県天理市柳本町)

龍王山城跡は大和の代表的な戦国時代の山城で

ある。現在の橿原市域に勢力を持つ国人十市氏の

山の城として築かれた。永禄 5年 (1562)頃に十

市氏は松永久秀方に降り、以後松永方の城となる。

天正 3年(1575)には久秀の嫡男久通と十市おな

へが祝言をあげ、龍王山城は実質的には久通の居

城となる。しかし、天正 5年 (1577)に久通は久

秀とともに織田信長に対して謀反を起こし、信貴

山城で自害した。その後信長の手によって取り壊

された。

城は標高 585.7mの龍王山の山頂に築かれた南

城と、標高 521m地点に築かれた北城からなる別

城一郭タイプの構造となる。

南城では本郭の一段下の帯曲輪で発掘調査が実

施され、礎石建物や庭園の遺構が見つかった。こ

の調査で少量ではあるが瓦が出土している。瓦は

丸瓦と平瓦しかなく、軒先瓦は認められない。瓦

の詳細は不明であるが、コビキA手法が凹部に残

り、年代的には松永氏時代のものと考えられる。

本瓦葺きの建物ではなく、板葺きか柿葺きの屋

根の棟に用いられた瓦の可能性が高い。

-立野城(奈良県生駒郡三郷町立野)

立野城は、信貴山の南東部に位置している。こ

こは河内・大和の国境龍田越の要衝にあたる。周

辺は大乗院方の国民である立野氏の本貫地である

が、立野城もその居城であったと考えられる。ま

た、『大和志』には「信貴山城の子城が立野村に

在る」とあり、松永久秀の信貴山城の南口を押え
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る出城でもあった。

城は4つの曲輪群から構成されているが、いず

れもが尾根上に構えられ、個々の独立性が極めて

高い構造となっている。

1974年度と 1980年度の 2次にわたって発掘調

査が実施され、 D地区と呼ばれる北東部の曲輪か

らは2時期の建物跡が検出され、瓦が出土してい

る。

出土した軒丸瓦は三巴文瓦、軒平瓦は中心飾り

を宝珠文とする唐草文瓦であった(註 15)。おそ

らく松永久秀によって築かれた立野城に葺かれた

ものと考えられる。

-椿井城跡(奈良県生駒郡平群町椿井・下垣内)

平群谷に構えられた椿井氏の居城である。戦国

時代には嶋氏の居城だったようである。

城は矢田丘陵の南端、標高 318mの山頂に構え

られている。その構造は北城と南城からなる別城

一郭タイプである。南城には石垣が認められるこ

とより、北城と南城には構築に時間差が存在する

ようである。

瓦は南城から表採されている。現在知られてい

る瓦は丸瓦2点、平瓦2点のみで、軒先瓦は認め

られない。丸瓦の凹部にはコビキA痕が残る。

龍王山城と同様に本瓦葺きの建物ではなく、板

葺きか柿葺きの屋根の棟に用いられた瓦の可能性

が高い。

近江

・坂本城跡(滋賀県大津市下阪本)

永禄 11年(1568)に上洛する織田信長は南近江

の守護六角氏の観音寺城を落して、南近江を支配

下に置く。さらに元亀2年 (1571)には比叡山を

焼き討ちし、そこで明智光秀によって築かれたの

が坂本城である。

城は北国海道(西近江路)に面した琵琶湖岸に

位置し、本丸は琵琶湖に突出し、内堀、中堀、外

堀は琵琶湖と直結していたと考えられる。『兼見
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卿記』には「城中天主作事以下悉披見也。驚目了。」

とあり、安土城に先行して天主の存在していたこ

とがうかがえる。また、小天主の存在も知られて

おり、連立式の天主であった可能性が高い。

天正 10年(1582)の本能寺の変後、秀吉軍に攻め

られ落城するが、直ちに丹羽長秀によって再建さ

れ、杉原家次、浅野長政が城主となるが、天王

14年(1586)に大津城が築かれ、廃城となる。

城跡では数次の発掘調査がおこなわれている。な

かでも本丸の一画に相当する湖岸の調査では焼土

を挟んで、2面の遺構面が検出されており、下層が

明智光秀段階の、上層が丹羽長秀段階の遺構と見

られる。

下層からは軒瓦に加え、鬼瓦や鯨瓦などを含む

大量の瓦が出土している。 E類とされる三巴文軒

丸瓦は、 20個の珠文を配し、巴の頭は渦巻いて

接している。また尾は長く次の尾と接している(

註 16)。このE類は勝龍寺城跡出土瓦、小丸城跡

出土瓦と同箔関係、にある。特に元亀2年(1571)

に織田配下として細川藤孝が築いた勝龍寺城跡と

の同箔は両城の瓦製作に同ーの工人が動員された

ことを示唆しており興味深い。坂本城でも天主が

築かれ、瓦が葺かれているということは、この築

城には織田信長の強い関与が認められる。あるい

は技術的には信長の工人貸与、または信長主導に

よる築城で、そこに光秀が配置されたことも考え

られる。

-小谷城跡(滋賀県長浜市湖北町伊部)

小谷城は北近江の戦国大名浅井氏 3代 50年の

居城で、戦国時代を代表する山城である。天正元

年 (1573)に織田信長軍に攻め落とされると、浅

井氏の旧領は羽柴秀吉に与えられた。秀吉は天正

3年 (1575)に完成する長浜城に移るまで、少な

くとも 2年間は小谷城を居城としていた。

城の構造は大きく小谷山の山頂部に構えられた

大掛地区、中腹の尾根頂部に構えられた本丸・大

広間地区、出丸として築かれた月所丸、福寿丸、
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山崎丸、金吾丸、出丸と、山麓の清水谷からなる。

さて、こうした小谷城の構造は浅井氏時代に築

かれたものと考えられ、昭和 45年度より実施さ

れた本丸、大広間の発掘調査でも 16世紀後半の

遺物が出土している。

瓦はこのときの調査で l点も出土しておらず、

浅井氏段階では瓦葺き建物は存在しない。ところ

が山麓で実施された、ほ場整備の際に備前焼の大

豊とともに多量の瓦が出土したとのことである。

発掘調査は実施されておらず詳細は不明である

が、地元に三巴文軒丸瓦 l点と、丸瓦3点、平瓦

1点のみ保管されている。

三巴文は頭部が接して、尾が長い。珠文は 12

個残存しており、おそらく 16個めぐっていたと

考えられる。坂本城跡や勝龍寺城跡出土の軒丸瓦

に似るが、ややシャープさに欠け、これらよりは

後出するものと考えられ、羽柴秀吉が小谷城主の

時代に葺かれた瓦と考えられる。丸瓦の凹部には

コビキA痕が残る(註 17)。

播磨

・三木城跡(兵庫県三木市上ノ丸町)

三木城の築城については詳らかではないが、別

所則治によって築かれたとする説が有力である。

以後別所氏の居城となり、永禄 11年 (1568)には

織田信長の傘下となる。しかし天正6年(1578)

に別所長治は信長方を離反し、毛利方となり、三

木城に龍城する。これに対して信長軍は長大な包

囲網を廻らせた攻城戦を繰り広げる。この戦いが

有名な三木の干殺しである。

天正8年 (1580)の落城後は城代が置かれてい

たが、天正 13年(1585)に中川秀政が入城する。

文禄3年(1594)に中川氏が豊後に移されると、

豊臣氏の直轄地となり、城番が置かれた。慶長5

年(1600)の関ヶ原合戦後は播磨は池田輝政領と

なり、三木城もその支城となり、伊木長門が城主

として入れ置かれるが、元和の一国一城令で廃城

となる。



城跡は舌状台地の先端に築かれているが、現在

地上に痕跡は残していない。これまで数次にわた

る発掘調査が実施され、瓦が出土している。田中

幸夫氏によって、三木城跡出土瓦は4類に分類さ

E 私部城跡出土の瓦

れ、特に多く使われている軒丸瓦(1類)と、軒

平瓦(3類)は当初基本として葺かれたものとさ

れている。さらに近隣の寺院瓦との同箔、同文関

係より、 1、3類は弘治から永禄年間(1558~ 
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1570)に生産されたものであり、別所氏時代の三

木城に瓦葺きの建物の存在したことを想定されて

いる(註 18)。

-置塩城跡(兵庫県姫路市夢前町宮置・糸田)

応仁の乱によって、播磨、備前、美作の旧領を

回復した赤松政則によって、文明元年(1469)に

築城されたと伝えられる。以後、赤松氏の居城と

なる。天正初年に赤松則房は羽柴秀吉の与力とな

り、賎ヶ岳合戦、小牧長久手合戦、四国攻めなど

にも参戦するものの、阿波国住吉へ一万石で移封

される。信長、秀吉政権に与するが、則房は強制

的に播磨の支配権を奪われてしまう。天正8、ま

たは 9年 (1580、81)の「羽柴秀吉播磨国中城割

り覚J(一柳文書)に、国中(播磨)の割るべき

城の覚えと して置塩城が記されており、この段階

で秀吉の命令によって破城された。

城は標高 370mの置塩山(城山)の山頂に選地

している。山頂の北東端部に詰城となる本丸を配

し、堀切となる鞍部を隔てて二の丸、三の丸も広

大な山頂部に構えられている。この二の丸、三の

丸とそれに付属する帯曲輪からは発掘調査によっ

て、それぞれの曲輪ごとに礎石建物、庭園を伴っ

ていることが判明している。曲輪は軍事的な施設

ではなく、屋敷地として機能していたようである。

つま り、置塩城では山上居住だけではなく、被官

たちの屋敷も山上に構えられる、山上都市であっ

た。

石垣も多用され、瓦も多量に出土している。出

土鳥会瓦にへラ描きで「甚六作」とあった。この

甚六とは英賀を中心に活躍した姫路系瓦工人の橘

国次の息子で、甚六の名で瓦に銘が刻まれるのは

天文 18年~弘治 3年 (1549.......， 57)の聞とされて

いる。また、 1-1郭出土瓦は天王期前後に想定

されており、これらは織田、豊臣系の瓦ではなく、

姫路系瓦工人橘氏による播磨独自の瓦と考えられ

る(註 19)。
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-御着城跡(兵庫県姫路市御国野町御着)

永正 16年(1519)に赤松氏の一族である小寺政

隆によって築かれたと伝えられる、小寺氏の居城

である。

羽柴秀吉の播磨侵攻後、小寺政職は一時織田方

に与したが、後に別所氏や荒木村重とともに織田

方を離反する。天正 7年 (1579)に秀吉は播磨の

諸城を攻め、御着城は落城する。天正8、または

9年 (1580、81)の「羽柴秀吉播磨国中城割り覚」

(一柳文書)に、国中(播磨)の割るべき城の覚

えとして御着城が記されており、この段階で秀吉

の命令によって破城された。

発掘調査によって二重の堀の廻る平城の構造が

明らかとなっている。出土遺物も豊富で、貿易陶

磁や備前などの陶磁器、木製品、漆器などが出土

している。

また、瓦も大量に出土している。本丸北トレン

チ瓦溜めの資料は共伴した備前焼から 15世紀半

ば以前のものとされている。また、井戸 l上層

の瓦は御着城最盛期の瓦と推定されている(註

20)。

-豊地城跡(兵庫県小野市中谷町)

豊地域は東条川|に面した標高 68m付近の河岸段

E上に立地する。東播磨の有力な武将である依藤

氏によって戦国時代に築かれたと伝えられ、永禄

年間(1558.......， 1570)頃に三木の別所氏に滅ぼされ

ると、別所重棟が城主となる。天正8年(1580)

頃には廃城となったようである。

2009年度に実施された発掘調査により、幅

12m、深さ 2.5mの巨大な堀が検出され、堀内より

大量の五が出土している。

三巴文軒丸瓦の巴は頭が接し、尾は長く次の尾

に接し、圏線状をなす(註 21)。これらは天正8

年以前の瓦であり、別所重棟が豊地域に入城して

葺いたものと考えられる。



私部城跡出土の瓦E 

の最高峰に構えられた後城と、南端に構えられた

前城という別城一郭タイプとなる。いずれも階段

-恒屋城跡(兵庫県姫路市香寺町匡屋)

恒屋城は赤松氏の被官恒屋氏の居城であるが、

築城年代については詳らかではない。城は標高 状に曲輸を配するが、両城ともに西側斜面に畝状

山麓には、お屋敷、姫屋敷と呼竪堀群を構える。
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ばれる居館が残る。

この恒屋城跡からは軒丸瓦、烏金、軒平瓦、鬼

瓦が採集されている。通路部分より採集されてい

ることより、塀や城門に葺かれていたものと考え

られる。以前は戦国時代に瓦は存在しないという

前提で、これらの瓦は姫路藩時代のものではない

かと想定されていた。現在瓦は北恒屋自治会に所

蔵されている。

軒丸瓦は銀杏葉文とされているが、家紋の銀杏

には当てはまらない。最も似る紋としては抱著荷

紋に近い。軒平瓦は中心飾りが三巴で、左右に四

反転飛び清草文が配されている。鬼瓦には舌を出

した亀の背に小槌を乗せるという特異な姿が中心

に配されている (註22)。

置塩城跡と同じくこの瓦は織田、豊臣に関わる

ものではなく、戦国時代に播磨独自で発達する瓦

と考えられる。

考察

このように安土城に先行、併行する城郭の瓦を

分析すると、大きく二つの系譜が見えてくる。

ひとつは織田信長と関係する城郭である。勝龍

寺城跡、坂本城跡出土瓦は元亀2年(1571)に築

城された段階のもので、瓦工人は信長の貸与と考

えられる。小谷城跡の瓦も勝龍寺城跡、坂本城跡

出土瓦にやや後出するもので、天正元年(1573)

の秀吉による再建に伴う瓦と見られる。これらは

信長が永禄 10年(1567)の岐阜築城により瓦を用

いた後、安土築城までの聞に収まるものであり、

大きな意味で信長の築城として捉えることのでき

る城であり、その築城には信長の意思が大きく働

いていた。

今、ひとつの系譜は在地の瓦であるが、ここに

は先進地として瓦が導入された城郭と、先進地で

あるとともに特定の大名に関わって瓦が導入され

た城郭がある。これらは信長との関係が認められ

ないもので、先進地としての瓦は河内私部城跡、

津田城跡、本丸山城跡、摂津有岡城跡、池田城跡、

-314-

高槻城跡、山城田辺城跡、鹿背山城跡、大和椿井

城跡、播磨三木城跡、置塩城跡、御着城跡、豊地

城跡、恒屋城跡である。これらは大和や播磨の瓦

工が関わったものである。

特定の大名に関わる城としては、河内若江城跡、

烏帽子形城跡、飯盛城跡、摂津芥川山城跡である。

これらの諸城は三好長慶、義継が城主となってお

り、長慶が城郭に瓦を導入したと考えられる。ま

た、大和多聞城跡、龍王山城跡、立野城跡は松永

久秀の居城や支城であり、特に多聞城跡出土瓦に

は寺院の瓦とは違い、城郭専用の瓦が用いられて

し、る。

なお、若江城は後に信長の本陣に、烏帽子形城

は後に中村一氏が、飯盛城は後に信長の城となり、

有岡城の荒木村重は信長方となり 、池田城は信長

の本陣となっている。あるいは信長方になってか

ら葺かれた可能性も残る。

しかし、いずれにせよ信長との関わりを一切見

いだせない城跡は確実に存在しており、それらは

古代以来の瓦の生産地に近く、そうした寺院の瓦

を城郭に導入したことはまちがいない。

確かに近畿地方では巨大な山城は築かれるもの

の、発達した城郭構造は認められない。しかし、

石垣や瓦はいち早く導入される。つまり軍事的に

は武田氏や後北条氏といった戦国大名の築城技術

には劣るものの、石垣や瓦といった技術は古代以

来の寺社造営技術が城郭に導入されたのである。

そうした意味では近畿の先進地としての城郭の特

徴として瓦葺き建物が存在したのである。

私部城跡出土の瓦もこうした近畿の先進地の城

郭として評価できる。



IV おわりに

さて、拙稿では私部城跡を構造と攻城戦からと、

出土した瓦から分析を試みた。とりわけ安土城に

先行する瓦に焦点をあてて、広く近畿地方の瓦が

出土した城館跡を集成して分析した。その結果、

私部城は安土城に先行して瓦を城に導入した、先

進地の城郭であることが明らかにできた。

構造面では、大阪府においては平地に残る極め

て貴重な城跡であることが改めて確認できた。し

かし、一方で、は城跡付近にまで開発がおよんでお

り、危機的な状況となっている。今後、国史跡に

指定され、末永く保存されることが望まれる。大

阪府では河内長野市で烏帽子形城跡が実に 79年

ぶりに中世城館跡として国史跡に指定されてい

る。私部城跡がそれに続くことを望みたい。
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第5章文献史料からみた私部城

I 室町・戦国期の私部郷

1、私部城の築城時期

私部城が文献に現れるのは、元亀元年(1570)

のことである。永禄 11年 (1568)織田信長が足

利義昭を伴って上洛し、室町幕府を再興してから

2年後のことである。私部城主は安見右近允(丞)

(以後、安見右近と略す)と言い、この翌年、松

永久秀の命で奈良市中の西新屋で切腹し、それに

続いて久秀は右近の居城であった私部城を攻め

た。右近の城は、「片野J(史料 102、105)Iカタノj

(史料 106・109)と呼ばれ、或いは「キサイへノ城」

(史料112)とも呼ばれた。交野は広域地名であり、

私部は一村落を指す言葉である(馬部 09)。ここ

では、限定された地域名称である私部城で統一し

て叙述する。

私部城の築城時期については、私部城主安見右

近周辺の史料から三説が提示されている。片山長

三氏の南北朝期説(片山 63)、中西裕樹氏の織田

信長上洛以前説(中西 04)、馬部隆弘氏の織田信

長上洛後説(馬部 09)の三説である。片山説は、

私部城主安見氏について近世に成立した「安見氏

系譜」から復元したものである。それによれば、

安見氏は南北朝期に南朝方の安見清賢、 j青儀が出

て、交野郷軍 39士の 1人として数えられる活躍

をし、私部城もこの時期に築城されたという。ま

た、戦国期には安見美作守直政が河内一国を支配

する権力となり、三好長慶と対立し、交野以外の

地を失った。その後、信長上洛後の石山合戦で

は、信長方として活動するが、私部城で病没した

とする。片山説は長く通説を守った。しかし、弓

倉弘年氏が戦国期の安見氏発給文書を検討し、安

見美作守の実名は宗房であり、直政ではないこと

や、安見氏の存在は戦国期以前の史料にはみられ
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小谷利明

ず、その出自は明確ではないことを指摘した(弓

倉 06)。これに加え拙稿は、安見宗房は、鷹山弘

頼とともに遊佐長教から山城上三郡守護代職を得

て登場することから大和の鷹山氏との関係が重要

であることを指摘した(小谷 03)。片山説は、私

部城主安見右近と安見美作守を混同し、近世に作

成された系図を利用するなど今日の研究レベルか

ら見ると、大いに問題のある議論であった。

弓倉氏及び拙稿が公表された後に、私部城築城

期を説明したのが中西氏と馬部氏の研究であっ

た。中西説は、信長上洛前に飯盛城将として活躍

した安見宗房との関係を考慮して信長上洛前から

私部城の存在を推測したものである。馬部説は、

安見右近の本拠は星回であることを根拠に、私部

を掌握したのは信長上洛以後とした。

以上、築城時期については、確実な築城史料が

ないため、いずれも推測の域を出ていなかった。

しかし、発掘調査成果から永禄期以降 (1558'"'-' 

1570) ごろの築城と考えられている。永禄期は、

守護畠山高政から三好長慶の支配へと大きく変化

した時であり、長慶死後、 三好三人衆と松永久秀

が争い、更には織田信長の上洛により畿内の秩序

が大幅に変わった激動期でもある。直ちに、築城

主体を考えることは難しいため、ここでは、私部

地域の歴史的特質を紹介し、永禄期の北河内の状

況を展望し、私部城が文献に登場する歴史を叙述

したい。
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2、室町期の石清水八幡宮と私部郷の

在地領主大塚兵衛

私部城の具体的な検討に入る前に、中世におけ

る交野地域の特質について説明しておきたい。交

野地域で成立した庄園のなかで最も古いものは、

石清水八幡宮領の交野郡三宅山である。その初見

は延久4年(1072)9月5日付太政官牒(史料1) 

である。この文書は、延久の荘園整理令に際して

出された文書で、石清水八幡宮領庄園全34箇所

に対して 21箇所が安堵され、 13箇所が収公され

た。この内、三宅山は安堵された庄園のひとつで

あった。三宅山は、山 1400町、御倉町井舘院等

内地6町、免田 23町という広大なもので、山の

領有は、同文書が引用する延喜 17年 (917)12 

月 21日付の交野郡司解状によれば、交野郡前擬

大領で、あった守部平麻呂、同慶道らが太政官符を

得て領有したものであった。また免田については、

向上文書が引用する天暦4年 (950)3月20日付

の河内国司解状が石清水八幡宮三宅御山司佃 20

町正税を宮雑事に宛用いることを認めたとされ、

この時点で、三宅山が石清水八幡宮領であったこと

もわかる。三宅山は、 交野郡三宅郷に由来する地

名で、交野市の南東部のE陵すべてが入るという。

また、 山地中に残る傍示の地名は、三宅山の傍示

と考えられている (W大阪府の地名』平凡社)。こ

の理解によれば、少なくとも私部村の丘陵部もこ

れに入ることになる。この庄園は、保元3年(1158)

12月 3日付の官宣旨(史料3) にも存在が確認で

きる。

次に私部の南に位置する星田には、興福寺円成

院領星田圧があった。その初見は、保元元年(1156)

10月 13日付の播磨守平清盛書状である(史料2)。

これによると、星田圧は「故院御時」の御沙汰で

は「御牧」内で、はなかったとする内容で、鳥羽院

政期 (1129"-' 1156) に立庄されたと見られる。

その後、鳥羽院の寵妃美福門院領御祈祷所となり、

円成院の仏聖料所となった(史料4)。ところが、
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文中元年(1372)9月 16日付長慶天皇論旨によ

って大交野庄内星田郷国街分が石清水八幡宮毎日

御供料所として寄進され(史料 6)、以後、星田

国街分は石清水八幡宮領となる。この大交野圧は、

当初、興福寺円成院領で、天福元年(1233)5月

日付石清水八幡宮所司等言上状では、石清水八幡

宮領として登場してくる(史料 5)。大交野圧と

星田庄との関係はよくわからないが、輿福寺円成

院領から石清水八幡宮領へと石清水八幡宮支配が

伸長したことをたどることができる。

以上、三宅山を中心に石清水八幡宮領が拡大し

たことを見てきた。再び、私部に戻ると、永享

5 (1433)年8月 15日付石清水八幡宮駕輿丁前床

神人交名に「下私部」の地名があり、ここから 4

人の人物が神人となっていたことが記されている

(史料 7)。三宅山と「下私部」との関連が想定さ

れよう。

また、私部郷には朝廷・幕府と結び付いた臨済

宗東福寺派光通寺の存在がある。光通寺の開山は

別峰大殊 (1321"-' 1402)で、赤松円心(1277"-' 

1350) と深いかかわりがあり、後村上天皇(在位

1339 "-' 1368)から円光国師の号を賜った人物で

ある。別峰は、大和興聖寺、伊勢清水寺、播磨臨

済寺、備中定林寺、河内光通寺、紀伊西光寺を創

建し、応永9年(1402)に河内光通寺で没した(W大
日本史料』応永 9年8月2日条)。光通寺はその

後も勅願所として機能しており(史料 9)、また、

応永 18年(1411)には、足利義持により将軍家

祈祷寺になった(史料 8)。石清水八幡宮とは別

の宗教権力が私部で成長したのである。

この二つの宗教勢力の下で、在地勢力による石清

水八幡宮への反領主闘争が行われたことを示唆す

る事件が起こる。永正 15(1518)年4月22日付

室町幕府奉行人連署奉書では、石清水八幡宮造営

要脚として交野郡内に 1000貫文を懸け、また用

木を伐採するため人を遣わしたところ、私部郷地

下人が承引せず、社家使と争った(史料10)。また、

大永 8(1528)年8月 11日付室町幕府奉行人奉



書によれば、石清水八幡宮と光通寺が対立してい

ることがわかる(史料 12)。そこには「去々年以

来衆僧悪行に依り、寺家井びに神領亡所となすと

云々」とあり、光通寺の僧により石清水八幡宮領

が押領されたとする。

ここで注意を要するのは、光通寺という勅願所

を維持するためには、有力な檀越を想定しなけれ

ばならない。そして有力な檀越らが、石清水八幡

宮支配から自立しようとしたことが上記した事件

につながった可能性がある。それでは、私部郷の

在地領主は誰に想定できるだろうか。その答えを

考えるに当たって、重要だと思われるのが大永 5

(1525)年 7月 4日付室町幕府奉行人連署奉書で

ある。これによれば、石清水八幡宮は、遷宮のた

めに「河州交野大塚兵衛」に対して要脚 3000貫

文が宛てられている(史料 11)。この賦課に対し

て大塚は、 200貫文を支出すると主張したが石清

水八幡宮は納得せず、幕府奉行人連署奉書を以て

細川|高国及び河内守護代遊佐順盛に催促をさせて

いる。個人に対して 3000貫文もの銭が賦課され

たことは、大塚が交野の在地領主として大きな力

を持っていたと推測できる。前記した永正 15年

の造営要脚では交野郡全体で 1000貫文が賦課さ

れたのに対して、個人宛で 3倍もの賦課が懸っ

たことになる。 1貫文=1石とすれば、大塚は

3000石も支出を命じられたことになる。軍役で

見ると、 150人程度の軍事動員ができる領主と言

える。しかも、豊臣蔵入り地段階の私部村の村高

が 1017石余ほどの石高である。年貢は、その 3

割から4割ぐらいだろうから、とんでもない賦課

が懸ったといえよう。いずれにしても、 3000貫

文の賦課から見て、大塚兵衛は交野庄全体を統括

できるほどの在地領主と判断できょう。大永8年

の光通寺と石清水八幡宮との対立は、大塚兵部へ

の賦課から 3年後のことであり、この事件と連続

していると見られる。

後記するが、永禄 11(1568)年2月5日付篠

原長房賦は、鷹山藤寿に対して私部郷内の鷹山知
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行関所分を書き上げている(史料 96)。それには

「大塚分、南分、源左衛門尉分、道宗分、坂長分、

地下分j とあり、前述した大塚氏を筆頭に何人か

の侍衆と地下分を鷹山氏が支配していたことがわ

かる。彼らはある段階で鷹山氏の被官となったた

め、このような記述となったと思われる。鷹山氏

が私部に入ったのは比較的新しい。それ以前は、

石清水八幡宮の神領支配を受けながら、石清水八

幡宮被官で、あった大塚氏を中心に私部郷の秩序が

成り立っていたと考えられる。やがて、大塚らは、

石清水八幡宮支配から脱するために武家権力の下

で自立したと見られる。後記する交野一撲の構成

員の中心は彼等だろう。

3、牧・交野一撲と鷹山弘頼

私部城築城の意義のひとつは、北河内に築城さ

れた城であることである。元々、河内で守護所が

置かれた場所は、鎌倉末に丹南、南北朝期に古市、

応仁の乱前後に古市・若江、応仁の乱後の誉田・

正覚寺、 16世紀初頭に高屋など、ほとんどが南

河内にあり、例外は中河内の若江だけである(小

谷 03)。当然ながら、それ以外にも城郭はあるが、

一時的に活用される城であり、恒常的に武家権力

が地域支配をするための城で、はなかった。しかし、

享禄4年 (1531)に木沢長政が飯盛城を築城する

と天文5年(1536)には畠山在氏の守護所となり、

守護による地域支配の拠点のひとつとして北河内

が重要な位置を占めるようになった。これは、鎌

倉時代以来、河内の国街系武士が南河内を中心に

編成されており、南北朝から室町期の守護がこれ

ら武士との主従関係を結ぶことで統治しようとし

たからである。特に北河内は河内十七ケ所など広

大な幕府御料所があり、守護支配が貫徹できない

地域で、あった。飯盛城が織田信長上格後にいつし

かその機能を失ったのに対して、私部城は北河内

の中心城郭に成長する。北河内で、例外的に守護

内衆として活躍したのが、牧郷の野尻氏であった。
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野尻氏は牧郷の犬田城で活躍するなど、戦国末ま

でこの地域で重要な役割を果たした。牧郷と私部

を含む交野地域は、連動しながら展開していった。

牧・交野一撲への関心は重要である(馬部09)。

ここでは、まず、私部地域が河内のなかで重要な

地位を占めるようになった時期から説明していき

たい。

前述したように北河内が政治的中心地のひとつ

になったのは、木沢長政の飯盛城の築城からであ

る。木沢長政は、義就系守護畠山在氏の守護代と

して、また、京都で覇権を得た細川|晴元の内衆と

して幕府内でも大いに力を発揮した人物であっ

た。また、長政は大和守護とも言われた。しかし、

木沢長政は、幕府内部の対立に敗れ、天文 11

(1542)年3月 17日に河内太平寺の戦いで戦死し

てしまう(史料 16)。これを討ったのは、紀伊に

本拠を置いていた政長系守護畠山植長や高屋城に

いた遊佐長教及び山城・摂津勢などの武士を組織

した細川晴元勢などであった(史料 13・14)。こ

の時、牧・交野一撲が活動した兆候がある。南山

城の狛孫ーは、「牧・交野」に対して軍事動員を

行った(史料 15)。木沢長政が築いた北河内の地

域支配は、南山城の国衆と牧・交野ー撲を結び付

けた可能性がある。

天文 11年の太平寺の戦いで木沢長政は戦死し

たが、まだ飯盛城には畠山在氏が健在で、飯盛城

は落ちていなかった。このため、河内に復帰した

畠山植長は、 同じく木沢方だ、った和泉の松浦氏攻

めと飯盛城攻めを同時に立案する。和泉には、植

長自身が出馬し、飯盛城には大和勢を宛てた。大

和勢の中心は筒井順昭と中坊駿河守であり、また、

別に鷹山弘頼が交野に出陣して飯盛を攻める段取

りになっていた(史料 17)。鷹山弘頼が障を敷い

た交野とは、地理的関係や前述した篠原長房賦か

ら見て私部を指すと考える。鷹山は、傍示越で私

部とつながっており、隣接しているのである。弘

頼の私部在障とその後の飯盛城攻めは、私部が河

内の政治史に登場する最初の出来事と言えよう。
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ここで、筒井氏と鷹山氏について簡単に説明し

ておこう。筒井氏は応仁の乱の畠山政長の時代か

ら大和の大将として同盟関係にある間柄である。

鷹山も筒井氏同様、官符衆徒と呼ばれる大和武士

団を率いる武士のひとりだ、ったが、この時、河内

守護代遊佐長教の誘いに乗って畠山家中に入札

その立場を大きく変えた人物である(史料 13)。

天文 13年には、鷹山弘頼は河内勢300人余を引

率して大和で活動するなど、河内で軍事動員権を

持つ権力に成長している(史料21)。弘頼が動員

できた河内の武士はどの地域の武士だったのであ

ろうか。前述したように、鷹山氏は私部郷に所領

を持っていたことがわかっており、このため、交

野郡内から 300人の兵を動員できたと考えるべき

だろう。牧郷には500人の武士を動員できる野尻

治部がいた(史料22)。野尻氏は、応永 16年(1409)

から畠山内衆として活躍していることが確認でき

る者で、畠山氏の分裂後は、一貫して政長流畠

山氏に属した。本拠は、牧郷と考えられる(小

谷 03)。野尻治部が盛んに活動していることがわ

かるのは、木沢長政の死後であるため、飯盛城を

築いた義就流の畠山在氏守護代木沢長政の活動に

よって野尻治部の活動は制限されていたと思われ

る。長政の死後、牧・交野一撲への軍事指揮権は

野尻と鷹山が担った。このため、牧・交野一撲に

対する軍事指揮権は、狛孫ーから野尻治部と鷹山

弘頼へと移ったとみるべきであろう。

天文 14(1545) 5月 16日に畠山植長が病没す

ると、河内守護代遊佐長教の全盛となり、天文

15年 8月以降、長教は細川氏綱を旗頭に幕府と

戦いはじめる。弘頼は、天文 15年の芥川城の三

好長慶との戦いで、畠山氏の主力として戦ってお

り、極めて重要な地位にあった(史料23~ 26)。

このころ、弘頼は安見宗房とともに山城上三郡守

護代職を遊佐長教から宛行われ、南山城、北大

和、北河内を支配する権力に成長した(史料 19・

20)。天文 17(1548)年 5月 10日、遊佐長教と

三好長慶が同盟し、以後、両者は幕府に叛き、畿



内を支配する権力へと成長していく。そのなか

で、鷹山以下の役割も大きく変わっていくことに

なる。

4、鷹山弘頼と安見宗房の対立

天文 20(1551)年 5月5日、河内守護代遊佐

長教が暗殺された(史料 27)。これによって、河

内は、下郡代で飯盛城にいる安見宗房と、上郡代

で高屋城にいる萱振賢継が覇権を争うようにな

る。いつの聞に安見宗房は、下郡代で飯盛城将と

しての地位を得たのであろうか。天文 10年代ま

では宗房よりも弘頼の活動の方が記録に多く登場

しており、北河内の軍事指揮権は弘頼に任されて

いたと見られる。しかし、山城上三郡守護代職は

共同で得ており、弘頼を中心に宗房が補佐する体

制が出来ていたと考えられる。このため、弘頼も

飯盛城将として飯盛城にいたが、いつしかふたり

の関係は逆転したものと考えるのが妥当だろう。

畠山在氏が簡った飯盛城攻めは、天文 12年 1月

まで継続し、この時に落城しているから(史料

18)、これ以後、ふたりは飯盛城将であった可能

性が考えられよう。一方、高屋城内には、萱振賢

継をはじめ、牧郷の領主野尻治部、中小路、丹下

など主だ、った畠山内衆が居住していた。飯盛城は、

木沢の乱後に新たに取り立てられた勢力が入る城

と位置づけられたのであろう。

天文21年 2月 10日、安見宗房は大事件を起こ

す。宗房は萱振賢継を飯盛城に招待し、そこで賢

継を殺害してから高屋城に乗り込み、萱振と同心

した者を打ち殺す惨劇lを起こしたのである(史

料 28・29)。宗房と賢継は、遊佐長教後の河内支

配をどちらが把握するかで対立していた。特に目

立つのは、長教後の遊佐家督を誰にするかであっ

た。宗房は、遊佐太藤を河内守護代に推し、上郡

代の萱振賢継は、根来寺の松坊(杉坊か、長教弟)

を推した。両者の対立は抜き差しならないものに

なっていた。しかし、安見の息子を萱振に婿入り
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させ、両者は表面上、和睦したかに見えたが、宗

房の陰謀でこのように決着したのである(史料

29)。また、北河内最大の戦国領主野尻治部は、

半死半生の状態で逃げている。その後、野尻は牢

人として招堤寺内に入った(小谷 03)。これに対

して宗房は、自身の嫡男に野尻氏の名跡を継がせ、

野尻満五郎と名乗らせ牧郷を掌握した(史料 41

，.....， 44)。併せて安見自身、高屋城衆まで動員でき

るまでの権力となり(史料 30)、京都においても

一定の力を保持する権力となった(史料 32)。天

文 22年 7月から 8月に起きた細川晴元による蜂

起で、三好長慶の居城芥)11城を預かる芥川孫十郎

が晴元と同調した事件が起こる。京都に迫った晴

元は、将軍足利義藤(義輝)と和し、長慶を追い

詰めた。この時、長慶を応援し、京都攻めや芥川

攻めを行ったのが安見宗房であった。彼は三好長

慶との同盟関係を重視し、河内勢を使って縦横無

尽の活躍をしたのである(史料 37，.....， 39)。

さて、萱振一派粛清後の河内の体制維持のため、

天文 21年9月には畠山高政が守護に擁立される

(史料 31)。この擁立は、畠山氏の守護家の家臣

丹下盛知によって実現した。鷹山弘頼は、この

時、畠山高政方として行動していたようで、畠山

家中は、畠山高政派と遊佐太藤・安見宗房派に分

裂した。天文 21年のものと思われる 10月 17日

付の鷹山弘頼宛ての畠山高政書状は、安見宗房と

鷹山弘頼が対立したことを示す内容で、しばらく

は弘頼に在庄することを促している(史料 33)。

弘頼の在庄とは、本拠である鷹山だったのか、河

内の本拠といえる私部だったのか知りたいところ

だが、よくわからない。但し、後の息子藤政の活

動を見ると、この在庄は私部の可能性が高い。そ

の後、 鷹山弘頼は、天文 22年間 1月頃、高屋城

に入城した兆候がある。十何一存は、弘頼の音信

を受けて「幾重も高屋御入城之儀肝要存候」とあ

り、弘頼の入城が予定されていたことを示す内容

の書状を書いている(史料 34)。しかし、翌天文

22(1553)年5月4日、弘頼は高屋城で自刃した(史
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料 35・36)。天文 23年と思われる正月 25日付丹

下盛知宛畠山高政書状には、「鷹山の事、太藤今

に憤るの由、誠に笑止の儀に候」とあり、鷹山氏

に対して太藤の憤りが収まらないことを伝えてい

る。太藤は、鷹山氏家督継承についても尋ねてい

るが、高政は軍役を果たせば知行は安堵すること

を明言している(史料40)。

弘頼の息子鷹山藤政の活動が見え始めるのが弘

治2年 (1556)6月からである。大和国の万歳と

布施が対立し、安見宗房は万歳を支援するために

大和に出陣した(史料45"-' 47)。この時、藤政は、

「河内ヨリハウシヲ焼払」とあり、河内から挙兵

して傍示を攻めている。傍示は、私部と鷹山の中

間に位置する村である。藤政の挙兵は、畠山尚誠

とともに行動を起こしたもので、反安見・反畠山

の行動で、あった。これには筒井氏も同調した。藤

政の挙兵は、私部から傍示に向かったと推測でき

る。このことから父弘頼の死後、藤政は、私部を

本拠に活動していたと判断される。

なお、その後、鷹山藤政の動向はよくわからな

い。恐らくは、私部、鷹山ともに安見宗房によっ

て没収されたと考えるべきだろう。永禄2(1559) 

年6月、三好長慶は、安見宗房を討つため、河内

攻めを行った。大和では松永久秀が筒井藤勝(JI慎

慶)の筒井平城と鷹山を攻めている(史料 55"-' 

59)。藤勝は、前年に安見宗房を仲介として遊佐

太藤の聾となり、畠山氏に帰参していた(史料

48 "-' 53)。鷹山は宗房領で、あったのであろう。 こ

の時、鷹山は焼き討ちされた。高山八幡宮本殿は

元亀 3年 (1572)の棟札があり、この時の焼失に

より再建されたのかもしれない。
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ここで簡単にまとめておこう。私部郷は、石清

水八幡宮の支配を受ける地域であったが、相当な

課役賦課を受け、在地領主大塚兵衛らは経済的圧

迫を受けていた。光通寺と石清水八幡宮との対立

もこのような背景があったと考えられる。

北河内の武士を軍事編成した最初の人物は木沢

長政であろう。木沢の乱の時、牧・交野一撲を指

揮したのは南山城の狛氏で、その後、鷹山氏と野

尻氏がそれを継承した。木沢段階で私部を含む交

野は、武家領化したと考える。「牧・交野一撲」

と史料に出てくるのは、このためである。

更に、鷹山弘頼は畠山家中に入り、飯盛城攻め

や芥川|城攻めの主力となり、私部郷を知行した。

弘頼は大塚氏をはじめ、主だ、った交野庄の侍層を

押さえ、畿内の戦乱の中心的勢力として活動しは

じめたのである。私部城の前身となる鷹山氏の居

館がこの時期造られたものと考えられる。

鷹山弘頼は、安見宗房とともに飯盛城将として

活動するが、萱振賢継粛清後は、高屋城将として

畠山高政を護る立場となった。しかし、安見宗房

や遊佐太藤との対立に敗れ、高屋城で自刃した。

その後、息子の鷹山藤政は私部を本拠として活動

した。



E 安見右近と私部城

1、安見右近の登場

三好長慶は、永禄 2(1559)年 6月と永禄 3年

6月に河内に出兵し(史料 62'"'-'65)、永禄 3年

10月 24日には飯盛城が、 27日には高屋城が長慶

に明け渡された。そして、長慶が飯盛城に、長慶

弟実休が高屋城に入った。これに対して畠山高政

や安見宗房は、永禄5年 2月から軍事行動を開始

し(史料 70・71)、 3月 5日には和泉久米田寺の

合戦で三好実休を戦死させ(史料 72・73)、高屋

城を押さえた。すると安見宗房らは飯盛城攻めを

開始する。また、摂津衆などを引き連れた三好義

輿らが、 5月 20日の河内教興寺の戦いで畠山方

の湯川直光を戦死させ、飯盛城攻めていた畠山勢

は総退却となった(史料 74'"'-'76)。この時、安

見宗房は、大坂に逃げ、息子の野尻孫(満)五郎

は、 鷹山谷へ退いたとする史料がある。

このように、畠山氏の河内支配が三好氏によっ

て奪われる頃、安見右近の姿が見えるようになる。

それは、本願寺蓮知末子実従が残した日記『私心

記』に登場する(史料60・61・66・68・69)。実

従は永禄2年 11月 30日に大坂本願寺から河内枚

方順興寺に移住した。右近の動静がわかるのは、

その後からである。永禄2年 12月 20日条では、

安見が枚方寺内の家を差し押さえようとしてい

る(史料 60)。これを従来、安見右近と解釈して

いる(草野 04、鍛代 08、馬部 09)。この時期は、

まだ河内は畠山氏の支配下にある。また、翌年 1

月 3日条では、安見与助が枚方に宿を持っている

ことが判明する(史料 61)。与助は右近の同族と

考えられる。

永禄 3年 10月、河内は三好氏の手に落ちた。

三好長慶が飯盛城主となり、河内北半国を支配し

た。ところが翌年の永禄4年 1月 17日条には安

見右近が星田に居ることがわかる。右近は、星田

を支配していたのである(史料 66・史料98)。ま
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た、畠山高政及び安見宗房没落後も右近は健在で

あった。恐らく、三好氏の被官になった可能性が

あろう。飯盛城の周辺の領主は、三箇島の三箇氏

や飯盛城の東に位置する田原氏など三好長慶の被

官となった河内の在地領主がいる。右近もそのひ

とりと考えたい。

2、天下再興の戦い

永禄 8(1565)年 5月 19日、将軍足利義輝が、

三好三人衆や松永久秀らによって殺害された(史

料 79)。その前年三好長慶は病没し、後継の三好

義継を擁しての強行で、あった。これにより、反三

好方は活気づき、畠山方は各地の大名に出障を要

請しはじめるのが、 6月段階からで、「天下御再

興」を促している(史料 80・81)0 8月には丹波

で、松永久秀の弟内藤宗勝が自刃し、 10月には

大和方面では安見右近や筒井藤勝も活動を開始す

る(史料 82)0 11月 15日には、三好三人衆が飯

盛城を攻め、三好義継を奪う(史料 83)。義継は、

この時数え 15歳であるから、どれだけ主体的な

行動で、あったかわからない。これ以後、松永久秀

と三好三人衆との関係は完全に断たれた。

この年のものと思われる 12月 18日付松永久秀

宛遊佐教(信教)書状に、「安見右近允の儀、先

書申し候如く、長々召し置かれ候、」とあり、遊

佐信教と松永久秀の同盟が成立していたことがわ

かる。そしてこの同盟の要として安見右近を長々

召し置いてくださいと書いているのである(史料

84)。右近は、一旦、三好被官となったが、将軍

暗殺を機に筒井藤勝らと連携して大和で蜂起し、

これを見た遊佐教は、安見右近を松永久秀に与え

て、天下再興の戦いを始めようとしたのであろう。

以後、右近は久秀方として活動する(史料 85)。

三好三人衆と松永久秀の戦いは、当初、三人衆

方が圧倒的に有利であったが、永禄 10年 2月 16
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日に入ると、三好義継が松永久秀と同心する(史

料 86・87)。そして、久秀は義継を伴い、信貴山

城に入り(史料88)、続いて多聞山城に入った。

これにより三人衆方が奈良に結集し、遂に東大寺

大仏殿炎上となるのである(史料89)。

この頃になると、 8月 23日には飯盛城の松山

安芸守が久秀方に寝返った(史料90)。しかし、

翌9月 6日には三人衆方が飯盛城を取り戻してい

る(史料91)。更に、 10月 22日には、飯盛城の

すぐ東に当たる田原の坂上氏が久秀方に裏返った

ため、久秀は多聞山から飯盛城に 500人を入れて

いる(史料 93)。また、永禄 11年 1月には河内

の津田、南山城の田辺も久秀方となり、「河内通

路これなし」といった状態であった(史料 94)。

これに乗じて三好義継は、多聞山城から河内津田

城に入城している(史料 95)。久秀方は、信貴山

城や多聞山城などを本拠に南山城や北河内地域を

一部掌握できる状態が生じたのである。さて、右

近の活動だが、永禄 10年 9月 10日に、大和で筒

井方の井戸勢と戦い負傷している(史料92)。右

近は久秀の近く、大和方面で、戦っているようであ

る。

一方、前述したように、永禄 11年 2月 5日

付篠原長房賦がこの時期発給されている 、(史料

96)。これは、鷹山藤政の後継と思われる鷹山藤

寿の訴訟によって出された古文書である。交野郡

私部郷の内、鷹山氏が支配していた大塚分らの土

地が没収されていたため、あらためて篠原長房が

藤寿に与えたもので、忠功を励むことを命じてい

る。松永久秀が飯盛城・津田城・ 田原城を掌握し

かけていた時期であり、私部城はそのなかで孤立

していたと考えられる。このため、藤寿に私部郷

を与えて北河内の状況を変えることが目的であっ

たと見られる。この後、信長が上格した時、飯盛

城は三人衆方の城であるため、藤寿らは再び飯盛

城を奪還したと見られる。
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3、織田信長の上格と私部城の登場

永禄 11年 9月 26日、織田信長が足利義昭を伴

って上洛した (W大日本史料』永禄 11年 9月 26

日条)。これにより、 三好三人衆方は悉く没落し、

畠山高政・秋高親子、三好義継、松永久秀や、三

人衆方であった摂津池田氏などが義昭に帰参し

た。この時期の畿内の武士は、将軍足利義昭の幕

府に結集したのであり、織田信長と被官関係を結

んだのではない。

この時、畠山高政は高屋城に入札三好義継は、

飯盛城に入っている(史料 97)。義継が若江にい

ることは、松永久秀が永禄 13年正月に若江に礼

に向かったことから判明する(史料 100) ので、

それ以前に義継は、飯盛城から若江城に移った模

様である。これ以後、飯盛城は史料から姿を消す。

北河内で軍事的に重要な城郭は津田城と私部城に

なり、政庁的な城は中河内の若江城に移動したこ

とになる。

元亀元 (1570)年4月、織田信長は上洛命令に

従わない朝倉義景を討伐するため、越前に侵入し

た。この時、浅井長政が裏切ったため、信長は辛

くも京都に引き上げた。 6月 28日、信長は、近

江姉川の戦いで浅井・朝倉連合軍を破るが、三好

三人衆が摂津野田・福島で挙兵すると、信長は 8

月 30日、将軍足利義昭を引き連れて三人衆攻め

を始める。しかし、 9月 12日、野田・福島にご

く近い大坂本願寺の顕如も挙兵した。しかも、浅

井・朝倉軍は北近江から山科・醍醐まで進出した

ため、 9月 23日信長は京都に帰り、近江への軍

を差し向けた。信長はこれ以後信長包囲網の中で

苦しむことになる。

さて、この時期の京都からみて南方勢力には、

「南方三好三人衆の事、野田・福島の普請を改め、

諸牢人、河内・摂津国端々へ打ち廻し致すと量生も、

高屋に畠山殿、若江に三好左京大夫、片野に安見

右近、伊丹、塩河・茨木・高槻、何れも城々堅固

に相拘へJ(史料 101)とあり、三好三人衆と大



坂本願寺勢力に対して、畠山秩高をはじめとする

勢力を書き上げている。このなかにはじめて片野

を本拠とする安見右近が登場するのである。河内

では、守護クラスである畠山秋高や三好義継と安

見右近の名前が併記されるのは、河内の中で私部

城の安見右近が一定の統治権を持つ武将となって

いたためであろう。更に、右近は、信長上洛以前

の畿内での天下再興の戦いの中心人物のひとりで

あり、このためこのような処遇を受け、畠山・三

好とならぶ武家として安見右近の名が挙がったも

のと思われる。

しかし、元亀 2(1571)年 5月 11日、安見右

近は松永久秀によって「西新屋小屋jで切腹した

(史料 102)。西新屋とは、元興寺極楽坊西側に当

たるため、奈良市中で自刃したことになる。この

時、松永久秀は、国衆に出陣命令を出したが、ど

こへの出陣が知らせず、この日、右近が自刃した

のである。

この事件をどのように評価すべきだろうか。ひ

とつは、右近についてで、ある。安見右近は、わざ

わざ私部から久秀に命じられて奈良市中に来て自

刃した。これは、右近がこの段階でも松永久秀の

被官であったと見られる。遊佐教が久秀に右近を

召し置かせてから、右近は久秀の被官として活動

しなければならない立場だ、ったと見られる。

自刃理由は、右近が和田惟政や畠山秋高らと申

し合わせて敵になる企てがあったため、腹を切ら

せたとある。これを見ると、和田惟政と畠山秋高

に対して松永久秀は対立関係に入ったことがわか

る。久秀は、自刃後の右近の城私部城を攻めた後、

三好三人衆とともに高屋城攻めを行っている。松

永久秀はこれ以後も度々信長を裏切ることになる

が、その最初の行為が安見右近の自刃事件だった

のである。

右近は、単身で奈良に来たわけではなく、右近

の家臣は奈良不退寺に陣取っていた。これに対

して久秀方の菊川衆が対陣していた(史料 104)。

その後、松永方は、私部城を攻めている(史料
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105 '" 110)。しかし、私部城は堅固で落城しなか

った。

翌元亀3年 4月 16日以前、久秀は、再び私部

城攻めを始める。この時、城将として名前が挙

がるのが安見新七郎である(史料 115)。この時、

久秀は、私部城攻めのため、私部に相城を造った

が織田勢に固まれ、 4月 16日には相城から撤退

している(史料 112・113)。また、久秀は「ツタ

ノ付城」も 4月 29日には落城しているので、私

部城と津田城は連動して戦いが行われていたこと

がわかる(史料 114)。この時期、若江城の三好

義継も松永久秀と同心して本願寺方として戦って

おり、織田勢をはじめとする軍勢が私部城を護っ

た。松永久秀・織田信長ともに私部城は軍事戦略

上重要な城であったことがわかる。

4、私部城の最後

私部城の廃城時期については、具体的に文献に

現れるわけではない。馬部氏によれば、私部城が

最後に見えるのは『信長公記』天正 6(1578)年

10月 1日条で、堺の港で九鬼水軍の大船を見た信

長が、住吉から「安見新七郎所」に暫く休息し

てから京都に上った史料を紹介している(史料

116)。若江城のように天正 8年 8月2日の石山合

戦終結で破城しており、私部城もこの時に破城し

たと考えられる。

なお、安見新七郎自身は、天正9年 2月 28日

の京都での正親町天王の叡覧の下の馬揃では、河

内の取次者として新七郎の名前があるため(史料

117)、河内で、健在で、あったと見られるが、その後

については、具体的にはわからない。近世では、

安見氏は上杉家を頼ったらしく、直江兼続の配下

に安見氏がおり、兼続の娘に本多正信の次男政重

が婿入りした時に、政重の家臣に安見氏が加わっ

ている。その後、政重は会津を出て加賀前田家に

帰参して家老となった時も、安見氏は同道してい

る(藩老本多蔵品館の展示史料による)。



第5章文献史料からみた私部城

小括

Eをまとめたい。永禄3年の三好長慶による河

内支配以後、安見右近は三好に臣従したのか星田

に拠点を据えていた。しかし、永禄8年の松永久

秀・三好三人衆らによる将軍足利義輝の暗殺によ

り、安見右近は畿内で最も早く軍事行動を起こし

た武将のひとりとなる。その後、三好三人衆と松

永久秀による対立が先鋭化して両者による戦争が

始まった。遊佐教は松永久秀と組んで、安見右近

を久秀に預けた。一方、私部郷の旧領主だ、った鷹

山氏は藤寿の代で、私部郷を得ている。

永禄 11年、織田信長が上洛を果たすと、私部

城は安見右近の城として位置づけられる。しかし、

右近は久秀被官であり、久秀の威光に反した右近

は、奈良で自刃する。その後、私部城は安見新七

郎が守るが、石山合戦後に破城したと考える。

まとめ

私部城が築城された時期は、文献史学から明確

にはできなかったが、いくつかの点は明らかにで

きたと思われる。

ひとつは、交野が武家領となったのは、木沢長

政の時代であるということである。

二つ目は、鷹山弘頼が私部に居館を構えたと考

えられ、私部城の前身の居館を想定する必要があ

る。その後の鷹山藤政、鷹山藤寿も私部を拠点に

活動した兆候がある一方、安見宗房や息子野尻満

五郎も私部を押さえていた時期もあり、この時期

に私部城が造られた可能性は残しておきたい。

三つ目は、安見右近の評価である。私部城主と

なった安見右近は、元々、星田の領主から私部城

に移ったと見られるが、これは松永久秀の力に拠

るところが大きいだろう。右近が河内のなかで飛

びぬけた存在になったのは、信長上洛以前に畿内

の戦争に深く関わり、大いに活躍したためである。

四つ目は、私部城は、当初、松永方の城と して
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位置づけられる側面があったことである。また、

北河内の玄関口としても重要な城であり、南山城、

北大和、北河内を繋ぐ重要な役割を果たす城とし

て畿内の政治史に位置づける必要がある。
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